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オンガクイチエンのジダイ

　　　　　　　　　　エイゾウ

　

　

　

はじめに

　

このホンでよんサツメとなる。イチネンイッサクで、ニセンジュウゴネンからよんサク

メとなる。サンサクメからは、マンネンヒツでかいている。コウキュウブランドものでは

ないが、まぁきにいっている。インクもビンでヨウイしている。ほぼサンサクでふたつ

つかいきるようだ。パソコンにチョクセツうってしまえば、というかんがえかたもある

が、わたしはこれできにいっている。このやりかたはしばらくくずさないでつづけたい。

　

ニセンジュウななネンジュウニガツふつか

　

　

イチ　

　

ソレンはカイサンしてそのゴどうなったか。なぜカイサンすることになったかというと、

ビョウドウすぎたときく。グタイテキには、はたらかないでキュウリョウをもらうひと

にあわせて、よくはたらくひとや、ユウノウなひとがはたらかなくなったからだという。

たしかに、あまりはたらかないひとに、ケイザイをあわせると、とんでもないことにな

ろう。これは、どこかのくにのケイザイセイサクににている。そうだ、「ザンギョウ」を

キセイしようというセイサクのことだ。たしかに、はたらきすぎてしんでしまったり、

もえつきてしまったりするのはこまるが、みんながみんなそうなるわけではない。だか

らザンギョウをとめるのは、コベツにやるべきだろう。はたらきざかりがはたらかなく

なったら、やはりケイザイはコンランするのだ。ソレンカするニホンではしょうがない

とおもう。

　

ニ

　

キュウジュウネンダイゼンハンまでの「バブルケイザイ」は、チカ（トチのカカク）が

たかくなったというインショウがあるが、イッポウ、「モノ」がやすくなったというメン

がある。それはエンだかがすすみ、ユニュウヒンがやすくなったからだ。ケイサンがで

きるひとは、ますますあがるであろうトチをあずけておかねをかりて、やすくなったユ

ニュウヒンをかえばもうかるとかんがえるだろう。それでどうシュウエキをあげるかは

しらないが、たかいカカクのもので、ひくいカカクのものをかえばニバイおいしい。た

だそれがつづかなかったから、「フリョウサイケン」だなんだいいだした。ようするに、
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トチのカカクがさがってあずかっているところはソンがでたのである。

しかし、エンだかはつづいた。だから、ユニュウヒンをかえば、おなじキンガクをだして

のセイカツがゆたかになった。イゼンだったら、ヒャクエンでは、カジュウサンジュッ

パーセントのオレンジ（みかん）ジュースをのむのがせいぜいだったが（わかいひとは、

カジュウサンジュッパーセントのジュースをしらないかもしれない。）、ヒャクパーセン

トのものがのめるようになった（［アメリカ］ガッシュウコクのひとのドリョクがおおき

い。）。モチロンこれはユニュウものだったりするから、コクナイケイザイのカイゼンに

はならない（しいれてうるショウバイはできるが）。しかしながら、そういうセンタクも

できるようになったというのが「バブルケイザイ」ゴである。だからユニュウものばか

りでセイカツしていたら、かなりシシュツをへらしたセイカツができたことだろう。

しかし、コンゴもそれがつづくとはかぎらない。ユニュウものがたかくなることもある

のだ。コクナイケイザイのモンダイではないというテンでギャクバブルといおう。たと

えば、セキユのねだんがあがれば、ユソウにかかるヒヨウがふえる。そうすると、モノ

のねだんがたかくなってしまうのである。エンやすにふれてもそうだろう。ユニュウカ

カクがたかくなってしまう。だからそういうこともあろうとおもっておくことは、ダイ

ジかとおもう。

　

サン

　

ジョセイのシャカイシンシュツという。これは「シャカイ」に「シンシュツ」していな

かった「ジョセイ」がおおかったからそういうのだろう。いってみれば「ダンセイチュ

ウシン」テキだったと。しかし、ダンセイの「カジシンシュツ」とはあまりいわない。ダ

ンセイがカジをするのはめずらしかっただろうけど、まぁそういわない。おとこのメイ

ヨにかかわるから、そういうことはいわないのかもしれない。ただそのブン、おとこが

カジをするジカンがへってしまうようなきがする。そうすると、ジョセイがつよくなり、

ダンセイはいえでのいバショをうしなわないか。ひどいいいかたがあったはずだ。「おお

きなハイキブツ」といったいいかたである。そういうのをよりつよめることはないとお

もう。しっかりカジをするダンセイは、ダンジョビョウドウテキにうまくやるのだろう。

　

よん

　

エーからビーにすすむのに、イチビョウかかれば、イチビョウカンかかったという。く

るまにしても、くるまでもヒコーキでもイドウするにはジカンがかかる。くるまにして

も、ヒコーキにしても、ニンゲンがつくりだしたものである。それはチキュウジョウで

ソクドのはやいブルイだろう。いまのところイチバンはやいとされているのが「ひかり」

である。これはニンゲンがつくりだせるか。たしかにデントウはつくったようだ。

ところで、イドウにはエネルギーがヒツヨウである。くるまならガソリン、ヒコーキな

らジェットネンリョウである。それはどうショウヒされるか。おおきいものをうごかす
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と、よりおおきなエネルギーをヒツヨウとする。ちいさなものならすくなくすむ。それ

からなにかいえないか。そう、「ひかり」よりもちいさなブッシツをつくれば、ひかりよ

りはやくイドウできるだろう。これを「こまびかり」といおう。なんのやくにたつかは

わからないが、チキュウジョウのリヨウだけでも、ジョウホウがはやくうごくようにな

るわけだから、セイサンセイがあがるだろう。

　

ゴ

　

わたしがまえにかいたホン『よろこぶゲンシジン』に、わたしがかんがえたジカンリョ

コウ（タイムトラベル）のゲンリをかいた（●『よろこぶゲンシジン』イカ、『よ』、ニ

ジュウイチ）。ゲンリだけでなく、セッケイもカンタンだが、セッチがむずかしい。コン

カイはそのカイゼンバンについてかく。

カンタンにいえば、イチネンマエをみるために、ハンコウネンさきに（オウフクでイチ

ネン）かがみをおくのでなく、チキュウジョウにかがみをおくのだ。そのかがみは、イチ

ネンまえのひかりがみえるように、タイリョウのかがみによるハンシャをくりかえして、

イチネンブンイドウするようにハイチする。これでイチネンまえがみえるわけだ。ただ、

カコのひかりとゲンダイのひかりでコンランしないように、カコのひかりはしろくろに

するなどのショリをしたホウがいいとおもう。

　

ロク

　

なぜモノがいのちへとなっていったのか。「シンカ」みたいなはなしである。なにかリユ

ウというかがあったのだろう。かりにそれを「いのちシ」ということにする。モノにい

のちシがくわわるといのちになるということだ。いのちシとはなにか。ひとつかんがえ

られるのが、キョウギョウである。モノがそれぞれ、わたしはわたしといっていたので

はいのちはできない。しかし、キョウリョクしてブンギョウするようになれば、カガク

ショリなどもやりやすくなる。

どうしてキョウギョウするようになったのかはわからないが、ダイジなヨウソだろう。

レーニンによるロシアカクメイは、ケイザイテキにはシッパイしたかもしれないが、セ

イブツガクテキにはただしかったのだとおもう。キョウリョクするのはセイメイのキホ

ンであろうから。キョウリョクをするまとまりのおおきさがわるかったのかもしれない。

　

なな

　

サイキン、わたしはあまりもちをたべていない。ショウテンでうられていたいそべまき

をみるまでは、たべていないことにすらきづかなかった。ショウガツに、ちいさなかが

みもちはヨウイするし、ぞうにもたべる。しかし、フダンはたべていない。もちをつく
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のはひとサギョウだが、そういうことをしなくても、きりもちがうられている。いいし

ごとだとおもう。

　

ハチ

　

ゼンチョで、ジカンとはエネルギーわるシツリョウといった（●『よ』、ニジュウハチ）

もっとタンジュンにいえば、エネルギーわるシツリョウがコウゾクキョリである。それ

をセイリするとシツリョウがはじきだせる。そんなことをしなくてもはかりではかれば

シツリョウはだせるだろうが、それでだせるのは、チキュウジョウでのおもさである。つ

きでそのはかりをつかってはかれば、スウジがかわってくる。

シツリョウはエネルギーわるジカンである。エネルギーがおおきくても、ジカンがレイ

（ジリキでうごけないといえばよいだろう。）ならばシツリョウもレイになる。これはど

ういうことか、あなたのいえのジショはジリキでうごけないから、シツリョウがレイと

いうことになる。おもさはあるじゃないかだが、ウチュウにおいておけば、なにかちか

らをくわえないかぎり、うえにもよこにもうごかないということだろう（コウセイから

のうずまきリョク［インリョク、●『アルクカラカンガエル』、イカ、『ア』、ヒャクロク

ジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』、イカ、『む』、ハ

チジュウハチ、『よ』ヒャクハチジュウサン］でひっぱられるとおもうが。）。しかし、チ

キュウがうごいているために（このレイでいえばエンジンだ。）ジカンがレイではない。

そのためにシツリョウがあるとなる。

おもしろいのが、ジカンがレイかレイでないかである。フツウ、ニンゲンが「モノ」と

いうモノは、ジリキでうごけないから、シツリョウはレイである。しかし、セイタイだ

と、レイイジョウになる（たとえば、チキュウジョウであしをつかってうごくだろう。ウ

チュウでは、てあしをうごかしてもすすめないかもしれない。）そうやって、セイタイと

モノをハンベツできる。モノでもロボットはうごくから、シツリョウがレイイジョウに

なる。だから、ランボウないいかたをすると、ロボットはセイタイといえるかもしれな

い。だから、ロコモーティブ（うごき）をはかっても、シツリョウをはかってもセイタ

イかどうかはソクテイできるのである。

わたしがギロンする「タイミック（●『よ』ニジュウハチ）」はジカン（ティ）イコール

ティイチ ワルティシー（タイミック）のティシーである。つまり、ジカンにまつわるシ

ツリョウ（イドウにかんするシツリョウ。たとえば、つきのインリョクなど。）をわりだ

せば、ゼッタイテキなジカン（イドウのイッテイセイ [キョリ]）がはじきだせるというも

のだ。タンジュンにいえば、ウチュウヒョウジュンジができるというわけだ。

ただ、ジカン イコール ゼッタイジカン わるインリョクのシキはインリョクがレイにな

ると、レイになってしまう。そんなことはありうるかであるが、ウチュウのなかではそ

ういうジョウケンはないとおもわれる（ヨダンだが、たとえばみっつのコウセイのまん

なかに、ハイチされるなにかがあったばあいに、ジカンがレイになることはあるかもし

れない。これをわたしはデッドロックとよぶ。）。だからこれでいいとかんがえている。

わたしは、ウチュウはサイセイ（リサイクル）されたホウが（いまやるということでな
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い。）いいとおもっているので、そうかんがえる。

　

キュウ

　

エイゴでコフィンというとかんおけである。それにあるショクリョウをいれてはこんだ。

それでコーヒーというようになったのか。いや、そうかもしれないが、そうだとすると

「ミツユ」だろう（かんおけのなかはあらためられなかったのかもしれない。）。コファー

というと、はこである。ゴゲンはかわらないとおもうが、はこにつめてはこぶものとい

えば、コーヒーだったのだろう。ベツにコウチャをはこにいれてもよかったのだろうが、

コーヒーのホウがよかったのだろう。ホントウかはわからないが。

　

ジュウ

　

エーアイがたまにワダイになる。シハンのキカイにもトウサイされたものがある。もっ

とすごくなると、リョウリのこんだてとか、むだづかいのガクを、ケイサンしてくれる

のだろう。そういうエーアイとたたかうのがかしこいのであろうか。あるコウコウセイ、

ダイガクセイのチシキは、カキュウのエーアイにうちまかされてしまうだろう。キョウ

イクにゴヒャクマンエンかけるのなら、エーアイをサンビャクマンエンでかったホウが

やすいとなる。キョウイクはジョセイキンでなりたつようなキョウソウができないギョ

ウカイである。だから、そういうエーアイとカカクキョウソウをしたら、キョウイクギョ

ウカイがまけるのはめにみえている。まけるとはどういうことか。キョウイクギョウカ

イのあかじがふえるということだ。あかじをだすまいと、ねだんをあげるかもしれない。

そうするとますますキョウイクギョウカイにおかねをはらうのが、ばかばかしくなって

くる。そういうミライがみえたからか、わたしはコウコウにいかなくなった。エーアイ

とサバイバルゲームをするきはなかった。

どうすればいいか。エーアイをつくるホウにまわれば、もうかるだろう。ニジュウネンま

えはコンピューターがそうだった。コンピューターがリュウコウしていたときは、コン

ピューターをつくっていれば、もうかっただろう。テレビゲームでハンドウタイやガメ

ンになれていたこどもがおおかったから、パソコンにもなじみやすかっただろう。いま

は、リュウコウからセイジュクしていき、ハードウェアは、そうそうもうからなくなっ

てきているようだ。しかし、パソコンをつかうひとはそんなにへっているわけではない

だろう。ソフトウェアはまだまだもうかるかかもしれない。

エーアイはわりとあたらしいソフトウェアである。もし、チシキだけがヒツヨウとすれ

ば、エーアイにかなうひとはそうそういないだろう。ニンゲンはどうすればいいか。う

ごけばいいのである。このブンのようにかくしごとは、やがてエーアイにうばわれるか

もしれない（かといっててぬきをしているわけではない。わたしジシンのユニークさで

ショウブしているつもりだ。）。

しかし、ものをはこぶとかリョウリをつくるのは、エーアイにはできない。ロボットがや
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りはじめるかもしれないが、そこのところはキョウソウしてもいいかもしれない。リョ

ウリはつくってたべなきゃニンゲンがしんでしまうからだ。そういうキソテキなことで

ないから、エーアイはかるくみられている。しかし、ガッコウでまなんだことがチシキ

だとしたら、ニュウシャシケンでは、「おかえりください。うちにはエーアイがいますん

で。」になってしまう。そういうわけで、チシキよりギジュツがダイジになっているジダ

イなのだとおもう。エーアイとキョウソウするくらいなら、つぎにひかえているロボッ

トとキョウソウするのがかしこいといえるかもしれない。

　

ジュウイチ

　

アインシュタインはテンサイといわれる。ゲンバクをつくりやがって。なにがテンサイ

だ。ではあるが、セイヒンはつかいかたシダイである。（アメリカ）ガッシュウコクセイ

フのつかいかたがモンダイだったのだろう。なんとなくおもうのが、アインシュタイン

はウチュウがみえていたのではないかというきがする。そして、アインシュタインもウ

チュウのイチブである。だからウチュウがわかるのであったのではないか。あとはそれ

をセツメイするだけである。そのセツメイはわからないひともおおいかもしれないが、

それはアインシュタインのセツメイリョクのモンダイだ。しかし、すくなくともゲンバ

クつくったのだから、そのつかいかたがわるかったにせよすごい。

　

ジュウニ

　

サイキンのウチュウショク（ウチュウでたべるごはん）はしらないが、パックされたエ

キタイやコタイをチューブですうというショクジであるときいたことがある。それがか

りにステーキだとしても、チューブにとおるテイドにきりわけられているのだろう。そ

うやってたべないとウチュウにたべかすがちらばるからだ。だからウチュウにいってお

いしいものをたべるというのはむずかしかったかもしれない。しかし、ウチュウヨウの

ショクジテーブルをつかえばおいしいさらリョウリがたべられるであろう。カイテンシ

キのテーブルといすのセットである。ジッケンしていないので、おいしくたべられるか

はわからないが。

　

ジュウサン

　

わたしたちのすんでいるあたりを「アジア」という。もともとチュウトウあたりにあっ

たくにをそうよんだために、それをカクダイしてつかっているようだ。しかし、コウゾ

ウシュギシャ（●『よ』イチ）はそれでいいのかとおもう。なぜなら、そのガンソアジア

は、ショクミンチにされていたのだ（ゾッコクといったホウがいいかもしれない。）。そ

んななまえをみとめてしまったから、ジュウゴセイキイコウのトウシュウ（レイのなま
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えはつかわないホウがいいだろうから、かりにトウシュウとしておく。）は、ショクミン

チにされてしまったといえるかもしれない。ことばの（こういういいかたはすきではな

いが）マリョクというやつである。かといってトウシュウといっても、そうそうつうじ

るわけではないだろうが、ジブンたちのことはそういえるだろう。ゾッコクじゃしょう

がない。

　

ジュウよん

　

ハチジュウネンダイからデンキセイヒンをキバンをチュウシンにつくるようになってき

た。そのまえからあったかもしれないが、そういうものがふえてきた。ハチジュウネン

ダイのオーディオアンプのふたをあけると、てサギョウでくみたてられていたことがわ

かる。ケーブルをハンダづけするのだ。しかしサイキンのものは、キバンをいくつかつ

なげただけというのがおおい。またキバンにはブヒンがおさまっているが、てサギョウ

でくみこみがヨウイなほどそのブヒンがおおきくない。ブヒンメーカーにつとめていた

ちちも、パソコンのブヒンをみてカンシンしていた。だから、こまかくブヒンをコウカ

ンしてシュウリするのはむずかしい。しかし、こわれていないキバンをチョウタツでき

ればなおせてしまう。そういうわけで、フリョウヒンでもブヒンどりのやくにたったり

する。そういうギジュツもダイジかとおもって、わたしはサイキンシュミでシュウリを

はじめた。

　

ジュウゴ

　

あるしなものエーがあったとする。エーのほかにエーダッシュもあるとする。エーダッ

シュだから、エーとはちがうか。それはなんともいえないが、ブツリテキにはまったく

おなじものというのはむずかしいから、やはりちがうといえそうだ。しかし、それだと、

エーイコール エーダッシュ、エーダッシュ イコール ビーだからエー イコールビーとい

ういいかたができなくなってしまう。つまり、エーもエーダッシュもビーもちがうとい

うことだ。

ロンリはヒャクパーセントとかレイパーセントとかのものだから、ニジュッパーセント

ゴサがありますではこまってしまう。でもゲンジツはそんなものだからしょうがない。

トウケイガクのようにゴパーセントゴサがあります。でいいとおもう。つまり、エーイ

コールビーであるが、ニジュッパーセントのゴサがあると。ギャクからいえば、エーイ

コール ビーではないが、ハチジュッパーセントのゴサでまちがえだと。

シーさんいったディは、コウテイされたり、ハンロンされたりするが、サンジュッパー

セントまちがいだというようにスウチカすれば、ギロンもハクネツしないのでないか。

　

ジュウロク
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まじめにしごとをしていると、わたしはやすみがほしくなる。ニクタイテキにというよ

りセイシンテキにである。そこで「どっかーん。」といってみたり。「なにが『どっかー

ん』だ。」ではあるが。もっともそういうひとがイッテイスウいるから、おわらいゲイニ

ンとかピエロがしごととしてセイリツする。みているひとがリラックスできるからだ。

これらはもはやサンギョウとしてセイリツしているメンがあるが、カイダン（こわいは

なしがおおいとおもうが）みたいなのもいいとおもう。いまどきおばけとかいうと、お

かしいひとのようにおもわれてしまうかもしれないが、それはいきすぎなのではとおも

う。よなかにキシャがはしっているようなおとがするので、みにいったら、たぬきがキ

カンシャのまねをして、センロをはしっていたとかのはなしはおもしろいのである。そ

ういうはなしは、むかしはホウフにあったのではないか。チホウによっていろいろあっ

ただろう。ムリヤリゼンコクホウソウでトウイツすることはないのである。ショウセツ

だってジッタイがなければ、「おばけ」なんだから、そういうたのしみでいいとおもうの

である。

　

ジュウシチ

　

てらでセイカツしているソウのことをボウズという。また、かみをかりあげているこど

ものこともボウズという。そういうかみがたをボウズあたまという。どうもブッキョウ

のエイキョウがつよかったようで、ガッコウでもボウズあたまをもとめられることが

あったようだ。あったようだというのは、わたしはボウズあたまにしたことがないから

だ。しかし、チュウガッコウにはいるのがナンネンかはやければ、ボウズあたまにした

のだろう。それかそういうキソクがないシリツガッコウにいったかだ。

なぜ、ボウズあたまにするのか。ガクセイはシュギョウチュウみたいなものだからかも

しれない。そんなかんがえがあったか、ほかのなにかがあったから、ガッコウにそうい

うキソクがあったのだろう。しかし、かならずしもみんながブッキョウトではない。だ

から、シュギョウをキョウセイするのはおかしいから、そういうのはなくなってきたの

だろう。ジハツテキにするボウズあたまのこもあまりみなくなった。そういううつりか

わりがニジュウゴネンほどまえにあったのだろう。ひょっとしたら、ボウズあたまがソ

ウシツされたニジュウネン（●『ア』ニヒャクニジュウロク、『よ』ヒャクヨンジュウニ、

ヒャクななジュウロク）だったのかもしれない。

　

ジュウハチ

　

ものがタクサンあるホウがゆたかだろうか。タブン、そういうひとがおおいにちがいな

い。ゆたかなくらしとは、ものにかこまれたセイカツだと。しかし、わたしはサイキン、

クウゲンをかんがえる（●『ア』ニヒャクニジュウキュウ）。クウゲンとはわたしのゾウ

ゴで、「からっぽ」というシゲンである。つまり、どこかにものがないホウがジユウとも
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いえる。なにかものをおいてもよいし、おかなくてもよい。しかしそれはフドウサンで

ある。ようするにあきちドウヨウだ。ケッキョクはフドウサンがダイジなのではないか

ということだ（ヘヤのイチブとしても）。

そういうわけで、わたしはフドウサンをうったわけではないが、かいもどしている。そ

うすると、ゆとりがでてくる。そうニホンジンのいえはせまいのだ。わたしのおやじも

おふくろもヨケイなものはおかなかった。わたしはそうではなかったが、ものがふえる

につれ、どうもジブンがうごけるハンイがせばまってくるのにきづいた。だから、もの

をかたづけるといういいかたもあるかとはおもうが、フドウサンをかいもどすのである。

かねもちのいえはタブンヨユウがあるだろう。けっしてソウコのようにはなっていない

とおもう。

ジュウキュウ

　

ショウグンケとブシのカンケイを「ごオンとホウコウ」とおそわった。ショウグンケと

はかぎらない。なにかセワになったらヘンレイをする。それはよくあることだとおもう。

だが、わたしはリョウシンからうけたなにかなどを、なかなかかえせるようになってい

ないようなきがする。そうしようとがんばるのではあるが、そのなにかするあいだにも、

やっぱりセワになってしまったりする。しかし、わかいときよりは、ホウコウができる

ようになってきた。それでもまだまだである。しっかりつとめねばとおもう。それがで

きればヘイワになるわけだかから。

　

ニジュウ

　

わたしがだれかのかいたブンをよんでいて、「わたしにとってのセカイ」というところ

を、「セカイは～」とリャクしていっていることがあってきになることがある。たとえば、

「わたしにとってのセカイは、まっくらやみです。」というところを、「セカイはまっくら

やみです。」ということだ。コウシャのばあい、それはちがうとハンロンするだろう。「わ

たしにとって」がつくのなら、そうなのかであるが、「わたしにとって」がつかないばあ

いは、イッパンの「セカイ」のことをさすわけだから、そうじゃないとなる。「わたし」、

「わたし」というとうるさがられるが、「わたし」をつけたホウがいいだろうとおもう。イ

チメンテキにはまちがえではないが、ゼンブをさすわけでないということだ。

「わたし」をショウリャクするつかいかたもある。エイゴの「サンキュー。」とかである。

これは、だれからでもそういえるだろうから、あえてシュゴをつけていないのだとおも

う。あえていうと、「ウィサンキュー。」であろう。だれもがカンシャしていますと。

わたしもわたしでジセツをいろいろいっているから、よんでおられるかたにしてみれば、

おまえも「わたし」をぬいているといわれるかもしれない。ジッショウされているもの

をのぞき、カセツをのべているくらいにおもってゴヨウシャいただきたい。

　

ニジュウイチ
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コトシのショウガツにわたしは、ぞうにばかりをたべた。なぜかというと、わたしがも

ちをつくったからだ。セキニンをもってたべたということだ。ケッしてまずくないフツ

ウのもちだ。おふくろにいわせると、サイキンうられているもちは、もちごめだけでは

なく、ふつうのこめもまざっているらしい。だから、もちごめヒャクパーセントだとお

いしいという。わたしにはそのサがわからなかった。でも、もちをつくったことでなに

かショウガツカンがでた。いつもは、ぞうにがたべられるキュウジツというかんじだっ

た。しかし、モンダイもある。それはわたしのつくるぞうにだけだと、エイヨウブソク

なのである。さんがにちは、ねていることがおおかった。ねるというよりエイヨウブソ

クで、おとなしくしていたということだ。だから、よりよいショウガツをむかえるため

に、カテイのあじがくずれるが、ぞうにに、さかなでもいれようとおもっている。

　

ニジュウニ

　

わたしがチュウコウセイのころ、ほとんどジタクではベンキョウしなかった。テレビゲー

ムをしたり、からだをうごかしてウンドウしたり、ガッキをひいたりした。テレビゲーム

というあそびは、いまのわたしにとってなににもなっていないが、あえていうなら、レ

キシにキョウミをもったことだ。カンレンボンもよんだ。もうイッテンは、ハンドウタ

イのハッテンのためになった（●『よ』ヒャクナナジュウサン、ヒャクハチジュウサン）。

ウンドウはシンタイのケンコウにつながっているし、ガッキはシュミになっている。

でも、サイキン、ベンキョウなり、ケンキュウもいいシュミではないかとおもえる。ホ

ンとヒッキグテイドにしかおかねがかからないからだ。ホンはゴヒャクエンからかえる

が、ガッキはナンジュウマンとする。やすくてもスウマンだ。だから、ショミンにとっ

て、ベンキョウはいいシュミだとおもうのである。それをおそわったのはいいシュウカ

クであった。

　

ニジュウサン

　

「サンドウィッチ」というのは、どうもギュウニクをはさんだりするようだが、ザンネン

ながらわたしはレンカバンのぶたのハムをはさんだようなものしかたべたことがない。

タブンほんものはローストビーフなんかをはさむのだろう。わたしがたべたものでイチ

バンいいのがトンカツサンド。コンビニでもハムサンドなどがうられている。よくおも

いだせば、サン、ヨンジュウネンまえのニホンのサンドウィッチは、チーズがイチマイ

はさんであるだけだったり、ハムがイチマイはさんであるだけだったりだとおぼえてい

る。ホテルなどでチュウモンすれば、もっといいのがでてきただろうが、せいぜいその

テイドのものだった。まだそれはましなホウで、ツナのあぶらづけや、タマゴ、そして

きゅうりだけというのがあった。タブン、かっぱまきのかんがえかたなんだろう。

そんなにはゆたかではなかったが、そういうのはきにしなかった。かっぱまきでも、か
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んぴょうまきでもとにかくたべていた。わたしのリョウシンがセンチュウのケイケンが

あるからシッソだった。わたしがショウチュウガクセイのころ、おふくろがつくってく

れたベントウにモンクをいったことがあるが、いまかんがえると、よくできたベントウ

だったとおもう。おごるヘイケはひさしからずなのであるが、いまのようなちょっとゼ

イタクというのができなくなってしまうと、ちょっとかなしい。

　

ニジュウよん

　

なぜテンにめされるといういいかたをするか。それはウチュウをサイセイサンしたホウ

がいいからである（と、わたしはかんがえる。）。どういうことか。ウチュウはひろがり

つづけているという。ベツにそんなおおきくかんがえなくてもいい。タイヨウのもって

いるすべてのシザイをホウシュツしてしまったらどうなるか（ひかりもシザイである。）。

タイヨウはもえなくなり、タブン「ブラックホール」になるだろう。そしてもともとのシ

ゲンはとおくにいってしまっている。またもえるのをサイカイさせようとおもったらど

うか。またシザイをあつめるしかない。だから、ブラックホールはいろいろとすいこむ

といわれるのではないか。またシザイがあつまれば、またもえることができるのだ。つ

まり、ニンゲンなんかはテンにめされたホウがよいのだ（あなたがタイヨウケイのなが

つづきをキボウするのならだが。）。そうすればタイヨウはながくつづく。テンにめされ

てもいいし、リンネテンセイでもいいのである。

　

ニジュウゴ

　

ニンゲンがうごくとどうなるか。そのひとからみたフウケイがかわるし、そのひとをみ

ているだれかがみるフウケイもかわる。そういういきものをドウブツという。うごける

のである。そして、そのノウリョクはショクリョウをとるためにハッキされる。そうし

ないとゲンシシャカイではしんでしまうであろう。そうやってニンゲンは、うごいてみ

えるえ（ここでは「ドウシゾウ」とよぶ。）にしたしんだ。ゲンダイシャカイになって、

あまりうごかなくてよくなっても、ニンゲンはうごくえをみたいのだろう。ドウシゾウ

でなくて、ドウガをハツメイした。そのひとがうごいているのではないが、うごいてみ

えるえである。

どうもそれは、（アメリカ）ガッシュウコクやニホンでニンキがあるらしい。ゲンシジン

のときに、たべものをとるためにうごいていたから、コウフンするのかもしれない。ナ

ンマンネンとそうしてきたのだから、それをやめることはカンタンでない。キカイじか

けで、うごいているとサッカクさせるのはどうかとおもうが、シンカしたニンゲンがで

きたのだろうか。

　

ニジュウロク
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ショウガツにはニホンシュをかってくる。ショウガツくらいはとおもうからだ。いつも

はよんゴウビンをかってくるのだが、あまりそれではあじわえない。めでたくないとい

うのもこまるので、コトシはイッショウビンのものをかってきた。さすがにのみごたえ

がある。ショウガツチュウめでたそうだ。

あるものにはわけがある。ベツにそれをセツメイするヒツヨウはないが、イッショウと

いうタンイがあるのである。むかしからなのだろうか。まぁメイジのころからとしても、

トウジはコウツウがハッタツしていなかったのだろう。いまではちかくのショウテンで

すぐにかえるが、トウジはてにいれるのにケッコウあるいたんだろう。それなら、ある

テイドまとめてかったホウがいい。それでイッショウなのではないか。つきにイッポン

ぐらいのんだのだろうか。わたしがニホンシュだけをのむとしたらそんなかんじだろう。

ほかにウィスキーをのんでいる。ドがつよいのもほしくなるのだ。わたしのおやじは、よ

んリットルのショウチュウをのんでいた。なんとなくそれもわかってきた。わたしのば

あいイッテンハチリットルのウィスキーだろうが。

　

ニジュウシチ

　

なぜニンゲンにははかがヒツヨウなのか。サイキンは「ウチュウソウ」とか「サンコツ」

とかもあるときく。しかし、それはカソウしたあとのはなしだ。カソウしていないシタ

イをウチュウにもっていってほうりだしたら、きもちがわるいとおこられそうだし、そ

こらへんにシタイをほうってもやっぱりおこられるだろう。だからフツウは、つちにう

める。そうすると、やがてブンカイして、つぎのいのちにつながるのであろうが、いし

のなかにうめることもある。これだとシタイをホゴすることになる。えらいひとだとシ

タイをなにかにたべられないようにするのがダイジなんだろう。どうもニホンでは、い

しづくりのはかがふえたから、それだけえらいひとがふえたんだろう。どうえらいのか

よくわからないが。

　

ニジュウハチ

　

わたしがダイガクにいっていたとき、アルバイトをはじめた。それでそのうちダイガク

のガクヒをジブンではらうようになった。ゲンエキでニュウガクしたならともかく、お

くれてはいったので、シュミでガッコウにいっているとおもうようになった。だから、

ジブンではらったホウがいいだろうと。それがあったから、コウギはやすまずにうけた。

セイセキはまぁまぁだった。

しかし、ガクヒをだすのはそうカンタンでなく、おかねのやりくりをケイサンするよう

になった。イチガツにいくらためて、シガツにいくらはらってといったものである。そ

のときはカイキブンセキ（あるスウジをタンジュンなイチジシキでヨソクするギジュツ）

をあまりしらなかったが、イチジシキで、チョクセンテキなスウシキで、それからのみこ
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み、ガクヒのブンのおかねのたまりぐあいをケイサンするようになった。ワイ（ジブン

のジンセイ［ガクヒのたまりぐあい］）イコール エーエックス（マイツキのキュウリョウ

［ジキュウ かけるキンムジカン］）マイナスビー（セイカツヒ）といったぐあいである。

エーエックス（キュウリョウ）がふえればすごくゆたかだが、そうカンタンではない。ト

ウジはそれにもかかわらず、それをタッセイしようとした。しかし、つとめさきではケ

イエイゴウリカで、アルバイトジュウギョウインのキンムジカンをへらしていた。これ

ではガッコウにいけなくなるとわたしはかんがえ、ベツのアルバイトをはじめた。しか

しである、エックス（キンムジカン）をのばそうというのは、わたしのみがってなかん

がえだ。コヨウぬしとのカンケイできまるものであるのに、そうしてアルバイトをテン

テンとした。

ケッカは、おかねはたまったがシュクダイをやるジカンがなくなってしまったので、こ

れはソツギョウできないとおもい、ジネンイコウのケイカクをかんがえた。しかし、こ

のトチュウでジブンのみがってさになやまされる。かせげるかはわたしだけがきめるも

のではない。そこでうまくいかなくなった。いまなら、スウシキのヘンスウをイッコ、ニ

コふやしたらいいとおもう。つまり、ワイ（わたしのジンセイ）イコール エーエックス

（ジブンのドリョク）プラスシーゼット（カイシャのギョウセキ）プラス ディエイチ（シ

ジョウのケイキ）マイナスビー（セイカツヒ）のようにである。さきのシキよりはまと

もなヨソクができるだろう。

　

ニジュウキュウ

　

ショウバイにはコストとリエキがあるとされる。うりあげ イコール コストたすリエキと

いうやつだ。うりあげをいくらあげても、リエキがないのではもうかっているとはいえ

ない。だから、うりあげでなく、リエキをあげることをスイショウしたりする。コスト

をこまかくいうと、ゲンザイリョウをかうコストやジンケンヒなどがある。だから、コ

ストをさげようとおもったら、ジンケンヒ（ジュウギョウインのキュウリョウ）をさげ

るヒツヨウもでてくる。そういうリユウで、カイガイのジンケンヒがすくなくすむとこ

ろでセイヒンをつくったりする。そのホウが、リエキがおおきいからだ。これはシホン

シュギのシュダンといえるかもしれない。

ところでジュウゴセイキくらいのヨーロッパでは、センキョウシをカイガイにおくりだ

しはじめた。シンタイリクがみつかったのがリユウのひとつだろう。また、そういうチ

イキをヨーロッパのくにはちからずくでショクミンチカしようとした。なぜショクミン

チカするか。あるセイヒンやゲンリョウをやすくてにいれたかったからだろう。そうす

ればヨーロッパでのセイヒンカカクがひくくおさえられるか、リエキがおおくでるので

ある。センキョウシをカイガイにおくりこむことも、コストをさげるためだとおもう。

どういうことかというと、ヨーロッパでシュウキョウにかかわるひとをイクセイしよう

とする。それにはコストがかかる。かりにひとりあたりイッセンマンエンかかったとし

よう。シュウキョウにうりあげのガイネンをもちこむのはどうかだが、そのひとたちが

それぞれニセンマンエンうりあげたとする。そうすると、ひとりあたりリエキはイッセ
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ンマンエンとなる。しかし、ショクミンチでひとをそだてれば（ヨーロッパよりブッカ

がやすいとカテイする。）、ニヒャクマンエンでひとりそだてられる。それなら、コスト

はゴブンのイチだから、うりあげをおなじスイジュンでかんがえれば、センハッピャク

マンエンのリエキ（そのひとをキョウイクゴにヨーロッパにまねいたばあい｡）、うりあ

げがすくないとしても（たとえばヨンヒャクマンエン。）、ちいさなキンガクでキョウイ

ク、センキョウができるのである。こういうわけだから、やっぱりセンキョウシも、ジ

ンケンヒがやすいところにいくのだ。これをシュウキョウのホウホウとよぶことにする。

シホンシュギのシュダンとシュウキョウのホウホウはどちらがさきにできたかわからな

いが、おなじようなものなのである。ただことばのかべがあるから、カイガイでやすく

つくるのはカンタンではない。しかし、エイゴのフキュウでそれはやさしくなっている

し、ホンヤクキもセイドがあがっているだろう。だからカイガイでつくるのもやさしく

なっているかもしれない。

　

サンジュウ

　

「いいニュースがある。シホンカとロウドウシャのタイリツがおわったんだって。」とい

えるひはいつのことだろう。たしかにそれは「おわる」かもしれないし、「おわら」ない

かもしれない。エーアイとロボットギジュツがハッタツしている。なにかのセイヒンの

コウジョウでも、それらをつかったりするだろう。それがキュウゲキにすすむとどうな

るのか。ニンゲンのロウドウシャがいらなくなるのである。「いらない」とはどういうこ

とか。「やとわない。」、「リストラ」というやつである。エーアイやロボットがセイサン

するから、ニンゲンのロウドウシャはいらないということである。

シホンカはエーアイやロボットにまかせてセイサンする。リストラされたロウドウシャ

は、いえではたけをたがやしたり、ザツヨウのしごとをしたりするようになるかもしれ

ない。ロウドウシャにとってよくないようだが、むかしはそうやってくらしているひと

がおおかったのではないか。それでまぁまぁやっていけるのなら、さきにいった、シホ

ンカとロウドウシャのタイリツはおわりである。リョウシャともジッサイにはつきあわ

ないわけであるから。

しかし、シホンカがノウチをタクサンかったばあい、ロウドウシャは、そこではたらくよ

うになるかもしれない。コサクニンになるというわけだ。なんのことはない、またショ

ウエンセイになるというだけだ。それであまりにロウドウジョウケンがわるいとどうな

るか。ガッシュウコクのナンボクセンソウのようになるかもしれない。

ナンブではドレイをつかったノウギョウをしていて、ホクブではコウギョウセイサンを

していた。ナンブがドクリツしようとして、センソウになったというシジツだ。やはり、

ショウエンのロウドウシャが、うらみつらみをいうようではセンランになるかもしれな

い。イッポウ、コウギョウセイサンをするひとや、ドクリツテキにくらすひともいるだ

ろう。こういったシャカイをナンボクタイセイといっておこう。

ただ、ガッシュウコクのばあいには、ホクブはコウギョウセイサンをしていたからシキ

ンはあった。しかし、このヨソウのばあいはそうではないかもしれない。シホンカはノ
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ウギョウもコウギョウもおさえているかもしれない。ニクダンセンでたたかうことはで

きるが、ショウエンがわがグンとなかよくしていたら、ショウエンセイはながくつづく

だろう。ホクブはホクブでジキュウジソクやコウギョウセイサンをしていれば、まぁモ

ンダイはない。そうやって、シホンカとロウドウシャのタイリツはおわる。かわって、シ

ホンカとコサクニンのタイリツがおこるかもしれない。

　

サンジュウイチ

　

ロウドウシャのチンギンをあげる。そのひとがロウドウシャならうれしい。しかし、そ

のドがすぎてしまうと、ロウドウシャドウシのキュウリョウのうばいあいになり、リス

トラされることになる。また、さきにいった（●ホンブン、イカ、ヒョウキなし、サン

ジュウ）エーアイとロボットのカツドウもあるから、キュウリョウがあがるといっても、

すなおによろこべない。タンジュンにいえば、ニンゲンのロウドウシャにはらうキュウ

リョウより、エーアイ、ロボットのイジヒのホウがやすければ、ニンゲンのロウドウシャ

は、リストラのタイショウになる。

ニホンジンよりナンポウのほうのくにのひとにつくらせるとかをいままでやっていたが、

それらのくにのひとより、エーアイやロボットのホウがやすければ、そうやってセイサ

ンするカノウセイがおおきい。エーアイより、ロボットのホウが、うごきがあるブン、つ

くるのがむずかしいだろうから、ニクタイロウドウならば、とりあえずはリストラには

ならないかもしれない。しかし、ジカンのモンダイというきがする。

　

サンジュウニ

　

ゲキやショウセツには、ながれというかキャクホンがある。イチバンしられているそれ

をみじかくしたものは、「キショウテンケツ」だろう。「シコウサクゴ」では「ゴ」がサイ

ゴだから、ハッピーエンドとはいえない。だから「シコウカイゼン」などにしたホウが

よいとおもう。「ゼン」がサイゴならいいおわりかただろう。そのようにおもうひとはお

おいのではないか。しかし、そうやっていいことばをつかおうとするあまり、あること

をイシキしないようにしている。それは「シ」である。なかなかしんでおわるキャクホ

ンはすくない。

しかし、それはシンジツである。しなないひとはいないだろうから。そうやって、イシ

キからとおざけるあまり、たまにそれをいうひとがでてくるだろう。それがハチジュウ、

キュウジュウネンダイのオンガクにある。「シのロック」とでもいうといいロックだ。そ

れはイッパンテキなひとからは、たかいヒョウカはえられない。しかし、すきなひとは

いるのである。そうやって「シンジツ」をみることもよいのだろう。

　

サンジュウサン
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「コウコウ、ダイガクにはいかなくてもよいのでは。」というテンについてのべた（●ジュ

ウ）。それはなぜか。そこでおぼえるチシキはそこらへんにあるし、ヒツヨウなときに

ネットワークからよびだすことができるからだ。タンジュンにいうと、「チシキ」へのア

クセスカカクがやすくなったのだ。それはネットワークカンキョウがととのったことに

よる。パソコン（ネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをやすくしたわけだ。

もっというと、もはや、ただとおもわれているかもしれない。それなら、ガッコウにた

かいかねをはらうことはない（しかし、ケンキュウショクなどチシキでショウブするし

ごとだったら、ガッコウにいくのがいいだろう。）。

「チシキ」へのアクセスカカクがさがったのだから、ガッコウのガクヒもやすくなるの

がシジョウのジョウシキである。ゲンにダイガクなどはテイインわれがでているときく。

しかし、どうもゼイキンをトウニュウするようだから、やすくはならないというか、ガッ

コウがオンゾンされる。まぁ、（キョウシ、キョウジュにタイする）シツギョウタイサク

もあるからだろうが、ガッコウがシンポするのかうたがってしまう。こんなだから、コ

クサイキョウソウリョクのあるダイガクがでてこないのだろう。

サンジュウよん

　

パソコン（とネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをさげた（●サンジュウサ

ン）。いまはもっとそれがすすんでいる。それはそうだ。パソコンがフキュウして、ニ、

サンジュウネンたつからだ。コンドは「エーアイ」によって、ズノウロウドウがやすく

なるだろう。ズノウロウドウというと、キュウジュウネンダイから、ニホンキギョウが

ジュウシしていたブンヤだ。セッケイがニホンでおこなわれて、セイゾウがカイガイと

いうセイヒンのつくりかたが、そのレイである。ほかには、ホンヤクとかキャクホンと

かケイリとかそういうショクシュである。ガッコウのキョウシもそうかもしれない。そ

ういったショクシュのロウドウのカカクがさがる（さがっている）だろう。カンタンに

いうと、エーアイがもちいられて、ひとはベツのしごとをするようになるということだ。

それもまたゼイキンをトウニュウしてロウドウシャをまもるのかがキョウミぶかい。

　

サンジュウゴ

　

「エーアイによって、ズノウロウドウがやすくなる（●サンジュウよん）。」のつぎはなに

か。ロボットのリヨウである。これはいますすんでいて、タンジュンなうごきのニクタ

イロウドウはつぎつぎとおきかえられるであろう。たとえばショウテンのハンバイイン、

インショクテンのテンイン、タクシーのウンテンシュ、セイソウインなどがロボットに

おきかえられる。やっぱり、これでシツギョウするひとをどうささえるのかが、キョウ

ミぶかいところであるが、さきのふたつのおきかえ（コンピューター、エーアイ）をふ

くめてまだニンゲンのロウドウシャが、はたらきつづけられるはたらきかたがある。

それはショクニンになることである。つまり、トクテイのブンヤで、コンピューター、

エーアイ、ロボットをタクエツするギジュツをもっていれば、はたらきつづけられると
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いうことだ。ジンリキでなにかをするひとをアーティストという。ニホンでアーティス

トというと、サッカ、ゲイノウジンであるが、アート（てサギョウ）をさきのみっつに

まけないスイジュンまでたかめられれば、シツギョウしない。しかし、ジブンがへたな

アーティストだとおもうのなら、いまからジュンビしておいたホウがいいかもしれない。

エーアイやロボットにおしえられるくらいじゃないときびしいだろう。

　

サンジュウロク

　

コンピューター、エーアイ、ロボットのハッタツのためにチシキへのアクセスのカカク

がさがり（●ジュウ）、ズノウロウドウのカカクがさがり（●サンジュウよん）、ニクタ

イロウドウのカカクがさがる（●サンジュウ、サンジュウイチ、サンジュウゴ）。そうす

ると、たいしたしごとをしないぶらさがりロウドウシャはいらなくなってくる。

これまでは、シャカイシュギにサラリーマンがホゴされていたカンがあるが、もうそれ

もおわりだろう。ひとつでも、それらみっつにまけないギジュツがなければ、はたらくキ

ギョウにとってやとうカチはすくない。これまでは、しごとがカイガイのロウドウシャ

におきかえられたが、いまではそのみっつにおきかえられる。じぶんにギジュツがない

とすれば、ロウドウシュウヤクテキなしごとをハッテントジョウコクなみのチンギンで

やるようだろう。そのときに、サイテイチンギンというホウリツテキしばりがジャマに

なる。そのキセイカンワがヒツヨウかもしれない。しごとがないよりましだとおもうの

である。

　

サンジュウなな

　

なんのためにダイガクにいくか。わたしはチュウコウセイのころ、サラリーマンになる

ためだとおもっていた。コウコウ、ダイガクとすすんでシュウショクすると。でもそう

ではなかったとおもう。シケンはチュウゴクのギョウセイカンをサイヨウするためのも

のだときく。つまり、イチギテキにいうと、コッカコウムインになるために、ダイガクへ

いくのだ。さらにほかにも、イシャ、ベンゴシなどコッカシケンをうけるためにいくの

だろう。トウジのわたしはそういうカンカクがなかったので、トチュウでやめてしまっ

た。しかし、いまごろになって、シュミで、よなよなガイコクゴのブンをヤクしたりし

ている。ラジオをききながらそれをするのもいいものだとおもう。

　

サンジュウハチ

　

ピアノ（フォルテ［●『よ』ジュウ］）は、ニホンではショウワのジダイにフキュウした

らしい。わたしのしるかぎりでも、いえにピアノがあるこはそこそこいた。しかし、テレ

ビとおなじように、イッカにイチダイ、ヒトリイチダイになってしまうと、そのセイヒ
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ンのカカクがさがるであろう。タンジュンにキョウキュウがおおいというリユウだ。だ

から、ニジュウマンエンだしてかったとしても、てばなすときには、イチマンエンほど

にしかならないということがかんがえられる。ピアノはまだまだフキュウしきっていな

いようだから、そんなことはないとおもうが、デンシキーボードとかエレキギターなん

かは、ホントウにやすくチュウコシジョウでバイバイされている。

キュウジュウネンダイのはじめに、わたしはギターをかおうとコウコクをみていた。や

すくてもサンマンエンはしたとおもう。しかし、いまはチュウコで、ゴセンエンでかえ

るのだ。むかしはチュウコやがそんなになかったから、チュウコのものをさがすのはタ

イヘンだった。しかし、いまはチュウコシジョウがある。やすくたのしめるわけだ。シィ

ディもそうだ。あまりにフキュウしてしまったために、チュウコカカクがひくい。そう

いうホウがキャクはマンゾクだが、セイゾウするホウにとっては、シュッカがふえない

というモンダイになる。それでもセイゾウをすすめると、チュウコセイヒンとのカカク

キョウソウになる。わたしなんかは、おさがりのふくをきていたりしたから、チュウコ

だといったって、あまりきにしなかったりする。

そのばあい、セイヒンハンバイのサイショウテンカをするといいかもしれない。タンジュ

ンには、ブランドカである。ゴマンエンくらいのギターをセイゾウしていたら、そのカ

カクタイのものをダイニのブランドにして、メインはジュウマンエンくらいでテンカイ

するのだ。テイカカクでキョウソウすると、ますますチュウコカカクがさがってしまう

だろうから。

　

サンジュウキュウ

　

ウチュウはどんなかたちか。わたしがガクセイのころ、とつがたのズをみたことがある。

ひらべったいが、チュウシンフキンはでっぱっているえである。しかしホントウにそう

なのか。わたしはいまのところ、たしかめようもないが、キュウケイをカテイしている

（カッテカガクをやっています。）。なにかちからがかからないと、ヘンペイにはならない

からだ。えにかいたひと、もしくはそのかたちをテイショウしたひとは、なにかちからが

かかっているとカテイしているのだろう。ジッサイにそうなっているかはともかく、す

くなくとも、かれらのシンリコウゾウのなかではそうなのだろう。イッタイどんなちか

らがかかっているのだろうか。

　

よんジュウ

　

サイキン、あまりフケイキだということをいわない。ホントウかどうかはともかく、シ

ツギョウもへっているらしい。しかし、イッポウで、セイシャインのロウドウジカンの

タンシュクをスイショウしている。ケイキがいいなら、ロウドウジカンをへらせないだ

ろう。ロウドウジカンがへれば、セイサンリョウもへるが、キュウリョウもへる。ジツは

フキョウなのではないか。シュヨウなホウドウでは、あまりセイケンヒハンはしないの

18



で、そういうこともいわないのかもしれない。しごとがへって、キュウリョウがさがっ

てどうするのだろう。おかねをつかわないシュミがはやるんだろうか。

　

よんジュウイチ

　

おかねをタクサンもちたいというのは、よくおもわれることかもしれない。おかねがあ

ると、いろいろジユウにできるとおもわれているだろう。でもはたしてそうなのか。た

からくじでロクジュウオクエンあたったとする。するとどうなるか。おもてだってホウ

ドウはされないが、うわさをききつけて、キフをしてくださいとか、いろいろなひとか

らいわれそうだ。それはうるさいので、そういうひとがたずねてこないところにひっこ

すだろう。で、またかねめあてのハンザイにもまきこまれないようにしなければならな

い。それでケイビガイシャにケイビをイライしたりするだろう。ショミンテキなみせに

もいきづらくなるかもしれない。

そうかんがえると、かねをもつとフジユウになるといえないか。それなら、あまりかね

をもたないホウがジユウだろう。もっともかねをもたないひとがジユウで、もっともか

ねもちがフジユウだろうけど、サラリーマンぐらいがちょうどいいのかもしれない。ジ

ユウでもなく、フジユウでもなく。

　

よんジュウニ

　

シホンカとロウドウシャのタイリツというテーマがある（●サンジュウ）。タブンその

リョウシャともしっかりしごとをするのがよいとおもうが、それによっておきたセイヘ

ンなどもある。

きたチョウセンがカク（ヘイキ）をもってけしからんというとき、そのズシキをおもい

だすと、やっぱりよかったのかもしれないとおもうことができるのではないか。つまり、

（アメリカ）ガッシュウコクやオウシュウというかねもちのくにが、カクヘイキをもって

（ビンボウでカクヘイキをもっているくにはすくない。）、ロウドウシャカイキュウのきた

チョウセンがカクヘイキをもてば、もはやかねもちだけのイシで、セカイをうごかすこ

とはできなくなる。つまり、いままでシホンカによるシハイだったセカイが、ロウドウ

シャのイケンもふまえたセカイにすることができるようになるのである。つまりはヘイ

ワになるのである。

かねもちは、キトクケンエキをうしなうからつらいが、シホンカとロウドウシャのいい

キンチョウをもちつつ、セカイをウンエイしていくことができるのだ。かんがえかたシ

ダイではわるくないだろう。

　

よんジュウサン
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あるアーティストがサクヒンをだし、シィディをおおいにうったとしよう。ヒャクマン

マイうれたとする。そのヒョウカについてひとは、「アーティストのコセイが、よにみと

められた。」などという。しかし、ホントウに「コセイ」でうれたのだろうか。

わたしがおもうには、「コセイ」はニのつぎで、そのアーティストをオウエンしようとい

うひとびとがタクサンできたことで、ヒャクマンマイのうりあげをタッセイしたのだと

おもう。もっといえば、オウエンするひとがヒャクマンニンいるから、かれらにささえ

られて、つぎもいいサクヒンをかれはつくるはずである。

わたしは、キュウジュウネンダイにうれたアーティストのサクヒンをそうおもった。オ

ウエンするひとがバクハツテキなうりあげをつくるのである。オウエンがいいオンガク

をつくらせるのである。

　

よんジュウよん

　

ジシンがおこるとパンがうれる。それはわかる。ガス、スイドウがとまるカノウセイが

あるし、リョウリをつくれないかもしれないからだ。しかし、おおゆきがふってもそう

いうケイコウがあるようだ。スイドウはとまらないだろうし、ガスもとまらないのにな

ぜか。ショクリョウユソウのトラックがとまるカノウセイがあるからだろうか。ヤサイ

やニクがかえなくても、とりあえずアンシンというわけである。でもパンだけでいいの

かとおもう。

　

よんジュウゴ

　

シィディやディブイディ、ホン、そのタネットワークなどでキョウキュウされる「こと」

を、わたしは「ギジ（ダイリ）タイケン」とよんでいる（●『よ』ヒャクよんジュウよ

ん）。「ダイリタイケン」ではあるけれども、それらはジョウホウギジュツのハッタツで、

ダイタイ、アッシュクされている。また、ナイヨウもムダなブブンをなくして、アッシュ

クされたナイヨウである。だからここでは、これらを「アッシュクタイケン」とよぶ。

サイキンのこれらのトクチョウは、カカクがやすくなっていることである。もしくはそ

んなにうれない。なぜかというと、チュウコシジョウをふくめて、タクサンのしなかず

があるからだ。キョウキュウがふえれば、カカクがテイカするというはなしだ。だから、

ものとしてではなく、チュウコシジョウにながせない「データ」としてうるケイコウが

つよくなっている。それなら、チュウコシジョウにながせないから、カカクがやすくな

らないというわけである。

しかし、まだシィディやディブイディ、ホンはつくられつづけている。だから、カカクの

テイカはとまらないわけだ。トクにわたしがキグするのが、「アニメ」である。これは、

ひとりがイチニチ、サンジュウマイのえをかいて、ゴセンヨンヒャクニチ。つまりジュ

ウゴネンかかって、イチジカンハンのアニメがカンセイする。それほどてかずのおおい

アッシュクタイケンなのである。このカカクがさがると、つくろうとするひとがへって
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くる。それをおぎなうためにコンピューターギジュツをつかって、ゴウセイしていくサ

クヒンがふえるだろう。そうすると、もはやアート（●サンジュウゴ）ではなくなる。ま

るばつさんとコンピューターのキョウサクですというようになる。だからそういうジョ

ウキョウをさけたければ、オウエンすべきだとおもう。「アート」としてのアニメがホウ

フにあったジダイはおわりつつあるということだ。ほかのアッシュクタイケンもそうだ

が、トクにアニメがケンチョだとおもう。

　

よんジュウロク

　

カガクというのは、エイゴでエスシーアイ、きるというセットウジのつくことばである。

だから、ドンドンこまかくみていく。ケンビキョウができて、さらにブンシコウゾウ、ま

たそれよりこまかいものをみるというように。

くすりはむかしはショクブツなどからつくっただろうが、いまは、カガクシキをかんが

えてつくる。いいカガクシキをかんがえてつくる。いいカガクシキとゲンブツをつくれ

ば、コキャクにかってもらえるわけである。しかし、ベツにそこまでこまかくしなくて

もいいかもしれない。つまり、ヨブンがあるくすりみたいなものである。たとえば、ショ

ウガのなにかのセイブンが、いたみにきくが、そこまでこまかくしないで、ショウガつ

かうといったぐあいにである。カガクシキにもとづいてブンシをつくるやりかたはメン

キョがヒツヨウだったりする。しかし、コーヒーをチョウゴウするのにはメンキョはヒ

ツヨウない。そういうくさカガクがおもしろそうだとおもう。たべたらおもしろくなる

くさも、ハッケンされるかもしれない。

　

よんジュウなな

　

このまえ、マンネンヒツをデンシショッピングしていた。いまわたしがひらシャインだ

としたら、ショウシンしていくたびに、どういうそれをつかうかというぐあいにしらべ

た。モチロンこのみがあるから、すべてがタイショウにはならない。ひとそれぞれのも

のがたりがあるからだ。しかし、えらんでみると、アンガイかずはすくない。シャチョ

ウなるまでひととおりしらべたが、ジユウドはそんなにない。イチヤクショクにみっつ

センタクシがあればいいホウだ。それでちょっとショウシンしたきになって（おそらく

「かかりチョウ」だ。）、かってみた。

しかし、うれしいのだが（ショウシンがであろう。）、あまりキノウテキとはいえなかっ

た。ガイコクセイ（カイガイフニンといえるかもしれない。ちなみにわたしのキャリア

パスでは「とりしまりやく」までカイガイだった。）のそれは、ほそいといわれるふでさ

きでもふとい。だからわたしにはつかいづらい。キャリアパスをまっとうするには、エ

イゴをつかえばよいのかもしれないが、それもどうかとおもう。だからさらにセンタク

シがせばまる。そうすると、えらんでいるのだが、ほとんどえらべないのである。また、

ショウシンしたら、まえにつかっていたものにもどせないようなきもする。それはコウ
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カクだからである。そういうわけで、シュッセするとあとがなくなる。

それなら、あまりショウシンしなくてもよいのではとおもうようになった。いまのマン

ネンヒツ（ショウシンまえ）にフマンがあるわけではない。よっぽどフマンやいきづま

りカンがでてきたら、ショウシンさせればいいとおもうようになった。つまり、ショウ

シンするカイキュウもシゲンだから、タイセツにして、だれかがいきづまったら、その

ひとをショウシンさせればいいということである。

ただ、がんばっているひと、ユウシュウなひとが、あまりセイセキのよくないひとにさ

きにショウシンされるというのは、あまりおもしろくないだろうから（そういうシャカ

イシュギのシッパイをくりかえすのではノウがない。）、カイキュウとキュウリョウはベ

ツにするわけである。だから、ユウシュウなひらシャインのまるクンはネンシュウハッ

ピャクマンエンだが、カチョウになったバツさんはネンシュウがヨンヒャクマンエンと

いうぐあいにである。ショウシンについてかんがえてそうおもった。

　

よんジュウハチ

　

セカイのイジンのはなしになると、ナポレオンをあげるひとがいるだろう。でもホント

ウにナポレオンがすぐれていたのか。おうやリーダーをシジするひとならナポレオンが

すぐれていたというだろう。しかし、マッタンのひとをシジするたちばなら、フランス

のコクミンがすぐれていたというであろう。

どうも、ニホンではサイキンミンシュシュギのはなしがでてきたりはするが、キョウイ

クのゲンバでは、コクミンがすぐれていたではなく、ダイミョウ、こころざしのあるコ

ジンがえらかったというはなしになっているようにおもう。ひょっとしたらニホンジン

にはミンシュシュギはむかないかもしれない。

　

よんジュウキュウ

　

ショクジをとると、やがてウンコがでる。これはニンゲンにとっては、あたりまえのこ

とかとおもう。むかしのヨーロッパでは、それをそとのドウロになげすてたという。し

かし、ゲンザイではゲスイドウにカイシュウしているのだろう。このようにチツジョか

らはイッテイのディスオーダー（フチツジョ）がでるということは、しかたのないこと

だとおもう。ほかのレイでいえば「ごみ」である。それをリサイクルして、またチツジョ

にくみこんでいくというホウホウをいまはとっている。かわって、ロウドウのバメンで

はどうだろうか。やはり「ウンコ」とか「ディスオーダー」はでないであろうか。

あまりきかないが、「ディスオーダー（カイシャからみれば）」ホンニンのモンダイでは

ない、がたまってドクリツ、リショクするひともいるだろう。たまに、しんでしまうひと

もいる。そういえば、シンソツのあるイッテイスウがナンネンイナイにやめるといわれ

ている。しんでしまうのはトクにモンダイだが、タイショクするひとをふくめて、「ディ

スオーダー」のショリがわるいともいえるのではないか。テンショクするうちに、「ディ
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スオーダー」のショリをおぼえていたのかもしれないが、わたしもそのショリがうまく

ない。まぁ、さけをのむなど、いいカイショウホウがあればいいとおもう。

　

　

ゴジュウイチ

　

キョウソウをゼとしたり、キョウソウをいかんとしたりする。イッパンテキには、あるテ

イドのキョウソウは、そこであつかうものをシンカさせたりするためにのぞましいとさ

れるのではないか。しかし、ホントウにそうなのだろうか。チョメイなショウをとった

ニホンジンはいるが、ニホンでサイコウとされるダイガクは、あまりコクサイキョウソ

ウリョクをもたないという。そこにはいるためにタブン、キョウソウしたであろうにも

かかわらずである。ホントウにダイジなのはキョウソウだろうか。あるキギョウブショ

のレイでかんがえてみる。

まるさんは、しごとができるホウで、バツさんはあまりしごとができない。このふたり

がのみにいくと、まるさんは、バツさんのことを、「きみがいったダイガクがわるかっ

た。だからしごとができないんだ。」などとさんざんいやみをいう。バツさんもバツさん

で「そうだよね。おれのセイセキがわるかったから。」などという。これはセイサンテキ

か。また、かりにまるさんのことばにタイして、「ばかやろう。おれはおまえのコソクな

やりかたがきにくわねえんだ。」といったとしてもどうだろう。ほとんどセイサンセイが

ない。しごとのはなしではなくコジンコウゲキをしているからだ。ダイジなのは、ココ

がそれぞれのしごとをきちんと、なるべくよくなるように、やることで、そういったフ

モウなシテキやケンカをすることではない。フモウなコウゲキやケンカをするブン、セ

イサンセイはさがるだろう。

だったら、キョウソウじゃないのかであるが、モチロン、セイセキによるキョウソウテキ

なものはあるだろう。しかし、それはそれでホンシツではないとおもう。フモウなコウ

ゲキのかわりに「このまえのしごとのカイゼンをかんがえた。こうこうなんだけどおま

えはどうおもう。」「それならああしたホウがはやくできる。」となればセイサンテキであ

る。わたしにいわせれば、ベンショウホウのあるココのドリョクではないだろうか。カ

イゼンがヒツヨウなければ、ベンショウホウはいらない。キホンテキにはしごとはコジ

ンがするものだからである。しかし、ニホンのダイガクのコクサイキョウソウリョクが

ひくいというのは、ニホンジンがベンショウホウをにがてとするからではないか。

　

ゴジュウニ

　

「うまれかわり」などという。「ゼンセイはなんだったか。」というはなしも、わたしがこ

どものころにきいたことがある。それはイデンのはなしではない。マテリアルのはなし

である。

エーさんというひとがいたとして、そのエーさんのイチブは、もと うしや、もとホウレ
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ンソウでできていることは、ヨウイにソウゾウできる。わたしも（このいいかたがテキ

トウかはわからない。「わたし」は、ジョウホウであるカノウセイがあるからだ。）、そう

いうぐあいである。わたしがしんだら、タブン、カソウされて、ほねとキタイとかすが

のこるんだろう。そこからどうリサイクルされるか、なんかのドウブツ、ショクブツの

かてになるかはわからない。ほねは、はかなどでホゴされるだろうし、キタイはふたた

びリクチにおりてこなければわからないし、かすはカソウジョウのゴミとしてショリさ

れるのだろう。

こういうかんじでは、「うまれかわり」はゼツボウテキだ。わたしはドソウができないの

なら、サンコツとかジュモクソウにしてもらいたいかもしれない。サンコツやジュモク

ソウなら、ショクブツにほねがキュウシュウされて、それがドウブツにたべられてとい

う「うまれかわり」がセイリツする。わたしをかりにマスター（シソ）としたら、そのイ

チブたちがうまれかわりをするわけだ。その「イチブ」をワンスルーということにする。

ワンスルーがうまれかわりをするということは、もののリサイクルである。だからそう

するばあいは「ライセイ」のはなしにもなる。

くさからドウブツ、そしてニンゲンになれればたいしたものだ。そういうわたしもカコ

のだれかのワンスルーがふくまれているかもしれない。ヨウするに、ゼンセイのゼンセ

イがニンゲンだったかもしれないのだ（ゼンセイはショクブツかドウブツがほとんどだ

ろう。たまにキンルイとかコンチュウもあるかもしれない（きのこ、いなごなど）。

だからゼンセイをさかのぼっていくと、やっぱりマスターにいきつくだろう。ニンゲンの

マスターのことをセイショではゲンキュウする。そこからまえのはなしになると、どう

もたちばがわかれるようだ（かみがつくったとか、シンカしたとか）。マスターヒューマ

ンのゼンセイはどうだったか。やっぱりくさとかドウブツだったとかかんがえるのがシ

ゼンでないか。イデンシをしらべればわかるといったって、サイボウのフクセイギジュ

ツはジョウホウである。ものがなければフクセイはできない。もののありかたにオウじ

て、ギジュツがハッテンしたのではというきがする。

だから、くさとかドウブツのブンシをしらべれば、かこにあったもの、シンカするまえ

のくさ、ドウブツのすがたがソウゾウできるのではないかとおもう。しかし、くさ、ド

ウブツ、プリヒューマン、ヒューマンというジュンカンはそれほどかわらないとおもう。

だが、セッキ、テッキをハッタツさせるまえの「プリ」ヒューマンはドウブツのセッシュ

がすくなかったようにおもう。だからゲンシテキなヒューマンは、くさ、プリヒューマ

ンというジュンカンだっただろう。「はか」をハッタツさせるまえだったら、くさ、「プ

リ」ヒューマン、ドウブツだっただろう。つまりドウブツのホウが、カイソウがたかいの

だ。それをマイソウギジュツのハッテン（はじめのうちは、ユウリョクシャだけだった

だろう。）により、「プリ」ヒューマンがカイソウをあげた（もはやヒューマンかもしれ

ない。）。セッキのハッタツもジュウヨウだが、それでもやっぱりドウブツのホウがうえ

となる。もっとまえになると、ショクブツよりカイソウがひくかったかもしれない。つ

まり、うごけないプリプリヒューマンである。ショクブツ（こけのような）にキセイさ

れるようなプリプリヒューマンである。

プリプリヒューマンのまえはわからないが。さるからハッテンしたといわれたりもする

が、ホントウのところはわからない。さるはさるでのこっていわけだから。イデンシが
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にているといってもそれはショクリョウのキンジであろう。それともコンゴ、ポスト

ヒューマンをみとめるのだろうか。ポストヒューマンをみとめるとしたら、シンカのズ

シキにあるようなえだわかれもカノウだろう。まぁ、ブゾクあらそいなんかしてもしょ

うがないのだが。

ひとついえるのは、セイショがかかれたのは、はかがハッタツしたあとだろう。それか

ドウジキだったかもしれない。だから、「ニンゲンがチキュウをシハイ」なのだ。エジプ

トおうのコウセキがおおきいだろう。あんなおおきなはかをつくったのだから。そのま

えはほかのドウブツがチョウテンだった。もしヨゲンシャがジュウヨウなもののハッテ

ンのときにあらわれるのならば、セッキをつくったときにもあらわれるはずだ。ただそ

れをキロクするものがなかったかもしれない。ただ、はかとドウヨウにフキュウしただ

ろう。ただ、ニホンにはイッパンテキに「サイゴのシンパン」のかんがえがないので、も

やしてしまうのだろう。リンネテンセイのホウがいいとおもうのだが。

　

ゴジュウサン

　

ユウセイセイショクのリテンとはなんだろう。クローンもつくれるジダイのはなしであ

る。よりよいケイシツをもちあって、よりよいこがつくれることだろうか。たしかにそ

れならすぐれたひとばかりになる。ただそれはギャンブルのようで、よりわるいケイシ

ツがのこることもある。しかし、そんなにシゼン、そしてシャカイカンキョウはきびし

いのだろうか。たしかにショクリョウがなかったり、みずがなかったりするチイキはあ

るようだ。

いまなら、いいデンキ（デンシキキ）をつくれるひとがユウシュウなんだろうか。かわで

センタクをしてもいいはずだ。まぁ、デンキはフウリョクハツデンでもできるから、ネ

ンリョウにたよらないデンキジダイはいいかもしれない。さしづめ、このまえは、ユキ

（セキユ）ジダイだろうか。そのまえは、タンキ（セキタン）ジダイだ。はたしてこうい

うシンポは、いつまでつづくのだろう。それがユウセイセイショクのシュクメイだろう。

　

ゴジュウよん

　

おみあいとはサイキンあまりきかれないことばだ。でもヒコンカがすすんでいるゲンダ

イでは、もっとリヨウしてもいいのではないかとおもう。むかしのひとは、それでもジュ

ウブンカゾクをきずけた。ショウワのなかばから、レンアイケッコンがふえたというが、

いまではひとりものがふえているんだから、レンアイケッコンブームもおわりだろう。

もっとゴエンがありましたコンでもいいかとおもう。それでもモンダイなかったようだ

から。

　

ゴジュウゴ
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わたしがコウコウセイまでのころは、くりだしシキエンピツをつかっていたが、ダイガ

クセイになるまえからスイセイペンをつかいはじめた。チュウガクセイのときにかった

ボールペン（かえシンシキ）が、かきごこちがよかったので、にたカンショクのスイセ

イペンをこのんでつかった。スイセイペンでかくと、あとでもよみかえせる。ダイガク

のコウギをうつしたノートはいまでもよめる。しかし、コウコウイゼンのものはよみづ

らい。それからダイガクをソツギョウしても、スイセイペンをつかっていたが、そのペ

ンをインクがなくなるたびにすてるのがばからしくなってきた。かえシンがないかとさ

がしたが、それのはなかった。

それで、チュウガクセイのときにかったボールペンをみてみた。シンはあるケイジョウ

をしていた。ザンネンながら、そのシンにかかれたモジでネットワークをケンサクした

が、でてこなかった。そのペンはショウリョウセイサンのものだったからだ。それから、

センベツとおいわいでもらったボールペンをしらべてみた。ニコはガイコクセイでやっ

ぱりそれにかかれたモジではでてこなかった。しかし、かたちがおなじだった。もうイッ

コをしらべると、そのカタバンがわかった。それから、そのケイジョウのボールペンを

つかいはじめた。そうやってムダにしないことはケイザイテキだ。ゴミがへる。しかし、

そういうものは、アンガイたかかったりする。それでもつかいたいとおもう。そういう

のがブランドなんだろうか。

ゴジュウロク

　

「わをもってとうとしとなす。」とショウトクタイシがいったという。だからニホンジン

は「わ」をダイジにするんだろう。ニホンはシュウダンシュギのブンカともきかれる。そ

れでいいのかというハンセイがあったかわからないが、わりと「コ」のこともいうよう

になった。「コセイソンチョウ」など。ただ、ロウドウシャにとってはロウドウすること

がダイジだろう。「わ」でも「コセイ」でもいいが、とにかくはたらくことだ。

サギョウというのはキョウドウサギョウもあるが、ひとりでやるのがキホンだ。だから、

「コ」がしっかりしていなければいけない。あまり「わ」をおもんじてしまうと、「わ」を

なすサギョウ、タンジュンにいえば、なかよくするためにジカンがさかれてしまい、カ

ンジンのしごとがはかどらないとなる。だから「わ」をなすでもほどほどにしたホウが

いい。「わ」をおもんじすぎると、カイカクがすすまず、「コ」をおもんじると、ヤクショ

クからおろされたりと。わたしからみれば、「わ」をおもんじすぎると「ヘイサテキ」に

おもえる。

　

ゴジュウなな

さきにはなした「ゼンセイ」のはなし（●ゴジュウニ）は、もののはなしである。イデン

シによってサイボウがフクセイされるというのは、どちらかというともののはなしでは

ない。「もの」はほかにヒツヨウだからだ。だから、ジョウホウとかギジュツであろう。

サイキンは「ゼンセイ」のはなしをあまりしなくなった。むかしはだれかがしているの

をきいたものだ。「オカルト」とかそっちのホウのあつかいになっているかもしれない。
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そういうわたしも、そのてのはなしは、すきではなかった。ヒカガクテキなはなしのよ

うにおもっていた。

しかし、よくかんがえてみると、「もの」のはなしである（ニンゲンのからだをコウセイ

するブッシツの）。だからそれはたしかなのである。ただそれがどこからどこにいったと

いったはなしは、タイテイオクソクだからウサンくさい。そういうことである。ジョウ

ホウにはいいカゲンなそれがある。ただそれだけだ。

ところが、サイキンそのはなしをしない。どうもイデンのホウが、セットクリョクがあ

るのだろう。ガッコウでもおそわる。しかし、それがどのザイリョウをつかってカノウ

になるかはあまりいわない。セツメイはカノウだろうが、そういうもののはなしはしな

い。そういうのを「ジョウホウカシャカイ」というのだろう。そのジョウホウをしったっ

て、ものがなければくみたてられない。だからしょうがないといえばしょうがないはな

しなのである。そういうものぬきのはなしにどこまでたえられるか。オンガクもビデオ

もホンもデンシカ。もののないなにかである。むかしはジンリキでつくっていた。それ

をアートとよぶ（●サンジュウゴ、よんジュウゴ）。どこまでジョウホウカするのかはわ

からないがアートをダイジにしたい。

　

ゴジュウハチ

　

デンシショセキがふえてきた。かみではなくデンシデータである。それを、デンシタン

マツをつかってよむ。それがなければ、みられないしろものだ。かみのホンのうりあげ

がおちて、テンシショセキのうりあげがふえているのだろう。ただそれは、つかえない、

めにみえないデンシジョウホウかもしれない。かみのホンは、フツウはみられる。むか

し、シンのシコウテイがホンをやきはらうフンショコウジュをしたらしいが、ジョウホ

ウがふえたいま、そうやってホンをみえなくするフンショコウジュがおこなわれている

のかもしれない。

　

ゴジュウキュウ

ワンスルーのはなしをした（●ゴジュウニ）。マスターヒューマンのイチブだったそれに

は、マスターヒューマンのほかのイチブというキョウダイというかドウシというかがあ

るだろう。マスターヒューマンがしんでブンカイすると、そのタスウのワンスルーはカ

クサンする。そしてつぎのショクブツやドウブツのコウセイブツになるわけだ。センコ

ワンスルーがあれば、センコのドウショクブツのコウセイブツになるかもしれない。そ

うすると、そのセンコのワンスルーのエンで、センコのドウショクブツはキョウダイと

いえるかもしれない。それがくりかえされると、シンセキがふえていく。そうかんがえ

ると、カケイでなくて、ものとして、ケッコウなかずのひととキョウダイであるといえ

そうなのだ。それをニンシキできるかはわからないがそういうエンもありそうだ。
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ロクジュウ

　

ニジュッセイキのゼンハンにはインフレがおこったという。おかねよりもののホウがア

ンゼンだと、ひとびとがハンダンすれば、ものがヒツヨウイジョウにかわれ、もののね

だんがあがる。ニホンもセイサクテキにインフレをねらっているらしい。スウパーセン

トテイドのインフレという。

しかし、きをつけなければならないのは、もっとおおきいインフレだ。それはセイフフ

サイのショリによっておこるかもしれない。すでにセイフやジチタイのコウサイハッコ

ウガクはセンチョウエンをこえた。これはかえせるのかというと、いまではキンリをか

えすのがセイゼイのようだ。だからもっとふくらむ。それをひどいやりかたで、たとえ

ばブッカにテンカするというやりかた（タンジュンにいうと、ショウヒゼイのようなゼ

イキンをとりたててショリするやりかた。）をすると、シジョウにでまわっているエンを

ニヒャクゴジュッチョウエンとカテイして、それのよんバイのセンチョウエンを、ショ

ウヒンカカクにうわのせすることになる。つまりニヒャクゴジュッチョウエンで、セン

ニヒャクゴジュッチョウエンのものをかうことになるから、カカクはゴバイになる。も

うひとつかんがえかたがある。

あとスウネンでセイフフサイはコジンキンユウシシサンとおなじくらいのガクになる。

そこでセイフがトクセイレイをだしたらどうなるか。セイフフサイのブンだけあたらし

いかねがヒツヨウになる。それをジッサイにすると、コジンキンユウシサンとあわせ、コ

ジンキンユウシサンのニバイのかねがあふれることになる。そうすると、ニバイのイン

フレとなるわけである。どちらにしてもきびしいが、ヨウイをしておくといいかもしれ

ない。

　

ロクジュウイチ

　

カヘイはそのものジタイにもタショウカチがあるが、やっぱりそれイガイのカチによる

ものがおおきい。むかしはカヘイをもっていくと、キンとコウカンされるキンホンイセ

イをとっていた。だからカヘイジタイはカチがなくても、そのキンのカチテイドにカチ

をもっていた。エドジダイだとコバンだろう。そのものがキンでできていた。いまは、か

みやキンゾクをつかっている。もしあたらしいなにかが、ツウカとコウカンできるよう

になれば、それもリッパなツウカとなりうる。

いまはカソウツウカがはやっているらしい。ツウカとコウカンできればツウヨウするの

である。もし、ホウシャノウイチミリシーベルトとイチエンをコウカンするとはじめた

らどうなるであろう。ホウシャノウをひろいあつめて、おかねがえられるということに

なる。それをジユウにやらせればゲンパツヒガイがあったチイキはカッセイカするかも

しれない。なによりホウシャノウもかたづく。モチロンそのゲンパツのショユウシャが

だすべきであろうが。
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ロクジュウニ

やすいなにかはおかいどくかもしれない。わりとカカクをみてかいものをしたりするだ

ろう。やすいものをえらんだりする。しかし、「やすものがいのぜにうしない」ともいう。

なぜか。それはやすいカカクには、リスクがふくまれていることがあるからだ。つまり、

それはフベンなもの（サービス）だったりするわけだ。うるホウもなるべくたかくかっ

てほしいところであろう。だから「やすい」にはきをつけたほうがいいだろう。

　

ロクジュウサン

　

ゲンダイのニホンゴのブンショウは、ほとんどがカンジまじりブンである。メイジのこ

ろからカタカナゴもつかわれるようになってきた。セイヨウのタンゴがはいってきたか

らだ。それをカタカナやカンジをつかってあらわす。しかしサイキンはそのカタカナゴ

がおおくなったようにおもえる。それになれないうちは、カタカナでかかれたガイコク

ゴのイミをしるのはむずかしい。それは、エイゴのジショをひいてもひきにくいからだ。

つづりがわからなかったりする。そこで、イッカイ、ガイライゴのジショをひくことに

なる。それなら、アルファベットをならべてかいてくれたホウがわかりやすかったりも

する。ミライのニホンゴのブンショウはエイゴまじりブンになるのであろうか。

　

ロクジュウよん

　

ニガツミッカはセツブンである。わたしがショウガクセイのころに、まめをまいたこと

をおぼえている。そして、いくつかダイズをたべたことも。しかし、よっぽどチュウイ

していないと、セツブンということをわすれてしまう。ヘヤのなかでまめをまくのもか

たづけがタイヘンだ。だからあまりまかない。でもなぜまめをまくのか。「まめ」にはた

らいて、おにをゲキタイして、しあわせにとねがうことだろうか。

　

ロクジュウゴ

　

こどもはやがてガッコウにいく。ガッコウでキョウカショをめくり、ジュギョウをうけ

る。ガッコウをソツギョウしても、やっぱりジュギョウにおセワになるかもしれない。な

にかというとテレビである。ガッコウですなおにジュギョウうけていられたのなら、テ

レビキョクがながす「ジュギョウ」をうけるくらいわけないであろう。そうかんがえる

と、ニホンジンはしぬまでベンキョウしているんだなとおもう。そういえばわたしのオ

ヤジもケッコウテレビをみていた。しかし、わたしはカイガイにいっていたときがある

ので、ことばがわからずテレビをみないことがおおかった。いまになってもそんなにみ

ない。だから、そのセンでいくと、わたしはわるいセイトだ。「ベンキョウ」していない

ことになるからだ。
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しかしながら、そういうジカンができたことでかんがえるようになった。かんがえたっ

てしかたないのであるが、ちょっとかわったセイトになったかもしれない。いまは、パ

ソコンネットワークのハッテンで、そのホウメンからハッシンされるニュースをよんだ

りする。パソコンガッコウのセイトではあるわけだ。それはなにがいいか。うるさくな

いことであろう。それはホンをよむこととかわらない。つまり、「キョウカショ」だけ

ちょっとよんで、あとはジシュウしているのである。だからしゃべるのはへたになるか

もしれない。モデルとなるセンセイのことばをきかないわけだから。

　

ロクジュウロク

　

ひょっとしたら、「かみ」が、かんじるひとの「そと」にあろうが、「うち」にあろうがモ

ンダイはないのかもしれない。それはこういうことである。ゲンダイには「マヤク」が

あるとされている。そのマヤクをつかうひとの「うち」にいれるのはモンダイとされる

が、「そと」にあるばあいもまたモンダイなのである。それは、マヤクをつかったり、う

りかいしたりするカノウセイがあるからである。「そと」にもっているとすれば、そのひ

とがつかわないにせよ、チキュウシャカイというおおきなめでみれば、つかっているの

とドウヨウであろう。

タブンこういうことだとおもう。マヤクは「ある」イジョウしかたがないが、あるノウ

ドをこえてセッシュするとモンダイだと。タンジュンにいえば、「ある」マヤクをセカイ

ジュウのひとにキントウにいれさせればモンダイはないと（コウカがうすい。）。こいノ

ウドであるひとの「うち」にいれるからモンダイだと。だから、ホウリツテキにはキン

シされているのだけれども、「ダメ」か「ダメじゃない」かのニタクではなくて、テイド

のモンダイなのであろう。「マヤク」だってリサイクルがあるはずなのである。

このモンダイは、「かみ」にもいえるかもしれない。やっぱり「うち」にあるか「そと」

にあるかはモンダイなのではないだろう。キョウシンはこわいメンもあるけど、まった

くないといいきるのもこわい。テイドのモンダイではないか。

ロクジュウなな

　

ハチジュウネンダイからキュウジュウネンダイに、ニホンはコウギョウセイサンなどの

シュイのザについたともいわれる。しかし、それイコウあまりそういうことをいわなく

なった（シュイからおちたからでもあろう。）。「まもりをかためたふねぶね」みたいない

いかたもあまりきかない。ジッサイに、オウベイではケイザイセイチョウがつづいてい

るが、ニホンはあまりしていないという。なぜそうなのか。

わたしなんかのレイでも、なにかがたりないなかでケンメイにドリョクしているときは

タイクツとかそういうことはおもわなかった。しかし、ひととおりものがそろってしま

うと、そのあとにタイクツとおもってしまう。つまり、ニホンジンが「センゴフッコウ」

のブンミャクでうごいていたときは、とにかくがんばっていたが、ひととおりそれがお

わると、あまりがんばらなくなったのではということだ。がんばらなくなったというか、

がんばりにくいのだろうとおもう。
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わたしなんかはこどものころにめぐまれていたので、「センゴフッコウ」のセンでかんが

えることができなかった。しかし、「センゴフッコウ」がおわっても、セイサンカツドウ

はおわらない。ジブンとショウブなのかもしれない。シンリガクでは、ジブンのそとの

モンダイでがんばらなければいけないときは、そのモンダイがなくなると、ドリョクを

やめてしまいがちだが、うちの（そのひとの）モチベーションでなにかをすると、やる

きがながもちするという。ニホンジンもそうした「うち」のモチベーションでしごとを

やるときなのかもしれない。

　

ロクジュウハチ

　

かねのあつまるところにトシができる。トウキョウもそうだし、ニューヨークだってそ

うだろう。いまはセイフがゼイキンをとってサイブンパイをおこなうから、セイジジョ

ウのシュトにトシができることがおおい。セイフがゼイキンをとらなくなったらどうな

るか。かねもちのいるところ、キギョウのあるところにトシができるはずだ。キギョウ

ジョウカまちということばがあるが、それがふえるだろう。そうすると、シャカイタイ

セイはトシコッカにちかくなるであろう。

いまのところ、セイフがいらないというはなしはあまりしないが、もしいらないとなる

と、そういうタイセイになろう。いくつかのトドウフケンをまとめるやりかたよりキョ

クタンではあるが、むかしはそれでやっていたくにもあるので、フカノウではないだろ

う。しかし、やっぱりセンソウになるのかもしれない。

　

ロクジュウキュウ

　

「はか」がセイブツカイにおけるニンゲンのカイソウをあげたことをシテキした（●ゴ

ジュウニ）。これはユウメイなのでエジプトおうのはかがある。こういったはかでまもれ

ば、ほかのドウブツにシタイをたべられないわけだ。それからキュウヤクセイショがで

きた。「ニンゲンがほかのドウブツをシハイする。」とかかれている。こうかかれると、そ

れをタッセイするために（ほかのドウブツにたべられるようじゃ、くらいがたかいとは

いえない。）、はかをつくるだろう。だから、キリストキョウは、はかのシュウキョウと

よべるかもしれない。

それをヨーロッパではニセンネンほどつづけ、ジュウキュウセイキになってニーチェが

でてきた。かれは、「かみはしんだ。」といい、サイセイをといた。ほかのなにかにサイ

セイされるということを。その「サイセイ」というのは、「リンネテンセイ」のようなは

なしでないか。つまり、ニセンネンほどニンゲンがセイブツカイでサイジョウイとして、

ほかのドウブツにたべられないようにしていたが、そうではなく、ニンゲンもリサイク

ルしたホウがいいということではないか。たしかにキリストキョウカイのセイリョクが、

よわくなっているときく。しかし、マイソウについては、サンコツやウチュウソウなど

でてきたが、まだフツウのマイソウがおおいとおもわれる。たしかにリサイクルのシソ
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ウはひろまっているようだが、まだニンゲンのカイソウをおとすようなかんがえが、タ

スウにシジされにくいとおもわれる。そういうイミではまだ「かみ」はしんでいないの

である。ただ、このゴはどうであろう。

　

ななジュウ

　

ひとがフユウソウとなるとき、おかねをもつようになるのがさきか、それともフユウソ

ウのタイドができるようになるのがさきなのだろうか。かねのないフユウソウじゃしょ

うがないから、おかねをもつことがさきとかんがえられるかもしれない。しかし、いきな

りおかねをもったばあいは、フユウソウのタイドができていないから、「なりキン」とよ

ばれることがおおいのではないか。ウェーバー（マックス、ドイツのシャカイガクシャ）

は、プロテスタントのひとたちのセイジツさがシホンシュギをハッタツさせたという。

つまり、タイドがさきでおかねはあとなのではないかともいえる。ニホンではコウレイ

シャがケッコウなシサンをもっているというから、やっぱりシサンができるタイドがで

きていたのだろう。もしコウレイシャなみにシサンをもちたいというのであれば、コウ

レイシャのタイドをまなぶといいだろう。わたしはまだまだそれができていないから、

おかねもちにはなりにくいかもしれない。

　

ななジュウイチ

　

ふゆのオリンピックがはじまったらしい。「らしい」というのは、わたしがゲンチにいっ

てみていないからだ。テレビでホウソウしているが、どこかかのスタジオでシュウロクさ

れているものかもしれない。みていておもうのが、ニホンジンセンシュはファンダメン

タル（キジク）がよわいのではないかということ。サッカーなんかもそうなのだが、「ま

けモード」にはいると、もうまけるしかない。そこまでつよいセンシュというのはすく

ないのだが、うわさになっているセンシュまでたいしたケッカをのこせなかったりする。

つぎにのべるが、あまりにホウソウするがわがキタイさせるゆえに、ジッサイにみると、

たいしたことないじゃないか、とおもうことがおおい。そういうことがつづくと、ジツ

はニホンジンセンシュゼンパンがよわいのではないかとおもえてくる。そうやってみる

がわにアクインショウをうえこんでしまいかねない。そのケッカ、センシュがオウエン

されなくなるのでは、いいカンキョウとはいえないだろう。それをカイゼンするには、

キャッカンテキなジジツだけをホウソウしてくれるといいが、それだとホウソウのまが

もたないのであろう。ただ、これまでのセイセキをホウコクすることはできるとおもう

が。ショウリツはサンわりニブだとか。

　

ななジュウニ
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オリンピックのホウソウでは、ニホンジンセンシュのカツヤクを「キタイ」させること

ばにあふれている（●ななジュウイチ）。しかし、ジッサイにみると、「なんだ」という

ことがおおい。それはどういうことか。わたしは、まえむきなことばがおおくなり、そ

れがいつかのダンカイでボウラクする、キタイのインフレがおこっているとおもう。タ

ンジュンにいえば、（ニホンジン［センシュ］が）かてるということばがふくれあがり、

ケッカがでるダンカイで、それは「うそ」だろというように、かわってしまうわけであ

る。まえむきなことばをいうのはわかるのだけれども、それで「かてる」というように

ふくらんでしまうと、ちょっとモンダイのようにおもう。

よくいわれるセンチュウの「ダイホンエイハッピョウ」ににている。だから、それが「う

そだ」といわれるようなレベルまでボウチョウさせないホウがいいとおもう。たしかに

だまされるホウがわるいかもしれないが、そんなやがて「うそ」になるようなホウソウを

するのもどうかとおもう。そのホウコウでいくなら、まったくどこかのスタジオでシュ

ウロクすればいいのだ。「まえむき」はダイジだが、あまりにボウチョウすると「うそ」

になる。「ケンキョ」というビガクがあったはずである。

　

ななジュウよん

　

ローカルでのひとづきあいがすくなくなったなどといわれる。また、ミコンシャがふえ

ているともいう。なぜそういうことになるのか。それはヒヨウのモンダイかもしれない。

ローカルでひとづきあいするばあい、それぞれがなにもヨウキュウしなければ、ヒヨウ

はレイにちかいか、レイだろう。ジカンやロウリョクはかかるかもしれないが、ほかに

はかからない。しかし、もっといいジョウケンがある。それはカイシャとのつきあい、カ

イシャでのつきあいである。それだと、ヒヨウがマイナスになったりする。キュウリョ

ウがはいったり、ケイヒでおとされたりするからだ。だから、ローカルのつきあいより、

しごとでのつきあいをユウセンする。そうすると、ローカルでは、ひとづきあいがうす

れてしまうのだ。そうすると、ちかばのひとをしらなかったり、エンができなかったり

するだろう。それならそれでカイシャがケッコンあいてをショウカイすればいいかとお

もうが、なかなかむずかしいのかもしれない。シュウシンコヨウのジダイならともかく、

「リストラ」をしにくくなってしまうからだ。

　

ななジュウゴ

　

ウチュウのはじまりは「ビッグバン」でセツメイされることがある。バクハツだから、ウ

チュウはそとがわにむかってひろがっていく。そうすると、バクハツのチュウシンでは、

ものというかシゲンというかはすくなくなるだろう。それでそとへむかってシゲンがイ

ドウし、ウチュウはどうなるのか。

ここでいいたいのは、ウチュウのサイセイサンはどうなるのかということだ。そんなこ

としるかといわれるかもしれないが、ながもちするといいだろう。タンジュンなコウセ
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イのばあい、やがてもえきって、「ブラックホール」になるとおもわれる。それで、う

そかホントかはわからないが、シゲンをよびもどすわけである。これならサイセイサン

である。ウチュウジタイもやはりそうなのでないか。ムダにしないようなしくみがある

じゃないかとおもう。ちいさなまるとドーナツがたのくりかえしでないか。

　

ななジュウロク

　

よくケイキがいいだのケイキがわるいだのいう。ケイキがよいといわれるときにうりあ

げがおちると、そのカイシャのショウヒンがわるいとなるが、ケイキがわるいといわれ

るときに、うりあげがおちたら、ケイキがわるいのがわるいとなる。それでセイフにザ

イセイシシュツをもとめたりする。セイフもセイフでまたコウキョウジギョウをふやす。

でも、「ケイキがわるい」は、いいわけでタンにそのカイシャのショウヒンにモンダイが

あるということではないか。ケイキがわるかろうが、うれるものはうれるはずである。だ

からケイキのわるいときこそジツリョクがとわれるところであろう。

　

ななジュウなな

　

まえに、たらこやイクラをたべなくなってきているから、こどものかずがへっているの

ではとかいた（●『む』ヒャクサンジュウシチ）。また、「まるまるこ」と「こ」をつけ

たなまえをつけないから、やはりこどもがすくなくなってきているのではとかいた（●

『よ』ヒャクロクジュウロク）。さかなのたまごをたべなくなっていることと、「こ」をつ

けたなまえをつけないことは、イッシュのリュウコウであるが、いってみれば、あまり

チュウモクされないリュウコウだ。それをセンザイテキリュウコウとよぼう。そして、そ

れをホジするものを、センザイテキリュウコウのシンリコウゾウとよぶ。

「こどもがすくなくなっている。」のは、わりといわれるリュウコウである。よくいわれ

るリュウコウはそれなりのリユウがセツメイされるが、あまりセンザイテキなリュウコ

ウのはなしにならない。ましてやシンリコウゾウのはなしだとなおさらだ。ほかにヒコ

ンカのリュウコウもそうだ。これはなにがセンザイテキなリョウコウになっているかと

いうと、わたしがおもうに、「おむすび」をあまりたべなくなったことだ（「おにぎり」は

たべているかもしれない。）。

よく、コンブをたべて、「よろこぶ」とか、まめをたべて、「まめにはたらく」とかいう

が、それもたべるリョウがへっているのかもしれない。ニホンジンは、センザイテキな

リュウコウやそのシンリコウゾウにすなおなのではないかとおもう。きれいによくみえ

るリュウコウにつながるからだ。ことたまシコウというのがうなずけるようである。

　

ななジュウハチ
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コンピューターギジュツのハッテンがいちじるしい。ジンコウチノウ（エーアイ）が、

カテイヨウにもみられるようになった。もしジンコウチノウとケンカをするとどうなる

か。ジンコウチノウはつかうひとのいろいろなコジンジョウホウをにぎっている（アド

レスチョウ、かいものキロク、メール、よくつかういいまわしななど）。だから、それを

つかっていやがらせをされてしまうだろう。それにタイしてニンゲンはどうするか。コ

ンピューターはニュウリョクされたジョウホウイジョウにはしらないので、ニンゲンは

あざむくために「うそ」をニュウリョクするようになるかもしれない。そこまでしてジ

ンコウチノウをつかうヒツヨウはあるのかわからないが、まぁそんなところではないか。

ジンコウチノウのハッタツによって、うそをいうニホンジンがふえるかもしれない。こ

とたまシコウあやうしである。

　

ななジュウキュウ

　

コンピューターのハッタツで、チュウトウキョウイクがあまりやくにたたなくなるとか

いた（●ジュウ、サンジュウサン）。それでもまなびたいひとはいるだろう。いまのとこ

ろはキョウイク、シュウショクシステムにくみこまれているので、そうカンタンにくず

れないとはおもうが、ケンサクすればすぐでてくるチシキをおぼえるのに、サンネンか

けていいのかというモンダイがある。

コンピューターがコンゴもモンダイなくつかえるのであれば、スウガクやカガクなどを、

ゲイジュツのようなセンモンブンヤとしてあつかっていくことがかんがえられるであろ

う。つまりオンガクなどとおなじあつかいにしてまうのだ。くわしくはダイガクでケン

キュウしてくださいでもいいだろう。それができれば、コクゴやエイゴくらいのキョウ

イクのみでイチネンでおわらせることができるのではないか。これだと、ジュウななサ

イでダイガクやセンモンガッコウにニュウガクできる。サンネンブンロウドウリョクも

ふえるだろう。

　

ハチジュウ

　

まえにセンザイテキリュウコウのはなしをした（●ななジュウなな）。しかし、おもいだ

してみると、そういういいかたをしなくても、「エンギ」といういいかたがある。つまり、

さかなのたまごをたべるという（「こダクサン」など）エンギをかつぐから、こどもがタ

クサンうまれるというぐあいにである。

サイキンは「エンギ」ということばをきかなくなった。エンギをかつぐより、なにかのコ

ウカがあるかないかみたいに、キノウシュギテキになってきているのかもしれない。た

しかにさかなのたまごをたべたからといって、かならずしもこどもができるわけではな

いだろう。だからといって、メイシンだでおわらせていいのか。コウカがあるかどうか

はともかく、ひょっとしたらこどもができるかもぐらいに、たのしみながらにしたいも

のである。どうもゲンダイジンは、きみじかなのかもしれない。
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ハチジュウイチ

　

ニホンでは、ひとがしんだあと、そのシタイをカソウする。そうすると、ほねだけがの

こる。それをマイソウする。しかし、それはちょっとどうなのかともおもう。なぜはか

にマイソウするかといったら、ひとつはさきにのべたように（●ニジュウなな、ゴジュ

ウニ、ロクジュウキュウ）、ほかのドウブツにたべられないようにするためだといえる。

これはキリストキョウケイのカチカンであろう。そうやってニンゲンのくらいをイジす

るのである。

しかし、「リンネテンセイ」だとか「サイセイ」また「リサイクル」というひともいる（●

ロクジュウキュウ）。それだったらほかのドウブツにたべてもらったホウが、いのちのエ

イゾクセイがあるともいえる。つまり、あるひとがもっていたブッシツとしてのからだ

（わたしはワンスルーといっている［●ゴジュウニ］。）が、ほかのドウブツ、ショクブツ

にひきつがれるのだ。だから、きみのライセイはたぬきか、などとはなしができる。

かならずしもキリストキョウのように、「ニンゲンがほかのドウブツをシハイしなければ

ならない。」ではないから、そうやってリサイクルをすればいいようにもおもえる。たし

かにテンにめされることも（●ニジュウよん）（セイブツではなくて）、もののメンでダ

イジかとはおもうがテキトウなバランスをみて、リサイクルをすればともおもう。カソ

ウしてゼンメツさせなくてもとおもう。「テン」にめされるとナンオクネンとシンカした

のをもうイッカイとなるし、「テン」にめされないひとも、「リサイクル」され、ゲンダ

イのセイメイのホゼンにひとカツヤクする。それでいいのではないか。

　

ハチジュウニ

　

わたしは、『アルクカラカンガエル（●『ア』ヒャクハチジュウサン）いった。あるくか

ら、フウケイがかわってノウがはたらくということである。だからうごかないひとはあ

まりかんがえないであろうということだ。うごかない「もの」が、かんがえるというの

はあまりきかない。サイキンはやりのカテイヨウジンコウチノウソウチにしたって、デ

ンキがなければ、データをあつめられないので、たいしたことはできないであろう。そ

うかんがえると、デンキがあるからかんがえるかもしれない。

ニンゲンもテレビがうつっていると、かんがえたりもするであろう。おわらいバングミ

の、ここでわらうのですよとシテイされ、サンプルのわらいごえがでるシュンカンにわ

らうのは「かんがえる」とはいわない。それはだれかのまねをしているだけだ。それだ

と、シャカイのジョウシキとかホウソウサッカのおもいをくんだ「かんどおり（●『む』

よんジュウイチ）」だ。かんがえるとは、「カン」をヒテイしなくてはならない。ベツに

そんなことはしなくてもいいのだが、ひとはいろいろなリユウがあってかんがえる。

しかし、フウケイがかわるとか、ジョウホウがあるとか、デンキがないとかんがえられ

ないのである。もっというと、たべものをたべないとしんでしまう。エイヨウもかんが
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えるもとである。エーアイのハッタツがケンチョになると、それにまけじとかんがえる

ひとは、よくあるくようになるか、それともうごかずショウエネでかんがえるようにな

るかはキョウミのあるところである。

すべてのジョウホウのくみあわせで、ヨソクされるとなると、ニンゲンのかんがえるこ

とはエーアイによまれてしまう。だから、よまれたくないニンゲンはイチレイヒシャ

（ショウギ）のようなてをとりだすだろう。タンジュンにいえばルールをかえてしまうの

だ。ニンゲンのブンカも、そういうルールヘンコウをしながらハッタツしたともかんが

えられる。カンタンなレイだと、ラテンゴをはなしていたのを、フランスゴではなすよ

うにしたり、コゴをつかっていたのをゲンダイゴにかえたりということである。だから、

エーアイがカッタツになると、たとえば、エイゴがチンプカするということがおこりそ

うなのである。グタイテキにいうと、いままでつかっていたエイゴではなくて、ほかの、

またはあたらしいことばをつかいだすだろうということだ。レキシをみるとそうだ。

　

ハチジュウサン

　

ニホンにガッシュウコクサンのこむぎと、ギュウニクがはいってきたから、ニホンジン

のなかに、かみがチャイロのひとがあらわれたのなら、まぁしょうがない（ガッシュウ

コクサンのこむぎやギュウニクには、ドソウされたガッシュウコクジンセイブンがはい

りこむあろう。）。

わたしのひげなんかにも、しらがとともに、チャイロのけやブロンドのけがまじったり

する（ベツにそめたわけではない。タンにガッシュウコクサンのこむぎやギュウニクを

たべたケッカであろう。）。ところがそのひとたちは、ジブンのてで（ビヨウシにやって

もらうこともあっただろうが。）、チャイロにしたり、ダッショクさせてしまったりして

いた。そのひとたちは、タイジュウヒでイッパーセントからジュッパーセントテイドの

ガッシュウコクサンのたべものをたべたのだろうか（イチリンでもイチわりでもなく）

かみのけをヒャクパーセントそめてしまった。そういうひとたちを「ロッカー」なり、

「ヤンキー」とよんだが、それはまぁどういうことであろう。

しかし、ジンコウヒでいえば、トウショはイチリンとかイチわりだった。それがふえて

いったようだ。それをみると、セイフハッピョウのジキュウリツより、ただしいスウジ

がわかるかもしれない。ニわりテイドガッシュコクサンのたべものをニホンジンがたべ

ているのかもしれない。わたしはそういうフウにかみをそめるひとをボウメイシャ（●

『ア』ヒャクニジュウシチ）とよんだが、まぁ、やっぱりニホンジンなのではないかとお

もう。しかし、それだけのニンゲンが、ガッシュウコクサンのおかげでいきているとい

うジジツではある。「ニチベイドウメイ」ということばは、ウサンくさいことばだとおも

うが、タイベイイゾンというのは、ゲンジツにソンザイするわけである。

　

ハチジュウよん

トシのホウでは、そこにすんでいるニホンジンのウンコは、うみにながれるようになっ
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ている。ひょっとしたら、ゲスイショリジョウでぬきとられるかもしれない。しかし、

エキタイのセイブンをすべてぬきとることは、むずかしいであろう。うみにながれると、

うみのショクブツのエイヨウになる。だからうみがゆたかになる。

しかし、ノウチもゆたかにしたいだろう。だから、うみにハンブン、ノウチにハンブンを

ながせばいいかもしれない。イチニチにロクセンマンウンコがうみにもどされれば（ニ

ホンジンがさかなやのりをたべたとカテイするとそういえるだろう。）、サイセイサンに

つながる。

きになるのがとなりのジンコウのおおいくにだ。ハンブンながしただけでロクオクウン

コになる。そうすると、そのくにのエンカイがゆたかになるはずだ。そこにハイタテキ

ケイザイスイイキ（イーイーゼット）というキジュンをもちだして、ニホンのギョセン

ががんばってしまうとケンカになるだろう。たしかにイーイーゼットはひとつのキジュ

ンではある。しかし、バンノウではないだろう。だからそのカイイキのあつかいにカン

してはジュウナンにするのがよいかとおもわれる。「ウンコをかえせ。」といわれてもな

かなかむずかしいからである（セイサンリョウがちがう。）。レイセイにいうと「シゲン」

なのである。

　

ハチジュウゴ

　

どうやらこのまえにふいていたかぜが「はるイチバン」だったようだ。まだゆきがふる

のではなどとおもっていたからハンダンしそこねた。とすればもうはるである。もっと

もショウガツが、シンシュンなわけだから、おそめのはるかもしれない。キュウレキの

ショウガツこそがホントウのシンシュンかもしれないが、あまりキュウレキのこよみを

みないのでわからない。

このまえがそうだったようだが（チュウカケンでは、バクチクがなるからわかりやすい

が、ニホンではそういうシュウカンはない。）。タイヨウレキをサイヨウしてから、はる

のテイギにズレができたのだろう。キュウレキフウにいえば、なつやすみはあきやすみ

となる。しかし、そんなことをいっても、セケンのジョウシキはそうかわるものでもな

いだろう。それをかえるのに、ナンオクエンかかるとか、そういうはなしになるのでは

ないか。

　

ハチジュウロク

　

コトシのふゆは、とりがあまりさわがなかった。イッカイ、ニカイさわいでいたが（●

『ア』ゴジュウハチ、『よ』ゴジュウハチ）、えさをあげたらおさまった。わたりどりも

やっぱりコンビニでひなたぼっこしていた（●『よ』キュウ）。ただ、わたりどりをみる

カイスウがすくなかった。コトシはさむかったから、もっとみなみにいっていたカノウ

セイがある。めずらしいなきごえをするとりもきた。フダンはきたにいるが、さむかっ

たためにナンカしてきたのだろうか。
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ハチジュウなな

　

ポタージュスープとか、ポタージュあじのスープとやらがある。わたしがちいさいころ

から、それはスープのシュルイとおもいこんでいたが、ちがうのではないかときづくよ

うになった。「ポタージュ」というからわからなかったのだろう。エイゴでポッテイジと

いわれればきづいたかもいれない。さきのレイをヤクすと、スープスープとかスープあ

じのスープになる。もっといいヤクをしても、なべでにこんだスープであろう。スープの

シュルイではなく「スープ」というチュウショウメイシだったわけだ。「ザポッテイジ」

とかにしても、ニホンジンになじみのあるスープは、ミソシルとかであるわけだ。もっ

というと、ゾウニのあじつけのタヨウセイみたいなはなしで、どれがイチバンとはいえ

ないであろう。しょうがないから、ひとつのあじをさして「ポタージュ」にしたのかも

しれない。「スープあじ」でなく。

　

ハチジュウハチ

　

サッカーでもヤキュウでも、しばらくみているとルールがわかってくる。これらはあい

てよりおおくゴールすればかちというキョウギだからわかりやすい。エンギをヒョウカ

するニンゲンがテンスウをつけるキョウギもある。それもしばらくみていれば、どのく

らいのテンがつくかというのはわかってくる。それはみているひとが、テンスウのつけ

かたをガクシュウして、テンスウをヨソクするわけだ。ニンゲンはそういうことができ

るが、コンピューターもそういうことができるだろう。

セイジショクぬきのコンピューターにヒョウカさせたホウが、よりコウセイかもしれな

い。そんなことをいっていると、シンパンというしごとがコンピューターにうばわれて

しまう。しかし、ニンゲンのいいところは、ひいきをすることかもしれない。まるばつ

センシュにコウトクテンをつけたりするというやりかただ。コンピューターは、このて

のことがにがてでないか。

しかし、ひいきするシンパンは、ひいきをしたセンシュからはよくおもわれても、ほか

のセンシュからはよくおもわれない。だが、コンピューターをドウニュウすると、ニン

ゲンのシンパンはそのくらいしかしごとがないだろう。そうやってニンゲンは、コウセ

イというチュウドウテキなポジションからコンピューターによっておいだされてしまう。

コンピューターとおなじイケンなら、そのひとのかわりにコンピューターがあるんだか

ら、そのひとはいらないとなる。

そうして、ニンゲンは、かたよったたちばをとるようになる。いってみれば、ニンゲン

がよりコセイテキになるわけである。コセイテキでなければコンピューターにかわられ

てしまうからだ。いまはエイゴがキョウツウゴだから、あえてドイツゴをガクシュウし

ようとかになるだろう。コンピューターがエイゴシヨウであれば、ドイツゴではなして

いれば、コンピューターとしごとのメンでぶつからないことになる。それならそのこと
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ばをつかうかぎり、チュウドウテキなたちばのもどれる。しかし、タブン、ドイツゴも

コンピューターのおよぶハンイだ。だからベツのことば、たとえばラテンゴとかをガク

シュウする。それならやっぱりチュウドウテキなたちばをとれる。ユウキのあるひとな

ら、あたらしいことばをつくるだろう。そうやってコンピューターとかぶらないように、

ふるいことば、もしくはあたらしいことばを、ひとはセンタクするようになる。それな

らコンピューターにしごとをうばわれないからだ。このジョウキョウをチンプカされた

シャカイ（オールドファッションドソサエティ）とよぶ。つまりゲンジョウのシャカイ

は「ふるい」ということである。

そして、もっとふるいゆえに、あたらしいことばやブンカに、ひとはアイチャクしよう

とする。チンプカされたシャカイ（ふるいシャカイ。コンピューターがカツヤクしてい

るゆえに。）では、コンピューターによってしごとをとられてしまうから、ふるいか、あ

たらしいシャカイにひとはテイイしようとする。みちのイメージでいえば、みちのまん

なかは、コンピューターというくるまがはしっている。のっていればアンゼンだが、そ

れをかうのにはおかねがかかる。だから、ひとは、みちのひだりか、みぎによる。ひだ

りをあるくのは、あたらしいことばやブンカをシコウするひだりみちハだ（セイジショ

クはない。）。もうひとつ、みぎをあるくのは、かなりふるいことばやブンカをシヨウす

る、みぎみちハだ。できればチュウオウをあるきたい。しかし、あぶないので、どちら

かによるわけだ。

しかし、ひだりみちハも、みぎみちハもアンシンはできない。くるまがよりおおきくな

るカノウセイがあるからだ。いってみると、コンピューターかコンピューターをつかっ

ているニンゲンが、ひだりやみぎに、ちょっかいをだすかもしれないわけだ。タンジュ

ンにいうと、ひだりやみぎのことば、ブンカをコンピューターにインストールしようと

することだ。そうやって、コンピューターによって、わたしたちのくにやチイキがショ

クミンチカされようとする。ショクミンチとはどういうことか。やすいねだんで、ザイ、

サービスをソウシュコクにテイキョウさせられることだ。そういうかんがえかたはあま

りみえないが、まだのこっていなくないか。

とりひきとは、ホンライソウホウのゴウイでおこなわれるものだ。しかし、ショクミン

チのばあい、ブリョクやシリョクによって、とりひきをキョヒできないようにしたうえ

で、とりひきがおこなわれる。いまのばあいだと、「ジユウボウエキ」というかんがえか

たである。そこではとりひきをキョヒできないように、とりひきがおこなわれる。つけ

くわえると、キョヒはできるが、あいてもなにかのとりひきで、キョヒやカカクのつみ

ましをせまるだろう。そうやって、コンピューターテイコクはセイリョクをのばす。し

かし、わたしは、わたしジシン、もしくはいえのドクリツをイジしたいおもう。

　

ハチジュウキュウ

　

オリンピックがおわった。はじめのホウは、キタイさせるアナウンスばかりがおおかっ

たが（●ななジュウニ）、メダルがあたえられるにつれ、たのしんでみることができるよ

うになった。
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ハチネンぶりにみるスノーボードにシンショモクもくわわり、また、そのシンカにおど

ろくこともおおかった。ニジュウネンまえは、サンカイテンがせいぜいだったのが、ハ

チネンまえにはたてニカイテン、よこサンカイテンになり、コンカイは、たてニカイテ

ン、よこよんカイテンになっていた。シュモクによっては、たてよんカイテンと、よこ

ゴカイテンができるとか。つぎはなにがみられるであろうか。

　

キュウジュウ

　

セイヒンをカイガイでつくれば、ねだんをやすくできるという。たしかにおかねのメン

でいえば、やすくつくれるところもあるだろう。キュウリョウがやすいなどのリユウだ。

しかし、ホントウにやすいのか。あるセイヒンエーをつくるのには、ふたりがかりで、サ

ンジュウニチかかるとする。それをカイガイでつくっても、ふたりがかりで、サンジュ

ウニチかかるだろう。カカクのメンではともかく、エネルギーのメンでは、かわらない

のである。コストがちいさいとかいうが、やっぱりつかうエネルギーは、かわらないで

あろう。それなら、コストはちいさくないはずだ。コストはおなじなのである。

ただ、つかうエネルギーのリョウは、かわらずとも、やすくうけおってくれるだれかが

いるから、カカクがやすくなるというわけである。ホントウにフェアトレードなどをか

んがえるならば、セイヒンをカカクでみるのではなく、つかったエネルギーのリョウで

はかったホウがいいのではないか。

　

キュウジュウイチ

　

ガッキはなにかをシンドウさせておとをだす。そのギャクもある。おとがおおきいとな

にかがシンドウしはじめる。そのシンドウでもおとがでる。しかし、あるシンドウがと

まれば、やがておともやむ。そのおとによってシンドウしたなにかも、ふるえるのをや

める。そのまたおともやむ。チキュウジョウだと、シンドウはやがてとまるようだ。

レイガイテキにフィードバックというのがある。おととシンドウをジュンカンさせるわ

けである。これだといつまでもなっている。ひかりはどうだろうか。ひかりから「シン

ドウ」のようなあるイベントをハッセイさせて、それをループすることができれば、ウ

チュウはおわないようなきがする。ひかりをサイド、（コウセイがもえつきそうになって

いる）ブラックホールにかえし、コウセイにもどすのである。

　

キュウジュウニ

　

ニンゲンエーがイーにイドウしてエフにイドウした。これはわかりやすいはなしだ。エー

がはじめディにあって、イーにいってエフについたと。しかし、（たとえば）イッセンマ

ンニンのひとがイッセイにエフをめざすといったときに、どれだけそれぞれのうごきが
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わかるだろうか（エフにちかづくことはわかるけれども）。それをセイリすると、ビーさ

んがイーにイドウした。シーさんがジーにイドウした。ダブリュさんがイーにイドウし

た。ほかタクサンとなる。ケッキョク、なにかのチツジョ、たとえばジカン、なまえの

ジュンジョなどをつかって、ひとりずつジュンジョづけていくのがわかるやりかただ。

それをおこなってはじめて、そのレキシなどをえがけるようになる。いいカゲンなケイ

ソクをすると、カンゼンなレキシとはよべなくなる。

しかし、これはコンキのいるサギョウだ。かならずチョクセンジョウにできごとがキジュ

ツされるわけではない。たとえば、ハチジイップンゴビョウにシーさんがジーに、ワイ

さんがイーにトウチャクするとなると、どちらをさきにキジュツしたらいいかわからな

い。そこでどうするかがモンダイとなる。こういうカダイ、かりに「タヨウジョウケン

のセツメイ」といっておく、をとくために、ふたつのセンをつかったりするのでないか。

もしくはもっとこまかくジカンをはかる。そうすると、どちらがさきかがわかる。それ

ならひとつのセンでつづけられる。

ひとつのセンにするというと、まるでゲンザイのカガクのようなこまかいケイソクがヒ

ツヨウになるのだろう。つまり、それを（カガク）をやっているうちは、レキシはひと

つでありそうなのである。「タヨウ」だからしょうがないなのだが、それをキレイにセツ

メイしようとするドリョクは、いろいろなところでおこなわれている。

　

キュウジュウサン

　

もし、あなたのヘヤにトケイがなかったらどうなるか。それでも、まどからそとをみれ

ば、あかるさのぐあいでナンジごろかわかる。まどもしめきったばあいどうなるか。ジ

カンがわからないか。それでもジカンはわかりそうなのである。なにもケイタイデンワ

のトケイをみるというはなしではない。

「ジカン」はウンドウにかかるまのことである。あなたはいろいろなウンドウをしてい

るだろうから（していないとすれば、あなたはしんでいる。）、それからジカンがわかる

だろう。モチロン、ニジュウヨジカンではかれるかはわからないが、あなたはニンゲン

ドケイなわけである。ウチュウリョコウでそとのケシキもそうかわらなければ、そして、

｢トケイ」も「テレビ｣も｢コンピューターネットワーク」も「ケイタイデンワ」もなけれ

ば、あなたやほかのだれかのジカンでうごくようではないか。カイシャインはタイテイ、

キカイシキのトケイにあわせてうごくのであるが。それでも、「トケイ」のソシツはある

だろう。ないとしたら、キカイニンゲンか。

　

キュウジュウよん

　

ニホンのキョウイクのことを、コセイをハッキさせないキョウイクだということがある。

そしてヘンサチでジョレツをつける。でもこれは、ひとをつかうホウだったらツゴウが

いいかもしれない。
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つまり、こういうことだ。ビーダイガクのホウガクブをソツギョウしたイーさんがビョ

ウキになって、はたらけなくなったとする。それならやはり、ビーダイガクでホウガク

をまなんだエフさんが、かわりにしごとをできるだろうといういれかえがきくからであ

る。それがキョクタンになると、シーダイガクをソツギョウしたジーさんは、ビョウキ

でしにそうだが、クローンをつくったのでもうイッカイいきられる（そのいいかたがた

だしいかはベツとして。）イシキをイショクするのはむずかしいが、おなじシーダイガク

をソツギョウするようにしむければ、まえにいきていたシーさんのようになるだろうと。

イデンも、うけとるジョウホウもおなじなら、ほとんどおなじだろうと。しかし、「コセ

イ」とか「めずらしいジョウホウ」をもっているとなると、それをフクセイするのはコ

ストがかかる。だから、「コセイ」をもっているひとは、きらわれるのではないかと。

キュウジュウゴ

　

ニンゲンのリサイクル（テンにめされる。）のはなし、ウチュウのイジのはなしをした

（●ニジュウよん、ハチジュウイチ）。そうするとながもちするわけだ。しかし、ジュウヨ

ウなといもある。それは、セッカクできたニンゲンはどういきるかというはなしである。

そういう「ながもち」をかんがえなければ、カッテにいきて、カッテにしねばいいんじゃ

ないかとなる。ばあいによってはウチュウがほろびても、ニンゲンだけがいきのこれば

いいというかもしれない。しかし、タブン、ニンゲンはウチュウのイッコシゲンなわけだ

から、そのシステムにホウシすべきともいえる。かといって、イッカイジンルイがほろ

びて、またあたらしくハッセイするようなことをくりかえすというのも、なんだかバカ

らしいきがする。もうナンカイもニンゲンはほろびたのかもしれない。はたしてニンゲ

ンはどういきるべきか。メイワクかけないテイドにおもいおもいにいきればいいのかな。

　

キュウジュウロク

　

ことばをはなすことを「ヒョウゲン」といったりする。カンジでおもてにあらわすとか

く。はなすことばのなかで、きらわれることばがある。いみことばとかいったり、エン

ギのわるいことばといったりするそれらだ。わかいひとはあまりきにしないかもしれな

いが、「そんなことをいうな。｣というかんじのことばはたまにあるし、きをつけている

ひともおおいだろう。

ガイジンにいわせると、それはゼンキンダイテキかもしれない。しかし、ベイコクでは、

「ポリティカリーコレクト」という「ただしい」いいまわしをスイショウしていたりもす

る。だから、そういうかんがえかたは、あるテイドリカイされるのではというきもする。

そういうことばを「おもて」に「あらわす」からモンダイなのだろう。そういうセンび

きがあるようなきがする。きになるならゼンキンダイテキなやりかたでもいいとおもう。

　

キュウジュウなな
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タヨウジョウケンのはなしをした（●キュウジュウニ）。タヨウジョウケンとは、いく

つものインガをふくむセイリしづらいゲンショウなどである。そういうのをセイリして

いくと、ホウソクがみつかるかもしれない。むかしのひとはカンタンなジョウケンから

いくつものホウソクをみいだしていた。それをわかいひとはガッコウでまなぶ。カガク

シャになるひとは、そういうモンダイにチョウセンするだろう。

しかし、どうもサイキンはコンピューターだよりのきがする。トウケイデータをてケイサ

ンすることもできるが、あまりそういうことをするひとはおおくないだろう。ケンキュ

ウがコンピューターイゾンになっているということだ。それはアートではない（●サン

ジュウゴ、よんジュウゴ、ゴジュウなな）。たしかにコンピューターのハッタツにより、

よりフクザツなジョウケンでもセイリしやすくなっただろう。ただ、そんなかんじでケ

ンキュウするなら、ケンキュウシャのなまえをかくところに、まるまるコンピューター

などと、ヘイキするといいかもしれない。ニンゲンがケンキュウしているのか、うたが

わしいからだ。

　

キュウジュウハチ

　

イゼンはイーメールなどなくて、てがみなどでことばをやりとりした。いまでもすくな

くなったとはいえ、なくなったわけではない。ホンもむかしはてがきである。ニホンで

は、ふでをつかってかいていた。それらのモジはコセイがある。へたをすると、よめな

いくらいにコセイがでる。しかし、よめなくてはしょうがないので、あいてによめるよ

うなジでかく。それがもっとすすむと、タイプしたり、パソコンでブンショウをかいた

りするようになる。

しかし、タイプやパソコンでニュウリョクしたモジにはコセイがない。あえてショタイ

をいじることはできるが、せいぜいそのテイドだ。たしかによみやすいのだが、コセイ

がない。イッポウ、てがきのモジは、コセイはあるがよめないかもしれない。ちょっと

まえにいわれていたコセイをソンチョウするというブンカは、パソコンでモジをやりと

りするようになったから、そのアンティテーゼとして、スイショウされたのかもしれな

い。「てがき」のブンがへったからだ。わたしはゲンコウをてがきでつくっているが、そ

ういうコセイもいいとおもう。

　

キュウジュウキュウ

　

むかしのニホンジンのセイカツはジュンカンテキだったとおもう。はたけでつくったヤ

サイをたべて、フンニョウをはたけにかえし、またヤサイをつくるといったぐあいだ。

いってみれば、ループをするセイカツセッケイだったということだ。

たまにさかなをたべると、それだけがループしないといえるだろう。サッコンのショウ

ヒシャカイでは、こういったループがなされにくくなっているんだろう。それでも、みず

はかわにながし、またかわからとるようにループされている。ヤサイははたけでつくり、
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それをたべて、フンニョウはかわにながしてしまう。これではジュンカンしない。ホン

などでかんがえると、わかりやすいが、いつもおなじホンをよんでいれば、おかねのツ

イカフタンはレイである。それだとケイザイテキである。しかし、それだとつまらない

のであたらしいホンをかう。そうするとあたらしくループにいれたホンのブンだけ、お

かねをはらうことになる。こうしたアウトループをするとおかねがかかる。

わたしもむかしはシィディなどあたらしいものばかりをかっていた。そうすると、かね

がかかる。しかしサイキンは、おなじシィディをナンカイもきくようにしている。ホン

はいまのところ、あたらしいものをかっているが、アウトループをへらしていくことは

カノウだろう。アウトループをへらせば、ショウヒがへる。おかねもかからない。うま

くループリツをふやして、かしこいセイカツをしたいものだ。

　

ヒャク

このごろは、チョウジカンのザンギョウにタイして、きびしいイケンがいわれている。ザ

ンギョウをしなければ、イチニチ、ハチジカンロウドウだろうか。ニンゲンのセイカツ

のサンブンのイチをしごとに、サンブンのイチをプライベートに、サンブンのイチをね

ることにあてるとなるかもしれない。

しかし、こういったセイカツははたしてカノウなのか。ハチジカンロウドウでえたシュ

ウニュウで、のこりのジュウロクジカンのメンドウをみなければならないからだ。つま

り、かせいだおかねをハンブンにわけ、プライベートに、ねるのにつかうことになる。か

せいだおかねをダブリュ（ウェイジ）とすると、それぞれニブンのダブリュをつかうこ

とになる。ゴハンをたべるのに、いえをイジするのにつかうだろう。こうやってニコの

ニブンのダブリュがつかわれると、ニコのニブンのダブリュ、すなわちダブリュのブン

だけ、またあたらしいジュヨウがうまれるとなる。そうすると、このひとはまたかせげ

るチャンスがやってくる。

しかし、ジュヨウはダブリュしかない。それでまたダブリュかせげるかというと、つと

めさきのヒヨウやリエキをだすために、ダブリュブンかせげなくなる（そのブンは、ほ

かのセイサンユニットにまわる。）。ダブリュマイナスシー（コスト）となってしまうの

だ。そのようにまたジュンカンをつづけると、やがて、つかえるガクがすこしずつへっ

ていく。つまり、どんどんビンボウになっているだけだ。

ひとつのカイケツサクは、このひとがチョキンをすることである。ダブリュのうちいく

らかをためておけば、ビンボウにもたえやすくなるだろう。しかし、そのブンつぎのセ

イサンにまわるダブリュがへっていく。でもキギョウもリエキをだすわけだから（チョ

キンとおなじようなものだ。）、それはせめられないだろう。キギョウがリエキをジュッ

パーセントだすなら、ジュッパーセントチョキンするといい。これが「デフレケイザイ」

のショウタイかもしれない。リエキをだすことや、チョキンをすることをやめれば、まぁ

「デフレ」にはならないが、そうカンタンにいまのやりかたをかえられないだろう。そう

いうわけで、「ロウドウセンソウ」がつづくのかもしれない。
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ヒャクニ

　

わたしがわかいころ、ロックバンドにキョウミをもち、カッコウをまねしてブーツをかっ

た。そのときは、そのキノウがわからず、ソウショクのベルトをつけることなどをかん

がえていた。あれは、ただかわがながくつかわれているわけではないようだ。ゆきのな

かをあるくのにぐあいがよい（ゆきがくつにはいらない。）ということだろう。ウエスタ

ンブーツなら、すながはいらないということだろう。そうやって、カッコウにもイミが

あるのだろう。

　

ヒャクサン

　

レンタルやでディブイディをかりてくると、サンビャクエン。それでニジカンテイドた

のしめる。ミュージシャンのショウにいけば、ななセンエンとかかかる（そのねだんが

バカらしくて、わたしはほとんどいかない。）。ホンをかってきてセンゴヒャクエン。エ

ンターテインメントのねだんは、そんなところだろうか。しかし、「テレビ」というのが

ある。

ジツはテレビをみるのがイチバンやすいかもしれない。なんかのバングミのセイサクヒ

がゴセンマンエンだとして、イッセンマンニンがみるとする。それだと、ひとりあたり

ゴエンである。やすい。コウリツカすれば、やすくなるというが、たしかにそうかもし

れない。それをみていれば、あまりおかねをつかわないだろうということだ。

　

ヒャクよん

　

ゼンチョ『よろこぶゲンシジン』で、オンガクシィディのジッセイカカクは、ニヒャク

ジュウエンだというシテキをした（●『よ』ハチジュウキュウ）。イチネンカンにそれを

きくカイスウなどから、そのねだんをはじきだした。

しかし、さきにシテキしたように、テレビバングミがひとりあたりゴエンテイドのねだ

んとすれば、カカクキョウソウでシィディはまける。だからもっとそのジッセイカカク

はひくくなるであろうということだ。ジュッキョクでゴジュウエンとかのカカクセッテ

イがダトウかもしれない。それだと、もののシィディにしたばあいはゲンカわれをおこ

すので、オンラインハイシンが、やがてシュリュウになっていくようにおもえる。イチ

ジカンひとりあたりゴエンはやっぱりつよい。テッテイテキにシェアあらそいをするの

なら、ジュッキョクでゴエンだろう。
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ヒャクゴ

　

シィディのジッセイカカクが、ニヒャクジュウエン（●『よ』ハチジュウキュウ）、テレ

ビバングミのイチジカンあたりのヒヨウがゴエン（●ヒャクサン）。センゴテレビができ

て、ほぼゼンカテイにフキュウしたという。バングミをみるヒヨウがゴエンならケイザ

イテキだ。

ハチジュウネンダイになってシィディができた。そのまえにレコードやカセットテープ

があったが、ねだんはシィディとそうかわりはなかったし、わりとショウスウのアーティ

ストものがタスウうられていたとおもう。カラオケというブンカがあったので（そのば

でうたえる、キョクスウにかぎりがあった。）、キョクをきいたり、レンシュウしたりす

るヒツヨウがあった。

おやじもくるまででかけるときは、カラオケヨウのテープをならしていた。わたしもナ

ンキョクかおぼえた。そういうブンカがあったので、カラオケにないキョクがうれると

いうのはレイガイテキだったんだろう。しかし、やっぱりヨウガクをきくひともいただ

ろうし、わかものむけのキョクのフクセイをかうひともいただろう。そういうレイガイ

テキな、コセイテキな、キョクもすこしずつうれるようになっていったようだ。それは、

ニホンジンがゆたかになってきたこととカンレンしているだろう。

そうした「コセイテキな」キョクをコウバイするというのは、キュウジュウネンダイお

わりまでつづいた。いまもつづいているが、ジッセイカカクがさがっている。それによ

り、むしろ「セイトウハ」がなんなのかがわかりにくくなった。レイネンダイにはいり、

タクサンうれるキョクがすくなくなったからだ。オンガクは、きくひとのこのみで、な

にをきくのかがわかれるというようになったわけである。

こういったスタイルをシュウゴウテキに（テレビなどで）テイキョウすることはできな

い。ヒヨウはやすいが、ナイヨウはしぼられるからだ。だから、「コセイテキな」オンガ

クをきけるようになったのは、レコード、カセットテープ、そしてシィディのコウセキで

ある。ヒヨウをヒカクして、わりだかであるけれども、そういった「コセイテキな」シュ

ミをもつことができた。そのゴ、ネットワークでのオンガクハイシンがはじまり、シィ

ディのチュウコシジョウがカッパツになり、ドウガダウンロードサイトができた。それ

によって、あたらしいシィディをかうのがわりだかになった。

ネットワークでかえば、ジュッキョクセンエン、チュウコシジョウでは、ゴヒャクエンテ

イド、ドウガダウンロードにいたっては、テレビとドウテイドか、それイカのヒヨウだ

ろう。だから、シンピンのシィディがうれないのである。ベツのいいかたをすれば、「コ

セイテキな」オンガクよりもヒヨウをジュウシするようになったのかもしれない。そう

したシコウがもっとすすむと、また「セイトウハ」のオンガクがでてくるかもしれない。

ことばはわるいが、まずしいがゆえにである。

だから、しろうとがシィディデビューして、もうかるジダイではなくなった。やっぱり、

ひとのセンタクは、ヒヨウがやすいテレビか、ドウガダウンロードサービスかになって

くるわけである。そういうかんじで、シィディはゼイタクヒンになりつつあるともいえ

そうだ。シィディがテレビをこえられるかといったら、それはできなかったということ

である。ディブイディやダイヨウリョウディスクもそんなところだろう。そうやって、
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ニホンハツの（シィディはガイコクキギョウとのキョウドウカイハツだが）シィディと、

ディブイディと、ダイヨウリョウディスクは、したびになっていく（なっている）ので

はというところだ。

センシンコクでは、ストックがあるからジジョウはちがうが、これからハッテンするよ

うなくにでは、シィディなどはまったくうれないカノウセイがある。オンガクやドウガ

をホゾンするバイタイとして、ドウガはコウガシツならハードディスク、テイガシツな

らメモリーチップだ。やはり、ハンドウタイがつかわれそうなのである。

　

ヒャクロク

　

テレビバングミのイチジカンあたりのヒヨウがひとりゴエン（●ヒャクサン）。これをか

んがえると、ホンなんかも、うれなくなるだろうことは、ソウゾウがむずかしくない。タ

ンコウボンでセンゴヒャクエン、ゴジカンでよむとすれば、イチジカンあたりサンビャ

クエンだ。テレビのロクジュウバイ。チュウコシジョウもできたから、サンビャクエン

くらい、イチジカンあたりロクジュウエンでもたのしめる。また、ネットワークでのよ

みホウダイサービスもある。それをつかえば、もっとやすくたのしめる。

ホンもテレビテイドにやすくないから、くろうとむけのセイヒンといえるかもしれない。

まちのホンやがすくなくなっているから、やっぱりこれもうれなくなっているんだろう。

そして、ひとが「コセイ」より「カカク」をジュウシするならば、また「セイトウハ」ば

かりがうれるようになるかもしれない。そのほかのショセキは、あかじだけど、がんばっ

てハンバイしていますとなるだろう。

しかし、つくるホウも、あかじではおもしろくないので、カカクをさげたり、つくるた

めのコストをおさえたりするようになる。いってみれば、テレビやドウガダウンロード

サービスにくらべて、キョウソウリョクがないといえる。ホンは、カカクをイジするキ

セイがある。もはやそういうキセイをしてもしょうがないのであろうが、シャヨウサン

ギョウをホゴするようなセイサクがとられるかというと、どちらかというと、ヒョウゲ

ンをキセイしているといわれるくらいだから、ケイザイテキなホゴはしないだろう。そ

うすると、シュッパンギョウカイゼンタイが、いきのこりをかけて、なにかをしなけれ

ばならない。やっぱりホンはいいとおもうなら、テレビにうちかてるようなしくみをつ

くっていくといいかもしれない。

それにしてもわたしは、シィディもそうだし、ホンもそうだ。シャヨウサンギョウがす

きなようだ。いまのところ、カカクをやすくするくらいしかおもいつかないが、やはり、

デンシカがひとつのキーワードとおもえる。インサツのヒヨウだけでスウヒャクエンに

なってしまうからだ。ギャクにヨーロッパのむかしのホンのように、かわばりにしてコ

ウキュウロセンをめざすこともできそうだが。ほかには、ホンのシュッパンではもうか

らないが、オンガクのように、ショーでもうけるというシュホウもありそうだ。

ヒャクハチ

　

うなぎがゼンメツしそうという。しかしながら、たべるニホンジンはおおいだろう。よ
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くいうケイザイガクは、キョウキュウがへると、カカクがたかくなってジュヨウがへる

という。だから、ゼンメツはしないはずである。しかしどうも、カカクがたかくなって

いるからと、うなぎをとって、もうけようとするひともいるんだろう。だからやっぱり

ゼツメツしそうとなる。

あるセイヒンについてもおなじことがいえる。カカクキョウソウして、なにかがおトク

なねだんだったりすると、どっさりかいがはいる。そうすると、やっぱりゼツメツのキ

ケンがでてくる（トウサンのキケンということだ。）。カカクをあげても、ドウシュのも

のをつくっているギョウシャがでてくるから、そうそうあげられない。それであかじが

こんでいく。

だから、あるセイヒンをケイゾクコウバイしたいというのなら、フツウのカカクでかう

ことがダイジだといえるだろう。そうじゃないと、ゼツメツしてしまうからだ。ジブン

のリエキもダイジだが、つくるホウのリエキもダイジなのである。

　

ヒャクキュウ

　

わたしがわかいころは、おちゃのみずによくいった。ガッキやと、シィディやがあるか

らである。ガクフをかったり、キザイをかったり、シィディをかったりした。おちゃのみ

ずイガイにもガッキやはあるが、そこがイチバンかずがおおいからである。トクにチュ

ウコでなにかかおうとおもったら、そこにいくのがもっともてっとりばやい。シンピン

なら、ほかのガッキやでも、とりよせてもらえるだろうからだ。シィディもほかでうっ

ていないわけではない。しかし、ヨーロッパのムメイのアーティストのシィディをかお

うとおもったら、やっぱりそこにいけば、ダイタイてにはいる。だからよくかよったも

のである。

しかしいまは、ネットワークのハッタツで、エンカクハンバイしてもらえるし、コジン

カンのバイバイもできるようになった。だから、メッキリいかなくなってしまった。ベ

ンリはベンリだが、あそびのヨウソがへってしまったかもしれない。そんなかんじだか

ら、デンキやにもあまりいかなくなった（シュミだったのだが。）。それなのに、デンキ

やが、かずをふやしているというのは、よくわからないが。

　

ヒャクジュウ

　

はるがやってきて、むくどりがうちのとぶくろをみにきた。ジュウイチネンまえはそこ

にすをつくった。ヨウするに、すをえらんでいるわけだ。ひながかえるのは、ゴガツゲ

ジュンくらいだから、まだはやいといえばはやい。しかし、むくどりもそうやってがん

ばっているわけである。キョネンもみにきたが、すだったあとにかたづけるのがメンド

ウなので、あえてカイホウしなかった。しかし、コトシは、まぁいいかとおもってみて

いる。ニンゲンもいえがヒツヨウだろうが、とりもヒツヨウなのである。
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ヒャクジュウイチ

　

セカイのなかのただひとりのファンがいるサクヒンよりも、タスウのファンがいるサク

ヒンのホウがえらいといえるだろうか。シャカイへのコウケンドでいえば、コウシャの

ホウがあるかもしれない。だからといって、コウシャのホウがえらいとはいえないはず

だ。なぜなら、ケッコンはひとりとひとりのカンケイになるわけだからだ。つまり、ひ

とりタイタスウでするというケッコンはいまのところない（ヨニンくらいまでするとこ

ろはあるが。）。だから、サッカなんかも、おおうれしようとしなくていいのかもしれな

い。だれかがよろこんでくれればいいわけだから。

ヒャクジュウニ

　

カクサシャカイというと、ヒハンがおおいから、わるいことのようにもおもう。かねも

ちばかりが、けしからんとか。しかし、「カクサビジネス」（カクサをつかったビジネス

ではなくて）、というとしょうがないとおもう。もうけているキギョウばかり、けしから

んとはいわない。

なぜそうなのか。かぶなどがあるからだ。つまり、かせいでいるカイシャのかぶをもっ

ていれば、シサンがふえるし、ハイトウももらえるからだ。だから、けしからんという

より、かぶをもてばいいとなる。サイキンはコジンもかぶのようなものをハッコウでき

るみたいだから、かせいでいるひとのかぶをかえばいいといえるかもしれない。それな

ら「カクサシャカイ」も「カクサビジネス」なみになるかもしれない。かぶをケンキュ

ウしたり、ジユウにバイバイできるひまはあるだろうと。

　

ヒャクジュウサン

　

チョキンや（キギョウの）ナイブリュウホにかねをつかうことが、デフレのもとだとか

いた（●ヒャク）。タンジュンなケイサンのモンダイだ。しかし、それをフケイキだとも

いったりする。そういわれるとセイフはコウキョウジギョウをはじめる。たしかに、そ

のブンしごとはふえるだろう。しかし、セイフがかねをだしたってせいぜいジュッチョ

ウエンだ。それにくらべ、チョキンはけたちがい、キギョウのナイブリュウホもけたち

がいだ。だから、それらがでてこないと、ホントウのコウケイキにはならない。

だからといって、かねをつかうかといったらうたがわしい。だから、インフレをうなが

すようなセイサクをとる。そうすると、チョキンなどが、ジッシツねべりするからだ。し

かし、チョキンがアクなのか。そういうことをしないと、くるまもいえもかえないよう

なきがする。「チョキン」をするでなくて、「キンユウショウヒン」をかうといえばいい

のか。リエキやチョキンをみとめるシャカイでは、デフレがトウゼンなのだ。

ヒャクジュウよん

　

インフレのケネンがあるからチョキンをしづらい。デフレもよくないといっている。し
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かし、それができないと、こどももつくりづらいだろう。ケッコンだってみえをはるな

ら、シキのヒヨウなどがかかる。イッカゲツブンのキュウリョウでできるものでもない。

だから、ショウシカタイサクとしては、デフレロセンでいいはずだ。ガクメンとカチの

サがきになるなら、デノミをすればよい。

しかし、デフレをとめようとする。ヨウするに、ショウシカより、ブッカのゲラクのホ

ウがモンダイというわけだ。だから、ショウシカタイサクといっても、リベンセイのカ

イゼンテイドになってしまうのだろう。そうすると、ロウドウリョクブソクになるから、

ブッカはあがりますねとなる。とはいえユニュウヒンがあるから、そうはあげられない。

だから、もっとロウドウがカコクになる。それでロウドウキセイをしたら、ますますユ

ニュウヒンがつよくなる。それなら、インフレにしないホウがいいんじゃないのとなる。

そういうロウドウセンソウがジュウゴネンほどまえからはじまったのかもしれない。た

たかいたいひともいるだろうから、イチリツでロウドウキセイするのではなく、ジユウ

にえらばせたらいいとおもう。ロウドウのジユウ、ザンギョウのジユウである。

　

ヒャクジュウゴ

　

なんとなく、シィディなどのサクヒンは、タクサンうれればいいのだとおもっていた。

タクサンうれたホウが、おおくのリエキをえられるというのもある。またおおくのひと

に、コウケンしていることにもなる。しかし、おおぜいのひとのほかに、そのたのひと

もいる。

サイキンおもったのは、おおくのひとにあいされるのをゼンテイにするのではなく、ショ

ウスウのひとをたのしませることが、ダイジなのではないかと。ケッカとして、タクサ

ンうれるのはしょうがないが、そんなにうれなくても、ショウスウのひとをマンゾクさ

せればいい。だから、サクヒンをやすうりしてまで、おおくのひとにシントウさせなく

てもいいとおもうようになった。シィディのジッセイカカクはゼンチョのケイサンだと、

ニヒャクななエンだが（●『よ』ハチジュウキュウ）、それよりもひくい、サイやすねで

ショウブするのではなく、そこそこのねだんでかってもらえばいいと。ベツにジブンを

ゼンメツさせるヒツヨウはないのである。タイテイのアーティストはそんなところでな

いか。

ヒャクジュウロク

　

ウンコはベンジョからながすと、ゲスイカンをとおってかわへながれる。トチュウゲス

イショリジョウもあるだろう。そして、うみにながれつく。ウンコはノウギョウのヒリョ

ウとしてもちいられていたから、ショクブツむけのエイヨウが、うみにながれることに

なる。そうすると、わかめやのりがおいしくなるであろうか。

わたしは、サイキンのりがおいしいとおもう。たまにショクブツプランクトンのイジョ

ウハッセイがあるが、うみにウンコをながすからであろう。しかし、わかめやのりばか

りがおいしくなってもしょうがないとおもう。ハクサイやダイコンもおいしくなってく

れないとこまる。
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もし、さかなとカイソウだけをたべていきるなら、いまのウンコのショリはゴウリテキ

だろう。しかし、こめもたべるし、ギュウニクもたべる。それなら、すくなくとも、ウン

コのハンブンはノウギョウにつかったホウがいいだろう。うみにながすのはハンブンで

いい。もしくは、セイブンによってしわけをしてもいいかもしれない。うみのものだっ

たらうみへ、リクのものだったらリクへと。カテイでそれをやるのはコンナンだろうか

ら、ゲスイショリシセツがやるといいかもしれない。ウンコもシゲンということだ。

　

ヒャクジュウなな

　

タイヨウはうずまきリョク（あたりのものをカイテンさせる）がある（●『ア』ヒャク

ロクジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『む』ハチジュウハチ、『よ』ヒャクハチジュウ

サン、ホンブンハチ）。だからチキュウがコウテンする。しかし、チキュウにもやはりう

ずまきリョクがある。つきがまわるからそういえる。うずまきリョクとはなんなのか。

わたしは、もえることのケッカだとおもう。タイヨウはもえている。チキュウもまたナイ

ブではもえているとされる。たまにフンカするのがそれだ。よく、「とんでひにいるなつ

のむし」という。ひのあたりにいるむしが、ひのなかにはいってしまうということばだ。

このように、ニンゲンにはかんじづらいが、ひのホウにながれるうずがあるのではとお

もう。それならチキュウも、のまれちゃうではだが、ひかりなどのアツリョクで、セッ

キンしないものとおもわれる。

　

ヒャクジュウハチ

　

タイヨウケイはやがてタイヨウがブラックホールカし、いろいろブッシをひきよせてサ

イセイをはかる（●『ア』ヒャクロクジュウサン、『よ』ヒャクハチジュウよん、ホンブ

ンニジュウよん、ななジュウゴ、キュウジュウイチ）。そうなるとチキュウにすむニンゲ

ンもよばれるわけだが、おとなしくネンリョウになるだけでよいのだろうか。

セッカクきずいたブンメイも、チキュウごとネンリョウにされては、もはやつづかない。

にげていきのびるにせよ、なにもないところからまたはじめなければならない。それで

いきのびられるかはフメイだが、そうすることもできる。どこかケイトウガイのワクセ

イにふたりのニンゲンをおくりこむ。そのふたりがいきのこるかはわからないが、それ

はまるでセイショのはなしのようである。ふたりがいきのこれそうなところをさがして、

おくりこむのもいいかもしれない。これがはじめてかはわからないが。

　

ヒャクジュウキュウ

　

ひかりはなぜすすむか。なにかうごきだすきっかけがあるのだろう。また、そういうきっ

かけとはベツに、ひかりがイドウすることによる、ベツのもののイドウもおこっている
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のではないか。タンジュンにいえば、カイチュウをふねのドウタイがイドウして、みず

がふねのシンコウホウコウとはギャクにイドウするというぐあいにである。そうだとし

たら、わたしたち、なのかだが、は、ひかりをえるとドウジに、なにかをうしなってい

ることになる。それがなんなのかわたしはいまのところわからない。

　

ヒャクニジュウ

　

ショクリョウをいれるたなにケッピンがでるごとに、かいにいってホジュウするように

していた。そのまえは、たななどつかわずに。たべるものをたべるブンだけかってきて

いた。ホジュウするくせがつくと、かいものにいくカイスウをへらしたりできる。メン

ドウくさいときなどにかいものにいかなくても、かいおきをつかってたべることができ

る。それはベンリである。だから、そういうたなとしてレイゾウコをつかっているのか

もしれないが、そういうたなはジュウヨウなのだ（ジョウオンホゾンのもののホウがな

がもちしたりするだろう。）。

それをおぼえたので、つぎはおかねをいれるたなをとおもっている。おかねがたなにみ

たされていれば、タブンこまることはすくないだろう。チョキンバコがあるが、だしい

れジユウなホウがいい。ものがたまれば、ショウテンができるかもしれないが、おかね

がたまると、ギンコウができるかもしれない。

　

ヒャクニジュウイチ

　

わたしはうたのヒョウゲンギジュツをあまりきにしたことはなかった。せいぜいこえを

おおきくだすとかそんなテイドだ。しかし、うたをチュウイぶかくきくと、うたにもギ

ジュツがあるのだとおもう。そういうテンでわかいひとのうたはタンチョウだ。わたし

がおもったように、こえのおおきさぐらいしかかんがえていないのではないか。それに

わりとあかるいかんじでうたってしまう。しかし、エンカカシュなどはくるしいおもい

だの、かなしいおもいだの、あかるいだけでなく、いろいろなシンジョウをヒョウゲン

する、そのシンジョウはタブンそのカシュのケイケンなのだろうが、そういううたをき

くと、いいなとおもう。だからか、サイキン、わかいカシュのうたはきかなくなった。あ

まりキョウカンできないからだ。「こぶし」なんていうが、やはりニンゲンミがダイジだ

とおもう。それをキカイにうたわせるのはむずかしいだろう。

　

ヒャクニジュウニ

　

たまにヒツヨウでないものをかってしまうことがある。たまにではないかもしれない。

ものだからスペースをヒツヨウとする。だからうまくハイチしないと、ヘヤがちらかっ

てくる。うごけるハンイもせまくなる。きづくとそれはバカらしいとおもう。うまくかた
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づけられたとしても、ロウリョクをヒツヨウとする。ものをつかってというより、ギャク

につかわれてしまう。それならムダなものをかわなきゃいいのだ。かわりにジョウホウ

などどうだろう。それもタクサンシュトクすると、セイリがタイヘンだし、ヘンにエイ

キョウされてしまうこともある。しかし、ヘヤはちらからない。どちらがいいだろうか。

　

ヒャクニジュウサン

むかしはかいものといったら、ものをうっているところにいって、チョクセツとりひき

することでしかできなかった。しかし、いまはカタログをみながら、デンワでかえる。

ファックスでかえる。さらにガメンをみながらパソコンでかえる。これはどういうこと

か。ショウとりひきのキョリがちぢまったのである。むかしは、あるいて、くるまで、デ

ンシャでジカンをかけてみせまでいったが、いまはゴビョウあれば、ショウテンにアク

セスできる。かなりのジカンのタンシュクである。それならとりひきもカッパツになり、

ケイキもよくなるかもしれない。

しかし、もちがねイジョウに、おかねはつかえないので、あるテイドまでだろう。そん

なだから、キゾンのショウテンはなかなかクセンするのではとおもう。コウバイシャが

ジカンをかけて、でかけなければならないからだ。うりてにとって、もっともチュウモ

クされるのは、ケイタイデンワをつかったとりひきだろう。もっとも、かいてにちかい

というイミで。

　

ヒャクニジュウよん

　

シカクいかたちのトシはあるが、まるいトシはむずかしい。とまえにかいた（●『よ』

ヒャクニジュウイチ）。まるいトシのホウが、いえのハイチがチュウシンからのキョリで

というテンで、わりとジョウズにジョウホウショリされそうだからチュウモクした。

たとえば、くらいジュンにうちがわから、そとがわにいえをハイチするということであ

る。しかし、まるいトシにシカクのいえをたてるのはムダがおおい。それをカイケツす

るホウホウがある。それは、まるでなくロッカッケイにするのだ。それならスペースの

ムダはほとんどない。ただ、みちをくねらせなければならないというケッテンはある。

　

ヒャクニジュウゴ

　

パイナップルはおいしい。ナンポウでとれるカジツである。ニホンではおきなわでとれ

るらしいが、むかしはめずらしかった。ダイタイカンづめでそれをたべた。かんのなか

にシンをぬいたパイナップルのわぎりがはいっているのだが、それをたべるのはたのし

みだった。なぜパインアップルというか。みのブブンのガイケンが、まつのみ（パイン）

ににているからだろう。まつのみみたいなリンゴというわけである。かといってまつか

らとれるわけではない。
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ヒャクニジュウロク

　

ニホンでは、「チュウリュウ」のカテイがおおいなどという。このチュウリュウというの

は、かわのチュウリュウにすんでいるというイミではなく、シサンがヘイキンテキにも

たれているというイミであろう。シサンテキなイミでの「ジョウリュウ」というと、も

うとんでもないかねもちである。そういうカテイはニホンではすくないから、あまりは

なしにならない。

そのギャクに、サイキン、ショクジをマンゾクにたべられないカテイがふえているとき

く。そういうひとたちは、「カリュウ」であろう。「チュウリュウ」がおおいとされてい

ても、ジッサイのところは、そんなかんじかもしれない。ヒセイキコヨウもふえている

だろう。ロウドウシャのサンブンのイチイジョウがヒセイキコヨウという。タンジュン

にいえば、セイシャインよりタイグウがわるいということだ。わたしもケイケンがある

が、やはりタイグウはよくなかったりした。たべられないほどではないにせよ、それで

「チュウリュウ」といえるか。タブンいえないであろう。そうすると、いまは「カリュウ」

のカテイがふえていることになる。

そんなときに、ニホンはチュウリュウだというと、それはあたらないとなる。いまのと

ころ、そういうロンチョウはきかないが、レトリック（ごまかし）として、「チュウリュ

ウ」ということばがつかわれるカノウセイがある。そうしたら、ニホンはまぁゆたかだ

とごまかしやすいということだ。

　

ヒャクニジュウなな

　

イショクたつてエイジョクをしるという。きるものとたべるものがたりて、メイヨと、

はじをしるということだ（●『ア』ななジュウハチ、『む』ななジュウロク、『よ』ヒャ

クゴ、ニヒャクニ）。ほかにすむところも、しごともダイジだろう。そのほかにシュミ

のかいものやニチヨウヒンをかったりする。シュミのかいものはゼイタクかもしれない

が、まぁ、しごとイガイにジカンがあればかったりもするだろう。テレビやオーディオ

もそうだ。コンピューターネットワークがハッタツしたとはいえ、まだまだテレビはヒ

ツジュヒンのようにかんがえられている。

ニチヨウヒンなどをおおめにかうとどうなるか。「ストック」するともいうが、「ストッ

ク」とはためるということである。「ストア」ともいう。これはショウテンなどのなまえ

にもつかわれることばだ。つまり、なにかをためていると、「ショウテン」になるという

ことだ。いまでは、コンピューターネットワークをつかって、しなものをバイバイして

いるひともおおいだろう。そうやってなにかをためこむと、しごとになったりする。さ

きにいったすむところについては、なんとかしなくてはならないが、しごとについては、

このようにためこむことでショウテンとなる。だから、ショウヒンたつてエイジョクを

しるともいえそうなのである。モチロン、ハンバイのギジュツなどは、かかせないであ

ろうが。
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ヒャクニジュウハチ

　

ザンギョウをおおくするのがモンダイにされてきているが、ザンギョウのジユウ、ロウ

ドウのジユウ（●ヒャクジュウよん）があってもいいとおもう。つきにヒャクジカンの

ペースでザンギョウをすると、さすがにヒロウがたまってくる。それがつづくと、はた

らくのがいやになってくるだろう。ジサツするひともいるとおもう。しかし、つかれた

らつかれたで、やすめばいいのにとおもう。タブン、それがしづらいからモンダイなの

だろう。いじめもそんなところだろうが、ドウチョウアツリョクというモンダイだ。

うまくやすみをとるためには、そのためのリユウがヒツヨウかもしれない。カイシャに

イシをおくのは、やりすぎかもしれないが、カクトウギのシアイのように、メディカル

ノックアウトとか、テクニカルノックアウトをドウニュウすればとおもう。つまり、シ

ンパンのようなひとが、テクニカルザンギョウアウトをセンゲンするわけだ。そうする

とやすめると。そうやってうまくやることもできるだろう。ザンギョウしているひとの

あいだでトウバンをきめて、シンパンをさせればよいのである。

　

ヒャクニジュウキュウ

　

「センセイ」のしごとは、なにかチシキやギジュツをセイトやデシにおしえることか。ど

うもそうでないようにおもうのである。そういうチシキやギジュツをおそわったって、

そのひとにとってやくにたつかわからないのである。よのなかには、いろいろなブンや、

しごと、セイカツがある。そののなかのひとつをおしえても、かならずそのひとにマッ

チするとはかぎらない。

「センセイ」がなにをおしえるのかというと、いきかたなのではないかとおもう。だけ

ど、センセイジタイはこまかいいきかたをおしえたりしない。そんなことをおしえたっ

て、おしえられるひとが、ナットクするかわからないのである。しかし、センセイが、い

いいきかたをすれば、セイトとかデシは、それをまなびたいとおもう。ジッサイにこと

ばや、てほどきをうけられるわけではない。セイトとかデシがカッテにまなぶのである。

いまのニホンはまだまだいいセンセイがいるとおもう。いいセイトやデシがそだってい

るからである。センセイジタイがよかろうと、わるかろうとカッテにまなぶ。まだまだ

だとおもうが、このさきはわからない。あなたもひとつの「センセイ」になっているわ

けだ。

　

ヒャクサンジュウ

　

むかし、わたしがでかせぎにいっていたときに、よくやさしいキョクチョウ（うたいあげ

るブルース）のようなキョクをこのんできいていた。なにかやすまるからだ。しかし、ゴ

ネン、ジュウネンたって、そのキョクチョウでうたうカシュがふえても、わたしはヒョウ
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カしなかった。もっとテンポがあるうたがいいとなどとおもっていた。しかし、ザンギョ

ウがふえたときに、むかしきいたそのカシュのうたをきくと、やっぱりいいとおもった。

それでそうかときづいた。

そういうキョクチョウがはやるのは、ロウドウでヒロウしているひとがおおいのだと。

そういうカンテンからのみかたがたりなかった。わたしジシンがほどほどにしごとをし

ていたから、きづかなかったのだ。やっぱりそういううたはヒツヨウであろう。

　

ヒャクサンジュウイチ

　

いいしなものはいい。わるいしなものはわるい。ニンゲンのカッテなみかたかもしれな

いが、アンガイそれは、ほかのひとにもつうじる。なぜいいかというセツメイはむずかし

いが、そのいいものは、ダイタイそのブヒンからいいものであるとおもうのである。う

たのレイでいえば、いいうたは、カショウもいいし、カシもいいし、ギターもいい、ベー

スもいい、ドラムもいいのである。つまり、いいブヒンのカジュウコウカによって、「い

い」しなものができるというわけである。

だから、なにかいいヒョウカをうけられないのだったら、ブヒンをよくすると、「いい」

しなものになるだろうとおもう。ブヒンづくりがダイジなのである。ニホンキギョウは、

くみたてるサイシュウセイヒンがよわくなったといわれるが、ブヒンでさがつかなく

なったのだろうとおもう。ベツのくにのメーカーが、おなじブヒンをつかって、いいセ

イヒンをつくれるようになったからだろう。

　

ヒャクサンジュウニ

　

イシキがあるのがさきなのか、もの（からだ）がさきなのかというモンダイがある。しか

し、だれかのイシキをカンサツすることはコンナンだ。しゃべればカンサツはできる。し

かし、それでは、どちらかということはわからない。とりのカンサツから（●『よ』ヒャ

クよんジュウ）、どうもイシキがハッタツするのは、あとになってというのがわかる。な

きごえにカンジョウがはいるようになるからだ。だから、おとなのイシキは、ジョジョ

にそだっていくのだろうことがわかる。

しかし、おとなのイシキのミホンがなければ、おとなのイシキはそだたないだろう。オオ

カミにそだてられたニンゲンのこどもは、ことばをしゃべらなかったというからだ。と

すると、イシキというのは、コウテンテキにハッタツしたのかもしれない。しかし、ど

のイシキもないジョウタイをカンサツできないだろうから、イシキがあとなのかはショ

ウメイできない。ひとりのニンゲンのセイチョウとしてはあとなのだろうといえるが。

　

ヒャクサンジュウサン
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「いぬもあるけばボウにあたる」という。わたしのわかいころは、ショクリョウをかう

のをおさえて、シィディをかっていた（●『む』ヒャクロク、『よ』ヒャクサンジュウロ

ク）。おかげでやるきがすくなかった。いまかんがえれば、ショクリョウはダイジにしな

ければならないとおもう。しごとができなくなるからだ。だから、わたしのわかいころ

のようにするのをスイショウしない。

しかし、それでよかったとおもえることもある。ニホンのポップスからかいはじめて、や

がてロック、ヨウガクをかうようになった。はじめのうちは、わりとなのあるロックオ

ンガクのものをかっていたが、イッカイジャケットがい（シィディのヒョウシのえをみ

てかうこと）でこのみのオンガクにめぐりあえたことから、あまりユウメイでないアー

ティストのものをかうようになった。たとえていえば、ニホンでセンマイうれるといっ

たようなものだ。そういうものをかって、センキュウガンというかをみがけたためか、

ショウスウハのシュチョウをしったため、めずらしいものにエンができたのか、そうい

うノウリョクがしごとにやくにたっているのである。タンジュンにいいかえると、へそ

まがりのノウリョクだが、あまりひとがいわないことをいってもヘイキになった。

ドウチョウアツリョク（ひととおなじようなことをヨウキュウすること）がつよいとさ

れるニホンでは、ひととちがうことをするのは、ユウキがヒツヨウなのではないかとお

もうが、そういうイッパンからはずれたことをしてもヘイキになった。「コセイソンチョ

ウ」というおいかぜがあったかもしれない。そういうわけでめずらしいものをつくって

いたりする。しかし、イッパンテキなものとかをヒテイするわけではない。それもわかっ

たホウが、はなしがすすむからだ。そういうわけで、シィディあつめもよかったとおも

うのである。

　

ヒャクサンジュウよん

　

ニホンのセイゾウギョウはいいものをつくるという。ケイタイガタのオンガクサイセイ

キはかなりうれたときく。しかし、デンキキギョウについていえば、サイキンいいはな

しをあまりきかない。ブランドなのだろうが、ほかのくにのメーカーがつよくなったり

しているそうだ。

なぜ「ブランド」としてセイリツしづらいか。それは、テレビブンカとカンレンすると

おもう。テレビにはコウコクがあったりする。そのコウコクでおおぜいのひとに、セイ

ヒンをうったえるわけだ。しかし、コウコクでうったえたものがしなぎれでは、カッコ

ウがわるいのでおおめにつくる。フツウのデンキやだとせまいから、そんなにザイコを

おけない。だから、リョウハンテンでうるわけである。リョウハンテンだと、となりに

ほかのメーカーのドウシュセイヒンもならぶから、カカク、セイノウなどがヒカクされ

る。だから、キョウソウになる。

それで、ねさげをすれば、うれるかもしれないが、やすいがキーワードになり、ブラン

ドとしてのイゲンをたもちづらい。だから、テレビブンカがつよいくにでは、メーカー

がブランドとしてセイリツしづらいわけである。ブランドよりやすさでショウブとなり

がちだろう。コンピューターネットワークがフキュウして、テレビのちからがよわまっ
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たとはいえ、リョウハンテンがつぶれたとはきかない。だから、そのケイコウはつづく

だろう。ハンメン、ヒャッカテンがよわくなったときく。ニホンでおおくもとめられて

いるのは、ブランドより、やすさなのだろう。だから、ブランドがセイリツしづらい。

　

ヒャクサンジュウゴ

　

マルクスシュギによって、シャカイシュギコッカがつくられたという。マルクスはシホ

ンカによるロウドウシャへのサクシュがあるといったらしい（ドイツゴであのながいホ

ンをいまよめるきがしない。）。たしかに、デフレケイザイがすすむなかのロウドウシャ

としてはそうおもったりする。セイカクにいうと、「そうかも」だ。なぜか、キュウリョ

ウがやすいからではない。まえにもいったように（●ヒャク、ヒャクジュウサン）、デフ

レというのは、キギョウのリエキやロウドウシャのチョキンによってショウじるからだ。

「デフレ」というと、そのジョウタイはセツメイされるが、そのゲンインはセツメイされ

ない。たとえば、キギョウが、マルクスフウにいえば、「シホンカ」だ、リエキをためこ

むことによって、ロウドウシャにまわる、もっといえば、シジョウにながれるおかねの

リョウがへる。そのしはらわれたキュウリョウでなにかをかって、キギョウはまたセイ

サンする。しかし、うりあげは、まえのダンカイでとったリエキのブンだけへる。キュウ

リョウのブンしかかわれないわけだからそうなる。そしてまた、リエキをとれば、またシ

ジョウにながれるおかねがへる。そうやってデフレがすすむわけだ。だから、キギョウ

によるリエキのカクホ、シホンカによるサクシュがあるといえるわけだ。ロウドウシャ

のチンギンはさがるわけだから、ロウドウシャはタイヘンだ。だからその「サクシュ」を

にくんだりするだろう。

しかし、イッポウでマルクスのシュチョウをしっているニホンのコウレイシャは、「サク

シュ」があるのはしかたがないとかんがえたのか、「チョキン」をよくしたのだろうとお

もう。いってみれば、ちいさなロウドウシホンカになったようだ。チョキンもやはり、シ

ジョウにでまわるおかねがへってしまうわけだから、デフレがシンコウする。そうやっ

て、シホンカのジダイがつづいている。

おやコウコウというブンカがあってか、そのチョキンはあまりどうこういわれないが、

ロウドウシャにとっては、サクシュともいえるだろう。だから、シャカイシュギコクで

は、そういうジタイをカイショウしようとするだろう。しかし、ニホンでは、それはい

まのところされていない。だから、シャカイシュギっぽくても、シホンシュギのくにで

あろう。コンゴはどうなるかわからないが、こどもにイサンがソウゾクされるわけだか

ら、とりあえずは、シホンシュギがつづくのであろう。ジブンもサクシュをするように

なったのがニホンのマルクスシュギかもしれない。

　

ヒャクサンジュウロク

　

センセイがおしえてくれるのは、ギジュツでもチシキでもない。ムゴンでいきかたをお
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しえてくれる（●ヒャクニジュウキュウ）。そういうキョウクンのようなものはヒテイで

きない。なまみのセンセイのはなしは、ヒテイできるけれども、ムゴンのおしえにさか

らうということは、ジブンのカンカクにさからうということだからだ。センセイをしら

なければ、ひととつきあうのがよいだろう。そうすると、ムゴンのおしえをえられるだ

ろう。だから、あるテイドひととつきあったホウがいい。ガッコウにいくだけではない

とおもう。

　

ヒャクサンジュウなな

　

わたしはコウコウセイのときにオーディオコンポをかってもらった。シィディラジカセ

があるのにもかかわらずである。シィディラジカセは、ともだちのいえでみていいとお

もった。コンポもおなじリユウだ。いまかんがえれば、シィディラジカセがあるからい

いではないかだが、カッコよさとキノウにひかれた。

なぜ「コンポ」というかというと、「コンポーメント（コウセイする）」だからであろう。

それぞれがブヒンとしてコウセイされるということだろう。ハチジュウネンダイぐらい

までのコンポは、よこはばがながかったが、キュウジュウネンダイのものは、よこはば

がロクわりほどになっていた。むかしながらのそれは、ブヒンをオーディオケーブルで

つないでコウセイした。そういうブヒンのあつまりだから、そのうちイッコがこわれて

も、ベツのなにかにとりかえればよかった。いってみれば、ベツのメーカーのブヒンで

もモンダイない。

しかし、キュウジュウネンダイのそれは、ブヒンにわかれているのだが、コンピューター

ヨウにつかわわれるようなケーブルでそれぞれをつなぐ。システムコンポなどともいわ

れた。つかっていてきづいたのは、どれかひとつこわれても、ダイタイがきかないケッ

テンがある。おなじメーカーのあたらしいブヒンでもだめなのだ。そのカタバンのブヒ

ンでなければならない。

いまおもうと、むかしながらのものにすればよかったおおもう。ただ、そのブンレンドウ

キノウがハッタツしていた。リモコンソウサはモチロンだし、シィディからのロクオン

がカンタンだったり、オンシツをかえてロクオンできたりもした。トクにわたしは、グラ

フィックイコライザーにカンシンがあった。オンイキごとにオンリョウをジョウゲでき

るキノウだ。シィディラジカセのときもそうだった。それでおとをこのみにあうように

かえるのである。そういうしくみがセイヒンのキノウである。わたしはセイヒンのコウ

ゾウテキなカッコよさもきにしていたが、そういうキノウがいいとおもった。ハチジュ

ウネンダイまでのコンポは、そういうキノウメンはあまりめあたらしいものはなかった。

グラフィックイコライザーもあったが、ひとつのブヒンとしてである。だからそういう

ブヒンをベツにでもかってきて、セツゾクすればよかった。そういうかんがえかたがコ

ンポのキホンセッケイである。

しかし、システムコンポはイッコがこわれると、ほかのブヒンもうごかなかったりする。

だからメンドウなのである。いまでは、むかしながらのコンポにすればよいとおもって

いるが、まぁベンキョウになった。それと、ロクわりほどのおおきさになったが、それ
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でもおおきいのがナンテンだろうか。そうおもうひとがおおかったからか、キュウジュ

ウネンダイコウハンには、ちいさいコンポがでてきた。ふつうのコンポのニわりテイド

のはばである。しかし、セツゾクをみてみると、そもそもブヒンがイッタイガタになっ

ていたり、やはりコンピューターヨウのセツゾクだ。コンポというがもはやラジカセと

かわらない。コウカンできなければ、コンポのイミはあまりない。

わたしのは、アンプのブブンがこわれて、イッカイシュウリした。それからまたこわれ

て、しばらくほうっておいた。このまえチュウコのブヒンをみつけてとりかえてみたら、

シィディイガイはうごいた。だが、ブヒンをみつけるのもタイヘンである。フツウはシュ

ウリするようだろう。そのネンカンのイジヒは（カカクわるシヨウネンスウ）、イチマン

ヨンセンエンほど。チュウゴクセイのラジカセが、サンネンつかえて、ネンカサンゼンエ

ンほどだから、オンシツにこだわらなけければ、そちらのホウがダンゼンやすい。そうい

うケイサンもある。わたしはセイヒンのキノウにひかれたが、そもそものセッケイ（ブヒ

ンがコウカンカノウ）というコウゾウをかんがえなければだめだとベンキョウになった。

　

ヒャクサンジュウハチ

　

まえにシィディのジッセイカカクのはなしをした（●『よ』ハチジュウキュウ）。そのケ

イサンだと、イチマイあたりニヒャクジュウエンほどだ（ゲンカではない。）。また、テレ

ビのイチジカンあたりの、またひとりあたりのヒヨウをケイサンした（●ヒャクサン）。

それだと、イチジカン、ひとりあたりゴエンだ。そのケイサンだと、シィディをかって、

ナンカイもきけるのはつよみだが、ヨンジュッカイはきかないと、テレビなみのコスト

パフォーマンスにならない。つまり、そんなにきかないようなシィディはテレビにかて

ないということである。だから、オンガクをやるひとは、テレビとなかよくしていたの

だろう。

ニセンネンダイにはいって、コンピューターネットワークをつかって、オンガクをかう

ことができるようになった。それでモンダイになったのが、そのカカクだ。ユウメイな

キギョウがイッキョクあたり、ヒャクエンほどのカカクにしたらしいからだ。なぜモン

ダイかというと、ニホンでは、あいかわらずシィディイチマイ サンゼンエンでうってい

たからだ。ジュッキョクシュウロクされているとして、イッキョクあたりサンビャクエ

ンだ。それをヒャクエンだとリエキがへるというわけだ。だから、それにドウチョウし

なかったキギョウもおおい。しかし、そのころから、シィディのうりあげがおちはじめ

たという。シィディがうれなくなったのである。イチマイブンでセンエンなら、そのホ

ウがやすい。

しかし、まえにいったように、シィディイチマイのジッセイカカクはニヒャクジュウエ

ンである。チュウコシジョウもあるのだ。だからまだまだカカクがチョウセイされるか

もしれない。ニセンジュウネンごろにトウジョウしたのが、オンガクききホウダイサー

ビスだ。それだと、ゲツガクセンエンほどで、イチエンで、レイテンななニジカン、ヨ

ンジュップンほどきけることになる。イチジカンでイチエンほどではテレビよりやすい。

それならますますシィディはうれないはずである。イッキョクヒャクエンだってうれな
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くなるだろう。いまは、イチジカンあたりイチエンでたのしめるジダイなのだ。テレビ

もやはりよわっていくだろう。

つくるホウとしては、ひとりイチジカンイチエンのうりあげで、たえられるコストコウ

ゾウがヒツヨウだろう。そんなことはヨウイではない。ギターをかえばニジュウマンエ

ンするし、コンピューターをそろえてもニジュウマンエンかかる。それをショウキャク

するにはヨンジュウマンダウンロードがヒツヨウになるのだ。ヒャクマンダウンロード

をこえればなんとかやっていけるかもしれない。

　

ヒャクサンジュウキュウ

　

イッコオンガクセイヒンのねだんが、イチジカンあたりイチエンとケツロンして（●ヒャ

クサンジュウハチ）、わたしはためいきをついた。とてもオンガクでシュウエキをだすの

がむずかしそうだからだ。でも、いままでとりくんでいたことは、やりたかったことだ

からしょうがない。フツウはもっとはやく、そのむずかしさをしるんだろう。

わたしがすきだったのは、いまでもそうだが、ロックである。ロックというと、わかも

ののハンコウみたいなイメージもある。わたしがやっていたことも、イッパンからみれ

ば、わかもののハンコウだったのだろう。そういうわけか、おやじがわたしとはなして

いたときに、ためいきをついていた。わたしがおもうには、こどもがうまくしごとをし

てくれないということであろう。わたしがためいきをつくようになって、そのイミをし

るにいたった。ロックでもイッテイのシジをえられれば、たべていけるであろうが、フ

ツウは、「いいカゲンにしろ。」なのだろう。

　

ヒャクよんジュウ

　

まえにちいさなころのわたしが、オルガンをひきたくてもひけなかったはなしをした（●

『よ』キュウジュウサン）。「ド」のイチがわからなかったからだ。それでそのときは、ひ

くのをあきらめた。それからチュウガクセイになって、オンガクを、サッキョクを、バ

ンドをやるようになった。そのゴ、サッキョクなり、ギターエンソウなり、バンドなり

をことあるごとにしている。でも、オンガクでかせぐむずかしさをしっていき、それほ

どチュウリョクしなくなった。

かんがえてみると、「ヨウジキの」オルガンをザセツしたケイケンが、わたしをそのゴ、

オンガクへとみちびいたのかもしれない（フロイドセンセイ [セイシンブンセキのソ]の

ようなはなしだ。）。でもしょうがない。もともとニホンにはオルガンなんてなかったわ

けだから、リョウシンがオルガンのケンバンのハイチをしらなくてもしかたない。こと

だったらおしえてくれただろう。

オンガクのガッキのことをエイゴでインストゥルメントというが、ドウグについてチシ

キは、ユニュウものであっても、それなりにしっていたホウがいいかもしれない。そう

すると、こどもがロックオンガクのようなまねをしなくていいかもしれないからだ。い
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まはギターがチュウコでやすくうっているから、こどもがギターをかってくるかもしれ

ない。「ド」のイチぐらいはおしえられたホウがいいだろう。

　

ヒャクよんジュウイチ

　

「ストア」のはなしをした（●ヒャクニジュウ、ヒャクニジュウなな）。ものをためれば、

ショウテンになる。おいしいものをためたら、おいしいものやだが、それをたべれば、そ

のひとはロウドウリョクショウテンになるかもしれない。ロウドウリョクショウテンは、

だれかのしごとをダイコウしたり、だれかにいわれたものをつくったりするかもしれな

い。わたしはいいロウドウリョクショウテンではなかったので、ストアやものをつくっ

ている。

ロウドウリョクショウテンもダイジだが、あまりそれをするひとがふえると、ひとりあ

たりのうりあげがさがってくる。キョウキュウがおおいばあいだ。そうすると、ケイヤ

クシャからきられるロウドウリョクショウテンがふえるだろうか。そうすると、おいし

いものが、たべづらくなる。シャカイシュギだと、ゼンインのたべるものが、いくらかお

いしくなくなる。しかし、シホンシュギというか、ジユウシジョウケイザイだから、い

くらかのひとのたべるものが、ソウトウおいしくなくなる。そうすると、そのロウドウ

リョクショウテンのサービスのシツがおちて、ますますそのロウドウリョクショウテン

のうりあげがおちるだろう。

そのテンジリツしているひとはつよいかもしれない。カイシャインのことを、どういう

わけかシャカイジンといったりするが、ドクリツしたコジンのホウがつよいかもしれな

い。ショウテンをやるのもいいし、ものをつくるのもいい。ノウギョウをやってもいい。

いまだと､エーアイやロボットにかわられることはまだないだろう。

　

ヒャクよんジュウニ

　

カイシャにいくからスーツをきるのか、スーツをきるからカイシャにいくのかは、どち

らがさきかはむずかしいモンダイだ。ティシャツでカイシャにいったら、おこられれる

か、つまみだされるだろう。もし、いえもカイシャだとすると、ティシャツをきている

ことはゆるされない。そのようにスーツをきることと、はたらくことは、ドウジにされ

るべきだというフチョウ、コウゾウがある（●『よ』イチ）。

だから、ダイガクセイのうちから、スーツをきてガッコウにいけば、もはやガクセイと

いうよりも、ケンキュウするしごとをしているといえるかもしれない。しかし、シュウ

ニュウがえられるかはベツのモンダイだ。ダイガクでスーツをきるガクセイはすくない

が、チュウガクやコウコウとセイフクですごすことがおおい。それはやはりフチョウな

のである。ガクセイフクといわれるが、まなぶこととカンレンづけられているようだ。ニ

ホンではダイガクセイになると、ガクセイフクやスーツをきないので、「あそんでいる」

とかおもわれるかもしれない。わたしもダイガクにいくことをシュミととらえていた。
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「あそんでいる。」というヒハンをかわすには、スーツをきてダイガクにいけばいいわけ

である。

ザンネンながら、わたしのいったガッコウには、スーツなどをきたガクセイはすくなかっ

た。また、わたしもスーツをきてガッコウにいったのは、ニュウガクシキとソツギョウ

シキ、それとサツエイがあったときのサンカイだけだ。スーツをきて、ガッコウにいく

というカンカクがなかったからだ。いまだったら、そういったものをきて、ガッコウに

いくだろう。スーツをきているから、しごとができるでも、しごとができるから、スーツ

をきているでも、どちらでもいいのだ。ティシャツをきているから、あそんでいる。あそ

んでいるから、ティシャツをきる、のどちらでもいい。あそびたくなったら、ティシャ

ツをきるだろう。

サーフィンやスケートボードのブンカ、スポーツのブンカからティシャツがフキュウし

たとおもうが、わたしもショウガクセイのときに、スポーツがすきだったので、よくティ

シャツをきていた。シャツもきていたが、キホンはティシャツだった。チュウガクでは

セイフク。それでシャツをほぼマイニチきるようになった。しかし、コウコウのあたり

から、ロックバンドにエイキョウされて、えのかかれたくろいティシャツをきるように

なった（ガクセイフクのしたにきていったこともある。）。でもそれはシュミなどのブン

カだ。それからまたシャツをきるようになるまでジカンがかかった。スポーツケイばか

りでなく、わかてのブランドもティシャツをうりだしていたから、ついついティシャツ

をかってしまった。

ダイガクにいき、しごとをはじめてから、またシャツをきるようになった。イチジキ、

ティシャツにもどったが、それからはシャツをきている。ﾞおやじもティシャツはきな

かった。アンダーシャツはきていたが、いつもシャツをきていた。それがフツウなのだ

ろう。どうも、そういうシュミのブンカがつよくて、ニホンではティシャツですごすわ

かものがおおいのだろう。シュミもいいが、しごとはタイセツだ。まぁ、わたしもやす

みたくなったら、ティシャツをきるか。

ニホンだと、ホンライテキにはきものだから、きものをきるから、ニホンテキなのか、ニ

ホンテキだから、きものをきるのかというモンダイはあるだろう。しかし、いまのとこ

ろ、きものをきるひとはすくないようだ。セイヨウシキのホウがいいしごとができるの

だろうか。

　

ヒャクよんジュウサン

　

わたしはオンガクをしばらくやって、これはしごとにならないとおもった。キョクのタ

ンカがひくいのである（●ヒャクサンンジュウハチ）。どのくらいタンカがひくいかは、

タンジュンなケイサンをすればわかる。もし、わたしがジュウダイのときに、そういう

ケイサンができていたら、オンガクをシュミでやるとしても、そんなにかねをつぎこん

でやらなかったとおもう。ケイサンするノウリョクはあったし、データをさがせばてに

はいっただろう。しかし、それがわかるのにニジュウゴネンかかった。

そのハンセイから、シンロセンタクは、そのギョウカイのデータなどをケイサンして、セ
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ンタクすればいいとおもうのである。そうすると、ダイガクにいくひとはすくなくなる

かもしれないが、ニンゲンとしてはまっとうだとおもうのである。どうもヘンサチとい

うベンキョウのケッカのスウジにごまかされて、わたしはダイガクにいったホウがいい

のかなどとかおもってしまった。それより、なにをしごとにするかのホウがダイジなよ

うにおもうのである。キギョウとしては、ベンキョウがユウシュウなガクセイがわかる

ので、ヘンサチはつかいようがあるとはおもうが。

　

ヒャクよんジュウよん

　

まえに、オンガクなどがイチジカンあたりイチエンでたのしめるとかいた（●ヒャクサ

ンジュウハチ）。それで、つくるホウのうりあげをみれば、ヒャクマンタンイうれて、よ

うやくヒャクマンエンになる。シィディなどをネンカンにフクスウマイだせるひとはま

れだから、イチネンカンでヒャクマンタンイうれたら、ネンカンヒャクマンエンでセイ

カツすることになる。

ロクオンのヒヨウもふくまれるから、これだと、アルバイトでかせぐよりすくないキン

ガクだ。ヒャクマンタンイうれてもそうなのである。そうなると、あたらしいサクヒン、

チョウセンテキなサクヒンなどはつくりにくいだろう。ばあいによったら、そうやってか

せいだおかねはすべてロクオンのヒヨウにきえてしまう。そんなかんじでは、アーティ

ストをやろうというひともへっていくだろう。コウコクをひっぱってこられるひとがつ

くったり、かねもちのあそびとしてつくられたりすることがふえるだろう。つまり、え

らばれたひとしか、（かせげる）アーティストになれないわけである。

それでも、「ジブン」とか「コセイ」がダイジといえるだろうか。カコのだれかのサクヒ

ンににせてつくると、トウサクとなる。だから、つくるホウには「コセイ」がヒツヨウ

となる。しかし、そうやってシュチョウしたコセイでは、おおくのばあいたべていけな

いのだとおもう。「コセイ」より、うれすじのものにしあげたホウがマットウといえるか

もしれない。

　

ヒャクよんジュウゴ

　

むかしならユウメイなセンセイにデシいりして、なにかをみがいたかもしれない。いまな

らサラリーマンをやればいいだろう。オンガクサクヒンをヒャクマンタンイうれる（●

ヒャクサンジュウハチ）というのは、そうカンタンではないが、それだけうれてもみか

えりがすくない。それより（サラリーマンがらくだとはおもわないが）、サラリーマンを

したホウがセイカツはアンテイする。

わたしは、オンガクがすきだが、ヒャクマンタンイうれても、たべていくのがむずかし

いとしっていたなら、オンガクにちからをいれるのは、やめていたかもしれない。ゼン

ブのコウテイをジブンでやっているから、ヒヨウはちいさいが、それでもガッキとキザ

イのブンおかねがかかる。ガッキやキザイはそうやすくない。タンジュンなケイサンモ
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ンダイだが、それをかんがえられていたなら、シィディやガッキをかわず、ベンキョウ

していたかもしれない。やってみてそうおもうのである。

むかしは、おおぜいがきく、みんなのうたのようなのがあったとおもうが、ハチジュウネ

ンダイ、キュウジュウネンダイになったらこのみがブンサンした。それだけニホンがゆ

たかになったのだろう。しかし、セイサクするがわのコンナンから、またみんなのうた

がフッカツするようにもおもえる。キョウキュウがへりそうだからである。うまいアー

ティストは「ジュウヨウ」と「コセイ」をゼツミョウなバランスでくみあわせるんだろ

う。ザンネンながら、いまのわたしはそれができていないようだ。

　

ヒャクよんジュウロク

　

「ロンリテキシコウ」などという。ゲンインからケッカまでをチョクセンテキにセツメイ

することをそういったりするだろう。そうやって、タショウヘイレツはあるかもだが、も

のごとをチョクセンテキにキジュツする。それはなぜか。ニンゲンはことばをドウジに

フクスウつかえないからである。たとえば、「みかん」といいながら「コーヒー」という

ことはできない。だから、チョクセンテキにキジュツするホウホウをとる。ことばのセ

イシツからそうなるわけである。

しかし、よのなかはケッしてチョクセンだけでセイリツしているわけではない。エーさ

んがたまけりをしていて、ビーさんがさけをのんでいるなんてバメンもあるだろう。こ

とばとしては、どちらかがさきで、どちらかがあとにされるだろうが、それはドウジに

なされているし、ニンゲンもそれはドウジになされていることをニンシキする。だから、

しかたがないのだが、エーさんがたまをけり、ビーさんがさけをのんでいるというセツ

メイがただしいとはかぎらない。モチロン、ビーさんがさけをのんでいて、エーさんが

たまけりをしているでもない。ニンゲンのことばのツゴウジョウ、そういういいかたを

するだけであって、ベツにただしいわけではない。

まえにタヨウジョウケンのはなしをしたが（●キュウジュウニ、キュウジュウなな）、そ

ういうはなしである。ことばジョウはどちらかがさきになるが、ゲンジツはヘイレツテ

キにうごいているのである。そして、ニンゲンも、チョクセンもリカイするが、ヘイレ

ツもリカイする。だから、チョクセンテキなことばがただしいとはかぎらないのである。

というよりも、ことばのセイシツジョウ、ことばでセツメイするのはあやまりといえる

かもしれない。それがわかっているからか、わたしはあまりおしゃべりではない。しず

かにカンサツするのもすきである。

ことばにすると、イチリンのはながさいている。そしてもうイチリンもさいている。だ

が、ジュウリンのはながさいていることをみていたりする。チョクセンテキなシコウも

きらいではないが、ヘイレツテキなプロセスもダイジなのではとおもう。しかし、こと

ばをつかうのだったら、チョクセンにならざるをえない。たぶん、そういうわけだから、

ブンメイジンはチョクセンテキにかんがえたホウがいいだろう。
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ヒャチよんジュウハチ

　

わたしは、ものをあつめるのがくせになっていたりする。こどものころには、テレビゲー

ムのカートリッジをあつめたし、チュウコウセイになってからはシィディをあつめた。

ニジュッサイをこえると、ホンをあつめた。ただ、つかわずに、タンにあつめることは

しなかった。つかわずにあつめていたら、ショウテンになったかもしれないが、わたし

はキノウテキにそれらをもとめたわけだ。

いまは、それらのものが、デンシテキにあつめられるようになっている。つまり、ハン

ドウタイブヒンや、プラスチックのブヒンなどはいらないのである。それなら、データ

だけのトショカンとかハクブツカンがあってもよさそうだ。しかし、そういうところが

はやっているとはきかない。むかしながらのコレクションのいいところは、バショをと

るところだ。バショをとるゆえに、ものをえらぶようになる。スペースがかぎられるか

らだ。そうやってものをジュンジョづけ、あまりすきではないものはショブンする。そ

ういうサギョウをするようになる。

もののシツカンもいいかもしれない。データだとふるびることがないからだ。ふるくな

るデータをつくっても、おもしろいかもしれない。ニジュウネンたつとやけてくるよう

なデータとか。キノウテキにはデータのコレクションもいいが、まぁいまのところはそ

れをしていない。それぞれのものには、それぞれのよさある。そのよさをみとめるから、

コレクションがふえるのであろう。そのよさをひとつにシュウヤクすると、コレクショ

ンはシュウリョウになる。そのイチバンのものをダイジにすればいいからだ。

コレクションをしないひとは、そういうわけで、テイバンがきまっているのだろう。ベ

ツにコレクションしなければいけないわけではない。わたしは、シィディよりもキョウ

カショをあつめれば、ユウシュウなガクセイになれたかもしれない。しかし、キョウミ

がなかったのでしょうがない。

ヒャクよんジュウキュウ

　

よくくろいスーツをきているひとをみる。ベツにくろでなくてもいいのだろうが、とに

かくくろがおおい。なぜくろなのだろう。ソウシキがキュウにあってもいけるからとい

うリユウはあるだろうが、ジツはベツのモンダイかもしれない。

それはなにか。ニンジャのくろショウゾクをまねているのかもしれない。それだけトク

シュなしごとをしているということだ。コンのスーツもむかしはみられたが、サイキン

はみない。コンはカイグンのいろだろう。それだけうみをジュウシするということだ。

ニホンのまわりはうみだから、それはタイセツだろう。ニンジャがおおくても、ボウエ

キができなければ、あまりゆたかではない。それだけニホンジンのイシキがうちむきに

なっているのかもしれない。

また、みどりのスーツもメッタにみない。みどりはショクブツのいろだろう。リクグン

でもつかわれているいろだ。たしかに、グンジンっぽいサラリーマンじゃこまるかもし

れないが、ショクブツをケイシしてはたべものができない。だから、みどりいろのスー

ツはもっとジュウシされてもいいいはずである。ノウギョウをがんばるということだ。

ショクリョウジキュウリツをあげるために、もっとドリョクしてもいいはずだ。
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キュウジュウネンダイには、グンヨウのみどりのズボンがリュウコウした。これもノウ

ギョウをジュウシするこころがあったからかもしれない。わたしもイッポンもっていた

が、おふくろにすてられてしまった。センソウのケイケンがあったからかもしれない。ノ

ウギョウヨウといったって、センソウのイメージがつよいのだろう。もっとふえてもい

いはずだが。

　

ヒャクゴジュウ

　

キンダイにはいって、コクミンコッカができたとされる。ヨーロッパではローマのシハ

イがつよかったために、シュウキョウカイカクをへて、そういうようになったのだろう。

むかしにコッカがなかったわけではない。ただ、ローマのシハイがあるかないかをクベ

ツするヒツヨウがあったのだろう。

やがてそれらのくにはショクミンチをもつようになり、センソウになった。ショクミン

チがカイホウされてからは、グローバルカのジダイなどというようになった。とりひき

がコクサイテキにおこなわれ、ジョウホウもシュンジにとどく。だから、そういうよう

になったのだろう。ツウシンのハッタツがおおきいかもしれない。ユソウのハッタツも

そうだろう。たべものも、おいしいものは、いろいろなところにとどくということもあ

るだろう。

しかし、サイキンになって、ボウエキをキセイするうごきある。ベツにコクサイテキに

キセイするわけでないが、むかしよくやっていたように、あるくにからのユニュウヒン

にカンゼイをかけるといったやりかたである。カンゼイをかけるかどうかは、そのくに

のジユウであるだろうが、そうやって、ボウエキをキセイするといううごきがある。そ

うすると、グローバルカのジダイとはいえなくなってくるのではないか。いってみれば、

サイネーションステイトカ（サイコクミンコッカカ）である。

つまり、ボウエキあいてのくにのリエキはあまシジせず、ジコクのリエキをツイキュウ

するということである。そのシセイがただしいかどうかはわからないが、ばあいによっ

ては、そちらにころぶということだ。たしかに、ニホンでもガイコクセイヒンがふえて

いるから、そういううごきがおこるカノウセイもある。いまはロウドウリョクがたりな

いというから、なんでもジブンのところでつくろうとはしないだろう。（アメリカ）ガッ

シュウコクやチュウゴクはロウドウリョクにヨユウがあるからカンゼイをかけるのだろ

うか。

　

　

ヒャクゴジュウイチ

　

ニンゲンはいつかテンにめされるまで、いきつづけるだろう（●ニジュウよん、ハチジュ

ウイチ、キュウジュウゴ）。テンにめされても、にげてしまうひともいるかもしれない。

そういうみかたでは、ニンゲンのセイメイはユウゲンである。テンにめされたときには、
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ニンゲンとしていきることをシュウリョウしなくてはいけない。そういうキゲンつきの

ジンセイをどうすごすか。なんのためにいきているのかというといもたまにある。

わたしなんかは、ジユウにいきるなどとおもってしまうが、なかには、なにかのモクテ

キをもっていきなければならないとおもうひともいるのだろう。ギジュツテキには、た

べるからいきるというのがある。しかし、そういうひとはモクテキをとうだろう。テン

にめされるためにいきているといえば、まぁすこしはナットクするかもしれない。なん

のために、テンにめされるんだととえば、それにはこたえがある（●ニジュウよん）。「も

の」がつくられたイジョウ、「もの」はかたちをかえながらもありつづける。ニンゲンも

そういうウチュウのシゲンなのだ。フツウにやいてしまっておわりではないのだ。コタ

イやエキタイ、キタイがまたシゼンカイをめぐりはじめる。いますぐテンにめされたい

といったら、まぁきながにやろうであろう。

ひとのジンセイのことを、おくりもののようにたとえることがある。タブン、キリスト

キョウケイであろうが、かみからのおくりものというわけである。おくりものをうけとっ

て、どうおもうかはジユウだろうが、おくりぬしは、うけとったひとがよろこんだらう

れしいのではないか。そういうわけで、おくりものをダイジにつかったり、よろこんだ

りすることがダイジなようにおもうのである。

　

ヒャクゴジュウニ

　

ニンゲンはなにかそのひとのトクイなこともあれば、フトクイなこともある。チョウショ

をいかせといったり、タンショをホキョウしろといったりもする。トクイ、フトクイで

はなくて、なにかをすることがコンナンであったりというばあいもある。

イッパンにそういうコンナンはないにこしたことはないといわれる。しかし、そういう

コンナンがあったとしても、ひとは、なにかをするだろう。むしろ、コンナンがないひ

とのホウがマンシンして、たいしたことをやらないかもしれない。うさぎとかめのはな

しのようでもある。コンナンがないひとは、マンシンして、トチュウでひるねをしたり

する。しかし、コンナンがあるひとは、すこしずつなにかをすすめる。ベツにどちらの

やりかたでもよいのだが、ひとはなにかコンナンがあったホウが、キョウソウにかてる

のではないかともおもう。

ビンボウだからがんばるというのはよくあるはなしだ。それでタイセイするひとがいる。

ニホンもセンゴそうやってゆたかになっていった。わたしは、からだがジョウブなので、

マンシンして、オンガクをやりはじめた。そんなことをせずに、ベンキョウしていれば

よかったかもしれない。そのゴ、クロウした。マンシンするほどコンナンがないときは、

ヨウチュウイだろう。

　

ヒャクゴジュウサン

　

シャカイやブンカのコウゾウはアンガイキョウコである。ジブンがたべるゴハンをみて
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もわかるだろう。なにかベツのものをとりいれようとおもっても、そのかわりになにか

をガマンしなくてはならない。だから、あたらしいなにかをとりいれるということは、ア

ンガイむずかしいのだ。ジブンのゴハンのばあいは、それなりにジユウがきくが（だれ

かにキョウセイされるわけではない。）、シャカイテキなことがらだと、さらにあたらし

いなにかをいれることはむずかしくなる。それぞれがドウイしなければならないからだ。

だから、コセイをだそうとすると、いやがられることがおおいだろう。ソウシキにティ

シャツでいくレイをかんがえたらいい。ティシャツおことわりとたたきだされるだろう。

そのばあい、そのコウゾウとコセイのどちらがモンダイなのかというギロンはできる。

ただイッパンテキには、ティシャツでいくホウがわるいとなるだろう。それでも、ティ

シャツすがたでソウシキにでたければ、たたかうようだろう。

ジュウシチネンくらいまえに、「コウゾウカイカク」ということばがよくつかわれたが、

それは、このレイでは、ソウシキのホウをかえることである。たまにそういうこともある

が、シジをえられないとカイカクはすすまない。そういうむずかしいはなしである。し

かし、コジンのケンゲンできめられるものは、かえられるだろう。

　

ヒャクゴジュウよん

　

ニホンのショクリョウジキュウリツはよんわりほどといわれる。だから、カイゼンした

いというのはわかるはなしである。なぜカイゼンしたホウがいいか。トシのひとはキホ

ンテキにノウサクモツをつくらない。かねで、いなかでつくられたノウサクモツをかっ

てくる。それをするためには、いなかのひととなかよくするヒツヨウがあるし、トシの

ショウテンのひとともなかよくするヒツヨウがあるだろう。それはどういうことか。

いなかのひとやトシのショウテンがおこってうらないといいだしたら、それっきりだか

らだ。そうすると、ショクリョウがなくてうえじぬ。だからトシのひとはニンゲンカンケ

イをジュウシする。それをコクサイテキにいうと、ショクリョウをキョウキュウしてく

れているガッシュウコクやオーストラリアなどとのカンケイをジュウシするわけである。

だから、キョクロンすると、ガッシュウコクのイコウにニホンはさからえない。それで

も、うえじぬよりましということである。つまり、なにかをシュチョウしたり、キョウレ

ツなコセイをもつためには、ショクリョウをジブンでつくらないと、ということである。

　

ヒャクゴジュウゴ

　

テレビをみるのをガマンする。などといったりする。このガマンするとはどういうこと

なのか。わたしが、おもうには、わたし（ガ）のジョウホウショリをおくらせる（マン）

ということだとおもう。つまり、テレビのレイでいえば、テレビをみて、ノウがシゲキ

されて、わらったり、かんがえたりすることをエンキさせるということである。ガマン

するヒツヨウがなければ、わらったり、かんがえたりすればいいが、ガマンするという

ときにはおくらせる。
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フクをかうのをガマンするといったときにも、ものジタイをかうのをおくらせるという

よりも、フクにフズイするブンカテキなものを（たとえば、ゲンダイテキなというイメー

ジなど）、もしくは、そのひとのナイテキなプロセスを（たとえば、カイテキにセイカツ

するなど）、リヨウするのをおくらせることではないだろうか。わたしはガクセイジダイ

に、おかねがなくて、キョウカショをかうのをガマンしたことがある。それだと、ガク

シュウがすすまないのである。

　

ヒャクゴジュウロク

　

うずまきリョクがあるから、そのちかくのものは、うずまきにひきよせられる（●『ア』

ヒャクロクジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『む』ハチジュウハチ、『よ』ヒャクハチ

ジュウサン、ホンブンハチ、ヒャクジュウなな）。そのギャクホウコウのちからがあった

らどうなるか。ひかりさえもよせつけない、まっくらなセカイになるだろう（●ヒャク

ジュウなな）。ウチュウにひとのすめるようなクウカンをかんがえると、ひるとよるが

あったホウがいいのでは、とかんがえたりするだろう。そういうときにギャクうずまき

リョクをつかえれば、ひるとよるができる。しかし、もっともタンジュンなカイケツサク

は、よるみたいにしたいばあいは、シャッターをしめることだ。そうすればくらくなる。

　

ヒャクゴジュウなな

　

ヘイワとはどういうことか。それはムダのないことかもしれない。ゲンダイでは、おお

きなタンイでハツデンをしている。そこでつくられたデンキをカクカテイにおくる。そ

してあかりがつくわけだ。ただあかりがつくかわりにモンダイもある。タンサンガスが

でるのである。ハツデンジョで、あぶらなどをもやしているからだ。

あくまでもカセツだろうが、そのタンサンガスによって、チキュウがあたたかくなると

もいう。あかりをつけるためのコストだ。しかし、あかりをつけないようにしようとは

あまりいわない。たてもののなかがくらくては、しごとができないからだ。しごとがで

きないと、くにのケイザイがよわくなって、ボウエキでフリになるというおそれもある。

だから、ハツデンするのをやめない。

ただ、フウシャでハツデンしたりというダイタイサクはある。しかし、コクナイではまだ

ドウニュウがすすんでいない。それよりもケイザイキョウソウをジュウシするのだろう。

ゲンシリョクハツデンもやめない。ホウシャノウがでるにもかかわらずだ。ホウシャノ

ウがでてこまることよりも、ケイザイキョウソウがジュウシされるわけである。ヘイワ

ならゲンパツをとめるのではないか。あとシマツにこまるからである。しかしケイザイ

キョウソウがジュウシされる。ヨウするに、ヘイワではないのである。

　

ヒャクゴジュウハチ
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ソレンがシュウリョウして、シャカイシュギがハイボクしたかのようなイメージがある。

それがおこったのは、わたしがチュウガクセイのころだ。だから、そんなにシャカイシュ

ギのことはしらない。しかし、ニホンにもシャカイシュギをとるようなセイトウがあっ

たし、サヨクやウヨクといういいかたもある。また、マルクスのはなしもきいたことが

ある。ガクセイウンドウのはなしもきいた。

なぜ、ガクセイウンドウをするかについてのわたしのイゼンのリカイは、ニホンがガッ

シュウコクにセンソウでまけたために、そのエンチョウでおこっていたというものだっ

た。しかし、ベツのシテンからみてみるとそうではない。シホンシュギをとるくににとっ

ては、シャカイシュギはみとめづらいだろう。また、ギャクもそうだ。しかし、それだ

けのモンダイではない。シホンシュギをとるとおもわれるガッシュウコクには、ドレイ

セイがあった。ナンボクセンソウのあとに、それはシュウリョウしたが、コクジンがサ

ベツされるジョウキョウはつづいた。

つまり、ガクセイウンドウはなぜおこったかというと、フツウのシホンシュギはいいも

のかもしれないが（わるいかもしれない。）、ドレイセイがのこるシホンシュギよりは、

シャカイシュギのホウがよさそうということではないか。シホンシュギとシャカイシュ

ギのタイリツのようにおもえたがそうではない。ドレイセイのあるシホンシュギとシャ

カイシュギのタイリツだったのだ。

そのウンドウのあと、ガッシュウコクのドレイセイは、セイドテキにはカンゼンにテッ

パイされた。それでシホンシュギのジョウキョウがよくなったから、シャカイシュギを

おすウンドウはしたびになったのだろう。それでもシャカイシュギをおすひとはいただ

ろうが、やがてソレンはシュウリョウした。タイリツさせるリユウもなくなったのだろ

う。しかし、シャカイシュギやガクセイウンドウは、ドレイセイをシュウリョウさせた。

そのコウセキはおおきいとおもう。

　

ヒャクゴジュウキュウ

　

よのなかには、たとえば、みっつのロウドウのしかたがある。ひとつは、おかねをもらっ

てロウドウするだ。いわゆる「ビジネス」というやつだ。ふたつめは、おかねをもらわな

いし、おかねをはらわないでロウドウするだ。キュウジュウネンダイから「ボランティ

ア」といわれるようになったロウドウのありかたである。みっつめは、おかねをはらっ

てロウドウするだ。これはもはや「ロウドウ」といえないかもしれないが、どこかのドウ

ジョウやケンキュウをするのには、そういうこともヒツヨウかもしれない。「したづみ」

などとよばれたりもする。したづみからはじめて、ダンダンおかねをかせげるようにな

るのである。

しかしながら、ゲンダイでは、チンやといケイザイがハッタツしているためにいきなり、

イチバンメのおかねをもらってはたらくからはいるひとがおおいだろう。こどもをベン

キョウにシュウチュウさせるために、カジのてつだいなんかも、こどもにたのまなかっ

たりするのではないか。おダチンをあげて、てつだわせるというのもきくはなしである。
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いきなりチンロウドウだから、ニバンメやサンバンメのおかねをもらわないで、または、

おかねをはらってロウドウするのは、やりにくいかもしれない。なんとなく、「ボラン

ティア」をするひとはえらい。とおもったりするが、そうではなく、おかねをはらって

ロウドウするというのもあるのだ。

おかねをもらわないでロウドウするのは、ドレイセイににているが、おかねをはらって

ロウドウするのはショクミンチケイザイだ。レッキョウのくにから、たねやなえをかっ

て、サクモツをそだてるというようなやりかただ。そのためになかなかドクリツできな

い。ドレイセイにているボランティアは、ニホンジンはわりとするひとがいるようだが、

ショクミンチケイザイににているおかねをはらう、ペイトゥワークということにする、

ことはあまりワダイにならない。ショクミンチがふえたジダイがあったのにもかかわら

ずである。

ニホンジンは、ナンポウのショクミンチをカイホウするためにたたかったかもしれない

といわれるけれども、やはりニホンジンも、ショクミンチをもつホウだったのかもしれ

ない。シザイをトウじて、セイジカをするというはなしもきかない。モチロンそれでロ

ウドウのシツがおちたらよくないので、ケッコウだとおもうが、そういうしたづみやら、

シャカイにホウシするというかんがえかたは、あまりいまのニホンジンはもっていない

ようだ。あっても、ボランティアどまりだろう。

つまりどういうことかというと、ニホンジンにはドレイセイとキョウゾンしたり、その

みになってかんがえてカイケツするノウリョクはあるだろうが、ショクミンチケイザイ

とキョウゾンしたり、そのみになってかんがえて、カイケツするノウリョクはないとい

うことだ。それはどういうことかというと、いまのニホンジンでは、ガイコクがどこか

のショクミンチになっても、カイホウすることができないということだ。ハチジュウネ

ンまえのニホンジンにはできたかもしれないが、いまのニホンジンにはむずかしいだろ

う。したづみをしないひとが、ふえたということだから。

　

ヒャクロクジュウ

むくどりが、わたしのヘヤのとぶくろにすをつくっている（●ヒャクジュウ）。ひながか

えるのがゴガツゲジュンくらいだから、まぁジュンビをしているということだ。そのあ

とのソウジがメンドウだが、まぁいいとおもっている。とりはそんなにからだがおおき

くないが、わりとおおきいこえでなく。ひょっとしたらニンゲンのこえよりもおおきい

かもしれない。だから、とりをニンゲンくらいのおおきさにしたら、すごいおおごえを

だせるだろうということだ。からだのタイセキヒでかんがえるとそうなる。おおごえを

だしてどうするのかだが、まぁそんなところだ。パワーがあるということだ。

　

ヒャクロクジュウイチ

　

ウチュウはくろいというイメージがある。くろはひかりをキュウシュウするから、とお

くのほしのひかりもチキュウからみえるのだろう。だから、ひかりをハンシャするとい
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うしろでウチュウクウカンがコウセイされていたら、とおくのほしからのひかりは、と

どかないとおもわれる。ニンジュツでいうくもがくれだ。そういうわけだから、ウチュ

ウのそとがしろいクウカンでできていたら、ひかりがハンシャしてウチュウにもどるだ

ろうから、ウチュウはながもちするだろう。

　

ヒャクロクジュウニ

　

セッチョ『アルクカラカンガエル』で、うずまきリョクのことをかいた（●『ア』ヒャク

ロクジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『む』ハチジュウハチ、『よ』ヒャクハチジュウ

サン、ホンブンハチ、ヒャクジュウなな、ヒャクゴジュウロク）。うずまきリョクとはな

にかというと、よくいわれるいいかたでセツメイすると、「ジュウリョク」である。タイ

ヨウのまわりをはなれずに、ワクセイがまわるちからのことだ。「ジュウリョク」でいう

と、ジュウリョクが、タイヨウにちかづくちから、「エンシンリョク」がタイヨウからは

なれるちからだろう。

なぜ、その「うずまきリョク」があるか。「とんでひにいるなつのむし」という（●ヒャ

クジュウなな）。ベツにひにちかづかなくてもよさそうだが、ひのなかにむしがはいって

しまう。そこからかんがえると、うずまきリョクとはもえることが、つくりだすとかん

がえられそうだ。フツウによくいわれるはなしでは、「もの」にジュウリョクがあるとい

われている。しかし、そうでなく、もえているところから、うずまきリョクがハッセイ

するのである。よくいわれるようにいうと、もえているからジュウリョクがハッセイす

るのである。チキュウもナイブではもえているし、ほかのワクセイももえているだろう。

ウチュウでひをたくと、そこに、うずまきリョクがハッセイするということだ。だから、

ウチュウのごみソウジはアンガイカンタンかもしれない。

　

ヒャクロクジュウサン

　

エーアイがハッタツしているから、コウコウやダイガクにすすむのはどうかとおもう。

データをよみだすのはコンピューターがトクイだからだ。サイキンはブンショウもつく

れるという。エーアイとキョウゴウするブンヤで、きそってもむずかしいだろう。むし

ろ、からだをうごかすサギョウはまだまだニンゲンにかちめがある。だが、からだをうご

かすためのコウコウ、ダイガクはすくない。そういうものがユウボウかとおもうが。コ

ウコウ、ダイガクへすすむリユウはショウライテキに、うえにたてるシカクをカクトク

するためだろう。ダイガクインは、ダイガクのキョウインになって、シュッセするため

のシカクをシュトクするためだ。しかし、うえにたちたいとはおもわないなら、チュウ

ソツで、はたらきはじめてもよいとおもう。かんがえより、たべるためのギジュツがダ

イジだとおもうのである。
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ヒャクロクジュウよん

　

なんかのサギョウがあるからサギョウフクをきるのか、サギョウフクをきるからサギョ

ウがあるのかはどちらかわからない。わからないというより、どちらもただしいといえ

そうだ。コスプレとおなじしごとだ。なにかのイショウがあるから、そのイショウをき

るなにかになりきってしまうのである。だから、ダイガクなんかにもスーツをきていく

といいかもしれない。ガクセイというより、ケンキュウシャというかんじで。ケンカし

てばかりのショウネンがいたら、ジャケットとかきせるといいかもしれない。ジャケッ

トやスーツをきてケンカするものではないからだ。

　

ヒャクロクジュウロク

　

はたけでつかうスコップをそとにおいておいたら、シンピンコウニュウしたにもかかわ

らず、ダイブ「あじ」がでてしまった。そういうのをなんというか。フウカであろう。

だから、フウカさせたくないものは、こやのなかにでもしまっておく。そういうことだ

ろう。

ニンゲンもそとにおいておいたら、フウカするかもしれない。ハッテントジョウのノウ

ギョウコクは，ニンゲンのジュミョウがみじかいという。やっぱり、そういうことかも

しれない。センシンコクでジュミョウがながくなったというのは、イリョウがハッタツ

したというよりも、あまりそとにでなくなったからかもしれない。ようするにダイジに

しまわれているわけだ。

　

ヒャクロクジュウなな

　

ニホンのホウドウキカンは、ガイコクのあつまりのことを「セカイ」ということがある。

セカイというとよのなかのことだとおもうが、かれらのつかいかたでは、「セカイ」には

「ニホン」がふくまれていない。つまり、うちとそとの「そと」のことを「セカイ」とい

うわけである。わたしは、カイガイにいったケイケンもあるから、そういうヒョウゲン

にイワカンをもった。「カイガイにいるニホンジン」がうちのひとなのか、そとのひとな

のかわからないが、「うち」はトクベツらしい。ホンネとたてまえというが、ニホンでは

そういう「うち」と「そと」をわけるのがスタンダードといえそうだ。カイガイにいっ

たひともふえただろうから、いつまでそのいいかたがツウヨウするのであろうか。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

うちにはぶどうのきがある。おやじがそだてたらしい。たてにのばさず、よこにのばし

ているので、ささえるたながヒツヨウだ。そのたなは、まいとしふゆにゆきがふると、ゆ
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きのおもみでソンショウする。だから、まいとしはるにたなをシュウリする。

ことしはおとといシュウリした。ブザイがまがったりするのでコウカンをする。たなを

なおしたが、まだめがでていないのでシンパイである。サイキンはシュウリョウがおち

ているから、ヒリョウがおおくヒツヨウなのかもしれない。それなら、ひとのウンコを

うみにながすべきではないのだが、においのモンダイもあるから、にわにウンコをまく

わけにもいかない。むずかしいところだ。

　

ヒャクロクジュウキュウ

　

オンガクサクヒンのジッセイカカクが、ひとりイチジカンあたりイチエンというはなし

をした（●ヒャクサンジュウハチ）。だから、オンガクでたべていくことはむずかしい。

たべていくのがむずかしいから、サクヒンのつくりてもへるだろう。しかし、たべてい

くやりかたもある。

コウコクをだしてもらうのである。ベツにサクヒンにコウコクをいれろというのではな

い。サクヒンのよこにハイチするわけである。そこそこのガクでコウコクをだしてもら

えば、たべていくこともカノウだろう。それだと、サクヒンのシツがモンダイとなる。し

かし、よくあるコウコクは、テレビやラジオのそれであろう。それだと、「サクヒンのシ

ツ」もダイジだが、パフォーマーのひとがらが、もっとダイジであろう。

つまり、オンガクがイチエンのジダイでは、コウコクをだしてもらうために、サクヒンの

シツよりも、そのひとのひとがらがダイジになるわけなのだ。そういうわけだから、「コ

セイテキな」オンガクカでは、コンゴいきのこりにくいとおもわれる。たまにはそうい

うひともいるだろうが。

ヒャクななジュウ

　

ハチジュウネンダイおわりからのバンドブームのときには、「メジャー」とか「イン

ディー」とかよくいわれたものだ。「メジャー」とは、ひろくよにツウじていることで、

「インディー」とは、エイゴの「インデペンデント」のリャクである。ニホンゴでいうと、

ことばはわるいが、カッテにやっているということだ。そのサは、コクナイやセカイキ

ボでシィディをリュウツウされているか、いくつかのレコードやで、とりあつかわれる

かといったものだ。

わたしも、インディーズセンモンのシィディやにいったことがある。そのときメジャー

なアーティストのカコのシィディがおいてあったり、カイガイのあまりしられていない

アーティストのシィディがうられていたりした。メジャーデビューをするのもいいが、

そういうかんじでショウキボにリュウツウさせてもいい。いまはコンピューターツウシ

ンがハッタツしたので、「カッテに」「メジャーデビュー」することがカノウだが、トウジ

はそうはいかなかった。だから、「インディー」でしばらくやって、そんなにうれないと

なると、バンドカツドウをやめてしまっただろう。いまは、「カッテにメジャーデビュー」

ができるので、そういうあきらめはつきづらくなったかもしれない。

「カッテに」やっていても、「メジャー」がシヤにはいると、キョウゴウするバンドなど
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のもののハンバイカカクがきになったりする。いまはそれがひとりイチジカンあたりイ

チエンだ（●ヒャクサンジュウハチ）。だから、キョウゴウするバンドに、うりまけな

いようにするためには、イチエンイカでサクヒンをださないといけないとなる。それで

ヒャクマンダウンロードしてもらおうとなるだろう。しかし、それはカンタンではない。

プロのサクヒンだって、そんなにかずはのびないのである。

それならどうするか。ヒヨウをおさえるか、むかしながらのやりかたをとるかというよ

うなセンタクとなる。ヒヨウをおさえるだと、ガッキをかうのをおさえるとか、なるべ

くてみじかにロクオンするとなる。コウリツカするわけだ。わたしもそれをジッケンし

ようとおもっている。むかしながらのやりかただと、シジョウでのキョウソウリョクは

ないが、ナンテンポかのレコードやにシィディをまぁまぁのカカク、センゴヒャクエン

などでおいてもらって、じみちにファンをふやすとなる。やはりコストはコストだから、

なるべくカイシュウしたホウがいいだろう。そうすると、コウシャのやりかたのホウが

ケンチョウかもしれない。

　

ヒャクななジュウイチ

オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンで、たのしめることをシテキした（●ヒャ

クサンジュウハチ）。それはオンガクだけでないようである。エイガ、ドラマ、アニメさ

らには、ザッシ、ホンもそうなりつつあるようだ。セイサクシャにとってトクにタイヘン

なのが、アニメであろう。イチビョウカンにサンジュウマイのえがつかわれ、イチジカ

ンハンテイドのながさでコウセイされる。イップンカンにセンハッピャクマイのえ、イ

チジカンハンでジュウロクマンニセンマイのえになる。これをイチニチサンジュウマイ

ずつかいていったら、ゴセンヨンヒャクニチ、ヤクジュウゴネンかかる。ジュウゴネン

だから、イチネンにヒャクマンエンかせぎたきゃ、センゴヒャクマンダウンロードがヒ

ツヨウになる。こえなきゃこえないで、サッカのセイカツがきびしくなる。だから、な

りてはすくなくなるし、キゾンのサッカのキョウソウもはげしくなるだろう。

エイガもそんなかんじで、つくりてはへるだろう。またエイガカンでみるエイガがわり

だかになる。シンサクエイガをすこしおくれてディブイディでみるひともいるだろう。

センゴヒャクエンか、サンビャクエンかだと、サンビャクエンのホウがやすい。いまで

は、それがニエンでたのしめることになる。センゴヒャクエンはらうなら、エイガをな

なヒャクゴジュッポンみれたホウがいいかもしれない。だからトウゼン、エイガカンは

あかじにおちいり、つぶれていくかもしれない。

ここジュウネンくらいでコクドウぞいのエイガカンがふえたとおもうが、もうそれらは

チンプカしつつある。そうしないためには、ショクジのできるエイガカンなどあらたな

カチをつけていくか、カカクメンでキョウソウしていくヒツヨウがあるだろう。むかし、

コシツビデオやがあったが、かわってマンガキッサが、そのやくわりをはたしているか

もしれない。サンジカンでハッピャクエンくらいなら、エイガカンのハンガクくらいだ。

　

ヒャクななジュウサン

77



　

わたしのいえはゲンカンからカンおけがはいらないし、でられないコウゾウになってい

る。おやじがセッケイしたらしいが、ゲンキにしていただろうから、あまり、シのこと

はかんがえなかったんだろう。センゴにたてられたコウエイジュウタクもそうだときく。

エレベーターにカンおけがはいらないというのである。

そういうケイケンがあってか、サイキンのセッケイのサンカイだてジュウタクをみると、

ヨケイなおせわながら、としをとったら、どうするんだろうとおもう。せまいトチにゆ

かメンセキをふやすクフウというのはわかる。しかし、くるまイスではくらしづらいで

あろう。もしかしたら、イッカイはフロとダイドコロだけで、ヘヤはないかもしれない。

それだと、あるけなくなったら、もうなんともならない。エレベーターがついているよう

にもおもえないのである。わりきって、ゲンキなうちにすむいえとしているのだろうか。

　

ヒャクななジュウよん

　

フロイドセンセイ（セイシンブンセキのソ）は、あるひとのヨウジキのタイケンにモンダ

イがあると、そのひとのそのゴのジンセイにエイキョウをおよぼすといったらしい。わ

たしはオンガクにこだわっている。なぜか。フロイドセンセイフウにいえば、わたしがヨ

ウチエンジのときに、わたしのいえにあったオルガンを、「ド」のイチがわからず、ザセ

ツしたからである。そのゴ、コンピューターゲームづくりも、「キカイ」がかえずにザセ

ツしたが、それはモンダイになっていない。やはり、ヨウジキのタイケンなのだろうか。

　

ヒャクななジュウゴ

わたしたちがなにかをたべたあと、たべたものはやがてウンコになる。それをむかしは、

はたけにまいていた。ヒリョウになるからである。それでたべものがまたできるという

ジュンカンだった。いまはトシカがすすみ、そのジュンカンができていなかったりする。

ウンコはかわにながすようになった。かわからうみにながれる。そうすると、ショクブ

ツにとってのエイヨウは、うみにながれてしまうことになる。

ヨウブンがおおいから、うみべで、もがタイリョウハッセイしたりするのだろう。だか

らか、のりがおいしいとおもう。ヨウブンがタクサンあるからだろうし、もうひとつの

リユウがある。うみのショクブツがよくそだつといっても、のりやわかめやコンブばか

りをたべるわけにもいかない。そのヨウブンがさかなまでまわれば、さかなもヨウブン

ホウフとなる。それをつりあげてたべれば、エイヨウのジュンカンはうまくいく。しか

し、モンダイがある。

それは、ギョギョウケンだったり、ハイタテキケイザイスイイキのモンダイだ（●ハチ

ジュウヨン）。フツウ、そのくにのハイタテキケイザイスイイキは、そのくにのギョギョ

ウなどをするめやすとなっている。だから、ガイコクのふねがはいって、ギョギョウを

すると、チュウシしろといったり、おいかえしたりする。ガイコクセンのソウギョウを

みとめるばあいもあるが、ダイタイは、そのくにのギョセントウがつかう。それだと、
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ジブンのくにででたウンコがカイシュウされやすい。しかし、ハイタテキケイザイスイ

イキなどがフクスウのくにで、シュチョウがことなり、せんびきでもめているばあいは

（ニホンもチュウゴクなどともめている。）、フンソウのもとになりかねない。

なぜなら、「ウンコ」は、それをだしたひとのくにのシゲンだろうからだ。つまり、しっ

かりとりきめがおこなわれないと、フンソウになりかねない。「わがくにのウンコをかえ

せ。」というわけである。ニホンとチュウゴクがもめるのは、タンにセキユなどのシゲン

だけでなく、「ウンコ」のモンダイもあるはずだ。なにしろジュウサンオクのウンコだか

ら、うまくカイシュウさせたホウがいい。ハイタテキケイザイスイイキのせんびきでは

もめるだろうが、ものとして、ニホンがわにはいりこんでくるウンコもあるから、うま

く、ニホンのハイタテキケイザイスイイキナイで、チュウゴクのギョセンをソウギョウ

させたり、ニホンから、さかなをユシュツしたりすることがダイジだとおもう。「ウンコ」

もシゲンなのだ。

　

ヒャクななジュウロク

　

うみでとれるのりがおいしいもうひとつのリユウは、ジブンとエンがふかいたべものだ

からではないか。わたしのウンコがかわからうみにながれる。そのうみでとれるのがの

りだ。つまり、のりのおいしさのもとは、ジブンがたべた「おいしいもの」のイチブだ

ろうからだ。イチブはわたしのからだをソセイし、のこりは、ウンコとしてうみになが

れる。つまり、のりはわたしと「エン」があるということだ。

そういうのをシンリガクでは、キンセツのヨウインという。つまり、ジブンにちかいも

のがこのまれやすいということだ。だから、さかなをたべているひとは、さかなをたべ

つづけるだろうし、にくがすきなひとなら、にくをこのんでたべるだろう。しかし、に

くはジブンのウンコでつくられていないから、ちょっとのエンかもしれない。

そういうキンセツのヨウインをかんがえると、さかながもっともおいしいだろうとスイ

ソクできる。チサンチショウといわれるが、それに「ジウンコ」もくわえなければ、おい

しいジュンカンにはならないようなきがする。いまは、グローバルカのジダイでユシュ

ツニュウがさかんだが、そういうジュンカンをダイジにするとローカルのジダイになる

はずである。

　

ヒャクななジュウなな

　

オンガクがひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●ヒャクサンジュウハ

チ）。はたしてこれは、やすすぎるであろうか。おなじくイチジカンイッポンのジュース

をのむ。これはヒャクゴジュウエンだ。どちらをたのしむだろう。むかしのカカクだと

イッキョクヒャクエンだから、イチジカンでセンゴヒャクエンほどかかった。たしかに

もういちどきけるし、キカイやデータがこわれるまでなんどもきけるだろう。しかし、

イッカイしかきかないものがセンゴヒャクエンでは、タブン、ジュースをえらぶだろう。
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それだけオンガクがたかかったということだ。オンガクは、はなしにはなるが、エイヨ

ウにはならない。イッキョクジュウエンなら、ジュウゴキョクでヒャクゴジュウエンだ。

それでもオンガクをえらぶだろうか。

　

ヒャクななジュウハチ

　

わたしはコウコウセイのころ、ゴハンダイをけずってシィディをかった（●『む』ヒャク

ロク、『よ』ヒャクサンジュウロク、ヒャクサンジュウサン）。イチニチゴヒャクエンのと

ころをたべるのをニヒャクエン、パンとのみもの、におさえて、のこったサンビャクエ

ンをとおかブンでサンゼンエン。それでシィディをかった。ウンドウブにははいってい

なかったので、まぁなんとかからだがもったが、ショウガクセイのときからタイリョク

ハだったわたしが、タイイクのジュギョウがきらいになった。「もった」とかいたがもっ

ていなかったんだろう。そうしてエイヨウブソクで、きらいなカモクがふえていった。

シィディはサンジュウマイテイドかったが、かわりにガッコウにいかなくなった。あさ

ゴハンもたべなかったり、しかし、チュウショクもで、きいたんだろう。

そうやって、めしのかわりにてにいれたシィディだが、そんなにやくにたっているわけ

でもない。やはり、めしとドウガクテイド（たとえばゴヒャクエン）はらうなら、めし

をユウセンさせるべきだ。ゴハンをしっかりたべたうえで、おやつとどっちにしますか

というといのホウがいいだろう。いまのわたしだったら、ヒャクゴジュウエンのおやつ

をえらんでしまうかもしれない。すきなアーティストのオンガクだったらそれでもかう

だろう。

いまはオンガクが、イチジカンイチエン（●ヒャクサンジュウハチ）だから、ダガシの

ガムとどちらをえらびますかというところだろう。イチマイサンゼンエンなんて、たし

かにコストがかかっているんだろうが、いままでがたかすぎたきがする。いえるのは、

ゴハンをぬいてオンガクをかうのは、やめたホウがいいということだ。いまはひとりイ

チジカンイチエンだから、オンガクをいろいろきいてみたいひとにとってはいいジダイ

かもしれない。わたしはシィディをサンビャクマイくらいかったが（ニセンゴヒャクエ

ンかける サンビャクマイ はななジュウゴマンエン）、いまだとそれだけはらえば、ロク

ジュウネンききホウダイ（センエンかける ジュウニカゲツ かけるロクジュウネン）だ。

オンガクずきにはわるくないだろう。

　

ヒャクななジュウキュウ

　

まえにジブンとカイシャとシャカイというみっつのヘンスウをつかって、ショウライの

なりゆきをヨソクするホウホウをセツメイした（●ニジュウハチ）。スウシキでいうと、

エーかける エックス（ジブン）と ビー かける ワイ（カイシャ）と シー かけるゼット

（シャカイ）とおまけのディ（ショキチ）をケイサンするということになる。なにもなけ

れば、ケイサンはできないが、データをイッテイスウイジョウあつめれば、ケイサンカ
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ノウだ。そういう「カイシャ」や「シャカイ」をふくめたケイサンなら、「ジブン」だけ

でのデータでケイサンするよりはセイカクになる（ジブンのツゴウだけで、キュウリョ

ウがあがるわけではない。）。

それをななジュウオクのヘンスウでケイサンすれば、チキュウのキボのショウライヨソ

クができる。しかし、カザンフンカなどのキショウジョウケンがはいっていないので、セ

イカクとはいえないだろう。ここでのケイサンはチョクセンがでるので、こまかくみて、

あがったり、さがったりをみるといいかもしれない。そういうみかたをすると、それは、

「ケイキ」のジョウゲだろう。だから、しろうとでも、データとケイサンキがあれば、ケ

イキのヨソクはできるということだ。

しかし、いまのところななジュウオクのヘンスウをニンシキできるソフトウェアがない

とおもわれるから、かなりジンリキでケイサンしなければならないかもしれない。それ

だけロウリョクをかけてヨソクしてどうするというモンダイもある。そういうのをスー

パーコンピューターでケイサンしていたりするのだろうか。

　

ヒャクハチジュウ

　

シャカイシュギケイザイをケンキュウしても、あまりおもしろくないだろう。ハイキュ

ウにあるものイガイはないし、せいぜいあるもののなかからどれが、ニンキがあるかく

らいしかわからないだろう。しかし、ジユウシュギケイザイだと、キホンテキにジユウ

だから、いろいろなことをするひとがでてきたり、いろいろなものがつくられたりする。

そこでのいろいろななにかは、かならずしもジュウヨウななにかではないかもしれない

が、ニンゲンはジユウにさせると、そういうことをするのだ（そういうものをつくるん

だといいデータになる。）。そういうデータをつかって、またシンセイヒンができる。そ

うすると、まだてつかずのジユウはへってしまうが、それでも、まだいろいろなにかが

でる。いまのところ、まだてつかずのジユウはあるんだろう。

　

ヒャクハチジュウイチ

　

ユダヤキョウやキリストキョウのセイショには、かみにきんじられたきのみのことがか

かれている。なぜ、そのみをたべてはいけないのか。それはニンゲンがしらないことを

のこしておかなければならいということのようなきがする。ニンゲンはあることをしっ

てしまうと、そのことについては「ジユウ」ではなくなる。ケイモウシュギとはそういう

「ジユウ」をへらすことでもあろう。だからこそ、「ダツチ（しることからはなれること

［●『ア』ヒャクロクジュウシチ、ヒャクななジュウイチ、『よ』はじめに、イチ］）」なの

だろう。ホントウに「ジユウ」でありたかったら、しらないのにかぎるのである。カガ

クがハッテンし、いろいろチケンがでる。しかし、（しらなければ）ジブンなりにかんが

えられるでもある。すくなくとも、いくつかは、しらないなにかをのこしておくといい

だろうというのが、セイショのおしえのようなきがする。
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あとがき

　

ジュウニガツからかきはじめて、ゴガツはじめでかきおえた。キョネンのクガツからコ

ンピューターネットワークでレンサイをはじめた。それにコウカイするペースとシンサ

クをかくペースいまのところほどよい。「いぬもあるけばボウにあたる。」というが、わ

たしもひとりでかんがえるようになって、ドクジのネタでかけるようになった。タブン、

「いぬもあるかにゃボウにあたらん。」なのだろう。

わたしはテレビゲームのカートリッジもかったし、オンガクシィディもかったし、ホン

もかった。そのなかでオンガクとホンはジブンでつくれるようになった。ただ、ホンブン

でかいたように、オンガクは、カカクのゲラクがはげしい。そのわりにはロウリョクが

かかるので、ホンをかくのをユウセンさせようかとおもっている。ホンもカカクのゲラ

クがケネンされるところではあるが、ペンとかみがあればかける（もっというとパソコ

ンとインサツキとセイホンキ。）。ふるくからあるやりかただから、そのホウがやすあが

りかとおもう。モチロンわたしがかくことを「ダツチ（『しる』からはなれる。［●『ア』

ヒャクロクジュウシチ、ヒャクななジュウイチ、『よ』はじめに、イチ、ホンブンヒャク

ハチジュウイチ］）」されてもかまわない。どうしてもというジュウヨウなことはそれほ

どかいていないだろうから。「あるかない」のもいいが、「あるく」のもいい。とりあえ

ず、まだ「あるいて」みようとおもっている。

　

ニセンジュウハチネンゴガツムイカ バンシュン

　

　

　

　

オンガクイチエンのジダイ

エイゾウ

　

ニセンジュウハチネンハチガツジュウよっか
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iii toga db004

　

　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

　

　

　

エイゾウのホン

　

　『アルクカラ カンガエル』ニセンジュウゴネン

　

　『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ』ニセンジュウシチネン

　

　『よろこぶゲンシジン』ニセンジュウハチネン

　

　『オンガクイチエンのジダイ』ニセンジュウハチネン

　

エイゾウのデンシサイトからコウニュウできます。

　

http://eizo09.com
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